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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　契約者達、地下に潜伏して反攻の機を窺う

Ⅱ　竜人の青年、幸福な記憶に囚われる

Ⅲ　しろがねの悪竜、首都の夜闇に顕現する

Ⅳ　氷結の魔神と獄炎の魔神、悪竜の足下にて相打つ

Ⅴ　閃光の万力、博物館への帰還を果たす
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　キノコが一いつ杯ぱいに詰つまったカゴを片手に、エルバ・ナイトロンドはキッチンに入ってきた。

「採ってきたぜ。頼たのむ」

　その言葉に反応して、デイジー・コ・クラストが頭を上げる。一心不乱にジャガイモの皮を剝むいていた彼女は、ナイフを置くと、エルバからカゴを受け取った。

「また、随ずい分ぶん採ってきましたね」

　山と積まれたキノコを見つめながら、デイジーは言う。

「こちとら腹減ってんだ。たくさん食いてえんだよ」

「若いでありますね。食べられるかどうかは、見てみなければわかりませんが……」

　エルバの言葉を笑って受け流し、デイジーはカゴと向き合う形でテーブルに着席した。カゴの左右に新聞紙を敷しいた後、おもむろにキノコを一個取り上げ、じっと見つめる。

「これは毒」

　そう言って、左手側の新聞紙の上にキノコを置いた。

　デイジーは次から次へとキノコを拾い上げては、

「これも毒」

「これは食用のやつと似ていますが、毒」

「これは食べられる」

「これは食べても死にはしませんけど、恐おそろしい腹痛に見み舞まわれます。よって毒」

　評価を下し、毒キノコは左に、食べられるキノコは右に置いていく。

　エルバの持ってきたキノコは結構な量だったが、全すべてを鑑かん定ていするのに十分もかからなかった。デイジーはカゴをひっくり返して振ふり、中に残っていないことを確かく認にんする。

　左側のキノコは山をなしていたが、右側のキノコはせいぜい両手の指で数えてちょっと余る、という程度だった。

「マジかよ」

　鑑定結果を見せつけられて、エルバは大きく肩かたを落とした。

「あんだけ必死にキノコ狩がりしてきたってのに、食べられるのはこれだけか。もうちょっと食えるんじゃねえの」

「私を信用してください」デイジーは自分の胸を叩たたいた。「こう見えても私は、軍警察の同どう僚りようから『キノコ博士』と呼ばれたくらいの人間であります。私の助言に従ってキノコを食べて生き延びた方は数知れず、私の助言に従わず死んでいった方も数知れず」

「死んだのかよ」

「いえ、それはウソでありますが」

　デイジーはさらりと言った。エルバは肩を落とす。

「まあ……リスクがでかいのは認めるが」

「私が直接山に行けばよいのですけどね。残念ながらこの通り、今日はイモの皮むき当番でありまして」

　デイジーはキッチンの奥に目を向けた。そこには、つい先ほどまで彼女がひたすらに皮を剝きまくっていたジャガイモの山がある。

　ため息を吐はき出して、エルバは嘆なげいた。

「いつまでこんな貧びん乏ぼう生活を堪たえ忍しのばなければならないんだろうな」

「博物館を取り戻もどすまで、ですよ」

　背後からの声に、エルバはびくりとして振り返る。そこには、左腕に気絶したイノシシを抱かかえたテッキの姿があった。

「今は雌し伏ふくの時です。あなたの怒いかりは、然しかるべき敵と対たい峙じする時のためにとっておきなさい」

　そう言うと、テッキはキッチン奥に進み、まな板の上にイノシシを置いた。

「これもよろしくお願いします」

　デイジーに向かって言う。デイジーは無言で頷うなずいた。

　エルバはイノシシをまじまじと見つめながら言った。

「こんなキノコ見たことねえぜ」

「フッ」テッキは含ふくみ笑いを漏もらした。「山の中を歩いていたら、たまたまイノシシと出くわしましてね。こいつでガツンと」

　腕全体を覆おおい隠かくす右袖そでをめくり上げる。

　鋼鉄の万まん力りきが、袖の下から姿を現した。十二歳の時に事故で失った右手代わりの義手である。

「というわけで、今日の晩ご飯はイノシシ鍋なべですよ」

「さっすが館長」エルバは大喜びした。「これで、クラヴリーの謎なぞスープとはおさらばだな」

「失礼なことを。少しよう佐さ殿どのの軍隊式野菜スープは栄養満点であります。まあたしかに、見た目も味も『食欲をそそる』とは言えないかもしれませんが」

　やや不満そうにデイジーは言う。

「今は贅ぜい沢たくを言っていられる時ではありません。博物館館長として、あなたがた職員にこのような窮きゆう乏ぼう生活を強しいていることは謝らなければなりませんが……」

　言いつつ、テッキはエルバの肩をポンと叩く。

「わかってる」

　気にしてない、という風にエルバは手を振った。

「不本意なのはあなただけではありません」たしなめるようにデイジーが言った。「私だって不本意なのであります。結けつ婚こん適てき齢れい期きを迎むかえた娘むすめともあろう者が、このようなうら寂さびしい場所でキノコいじりに精を出すなど、不健康にもほどがあるではありませんか」

「……俺とは方向性が違ちがうような気がするが、とにかく不本意なのはよくわかった」

　エルバは言葉を選んで答えた。







　ドース連れん邦ぽう首都ブルティエールの北辺、八十八区の鬱うつ蒼そうとした森の中に、バベルハイズ自然史博物館は建っている。改修を重ねてはいるが、既すでに築二百年になろうとする年季入りの建築物だ。

　もともと国立の博物館だったこの建物は、十年前の内乱の際に戦費調達の目的で民間に払はらい下げられた。買い取ったのは、国立時代からほぼ世せ襲しゆう的に館長職を引き継ついできたバベルハイズ一族である。以来「国立自然史博物館」は「バベルハイズ自然史博物館」と名を変え、現在は休館中であるものの、一族の末まつ裔えいアルテキア・バベルハイズが館長を務めている。

　ところが今、アルテキア・バベルハイズは逃とう亡ぼう中で、博物館は税務局に接収されていた。

　ある初夏の日、博物館には税務局員が大挙して押し寄せていた。博物館内に存在する資産の全容を調査するためである。

「さすが、二百年の歴史を持つだけあって、大したものですねえ」

　税務局の鑑かん定てい士し、作業員達が忙いそがしく歩き回る中、それを傍はたから見つめる一人の青年がいた。

　彼の名はルシアン・パラドール。連邦総そう督とくホアキン・パラドールの息子として有名な青年であるが、現在の彼の肩かた書がきは「連邦税務局徴ちよう税ぜい課か実戦徴税係係長代理」。要は資産調査の責任者として、この博物館にやってきたのだった。

　博物館のラウンジからテーブル、椅い子す類が取り除かれ、広いスペースができていた。代わりに地下倉庫から運び出された円盤レンズ類が並べられている。悪あく魔まを召しよ喚うかんする円盤の数は想像をはるかに超こえるもので、作業開始からしばらく経たつものの、全すべてを並べ終えることはいまだにできていない。

「これは、一日仕事では済みそうにありませんね。ま、それだけやりがいがあるというものですが……」

　ここにある円盤が、それぞれいかなる悪魔を喚よぶのか。それは、実際に悪魔を召喚してみなければわからないことである。職員達には、地下倉庫から運び出した円盤を一つ一つ悪魔召喚して確かく認にんする、という気の遠くなるような作業が待っている。

　作業の邪じや魔まにならないよう、ルシアンはラウンジの隅すみの方でじっとしていた。と、彼のもとに一人の作業員が歩み寄ってくる。

「すいません、ルシアンさん」

　その作業員は、布に包んだ一枚の円盤を手にしていた。

「これでしょうか？　お話の円盤は」

「ああ、これです、これ」

　ルシアンは即そく答とうし、布ごと円盤を受け取った。

　その円盤は、藍あい色いろだった。本来、悪魔の円盤とは無色透とう明めいなものである。

「なんなんですか、それは？　オモチャにしか見えませんが」

「大したものではありませんよ。そうだ、ためしにこいつで悪魔を喚んでみたらどうです」

「いいんですか？」

　と言いつつ作業員は手て袋ぶくろをはめ、円盤を取り上げた。

　まず円盤の手て触ざわりに、作業員は違い和わ感かんを覚えた。円盤とは二枚に分かれるもの、両目にはめて使用するものだ。が、その円盤はどれだけ力を込こめても分かれようとはしなかった。

　それでもそのまま、右目に円盤をはめ込み、作業員は呟つぶやく。

「……召コン喚タクト！」

　召喚宣言に伴ともない、大気中の塵ちりが反応する──はずが、

「あ痛ッ」

　作業員の右目に痛みが走った。即座に円盤を取り出す。

「なんです、これ？」作業員は右目を押さえながら言う。「円盤のでき損そこねかなんかですか？」

「ま……そんなとこですかね」

　ルシアンは円盤を受け取り、布に包み直した。

「こいつは資産価値ゼロですよ。僕が片づけておきますから、あなたは作業に戻もどって下さい」

　作業員は無言で一礼し、地下倉庫の入り口の方へと向かっていった。

　彼が立ち去ってから、ルシアンは改めて円盤をじっと見つめた。

「間違いない。やはり、アギの円盤はここでしたか。持ち主に返しておくのが吉きちでしょうね」

　そう呟いて、ルシアンは円盤を布に包み、自分のポケットの中にしまいこんだ。それから作業員達に目をやると、

「アホみたいに突つっ立っているのもなんですし、お茶の準備でもしましょうか」

　ラウンジの外へと歩いて出て行った。







　悪魔。

　それは、この星に住む奇きみ妙ような存在である。

　悪魔は二つの形態を持つ。一つは実体、一つは虚きよ体たい。

「実体」とは、円盤のことをさす。召喚主は、円盤を両目にはめることで悪魔を召喚することができる。

　ドースの大気には塵と呼ばれる成分が入り交じっている。召喚の宣言に塵は反応し、鈍にぶい光を放ちながら霧きりのように煙けむりのように形をなす。召喚主の身体からだにまとわりついて、悪魔の姿を形作る。こうして作り出された悪魔の身体を「虚体」と呼ぶ。

　悪魔の姿は千せん差さ万ばん別べつ、円盤によって様々である。動物が多種多様に存在するように、悪魔も多種多様に存在する。比ひ較かく的てき実在の動物に近いものから、半はん獣じゆう半人、伝説上の怪かい物ぶつまで、形態は様々だ。

　これらの悪魔を、召喚主は自分の手足のごとく自在に操あやつることができる。悪魔自身にも意志は存在するのだが、召喚行こう為いによって二つの意志が一つの身体を共有すると、精神活動がより深化している方がイニシアティブを取る。簡単に言うと、強い方（人間）の意志が弱い方（悪魔）の意志を押さえつけるのだ。

　人々は、自分達の腕わん力りよく、脚きやく力りよくをさらに増す力として、悪魔を使し役えきしている。悪魔の中には空を飛ぶもの、水中を泳ぐものもあり、人間の能力の補助役として抜ばつ群ぐんの有益性を誇ほこる。悪魔の力をもって、人々は文明文化を発展させてきた。現代のドース連れん邦ぽうの栄えい華がは悪魔の力によって達成されたものであり、悪魔抜ぬきには考えられないことでもある。

　反対に、悪魔の力が非建設的な方法で使役されることも日常茶さ飯はん事じである──暴力という形を取ることも。







「……せいッ！」

　右、左、右とホワイトワーウルフは素す早ばやい三連の正せい拳けんを放つ。

　白い体色の、二足歩行の人じん狼ろうである。三段級に分類される、お手て頃ごろに入手可能な悪あく魔まだ。

「まだまだ……！」

　敵手に向かって放たれた拳こぶしは、しかし容易に受け止められる。受け止めたのは同じく人間型、二足歩行の悪魔だが、その姿はホワイトワーウルフとは大おお幅はばに異なる。昆こん虫ちゆうのごとき甲こう殻かくで覆おおわれたその悪魔の名は、デスドレッドデーモン。その名の通り、南海の流る刑けい地ちデスドレッド島でのみ採取される悪魔である。珍めずらしさに加え極きわめて強力なため、八段級に分類されている。

　ホワイトワーウルフは一方的に攻こう勢せいを強め、ひたすらに押しまくる。デスドレッドデーモンは後退しながら敵手の攻こう撃げきを受け止め続ける──が、やがて巨きよ木ぼくの幹に背中がぶつかった。

「そこッ！」

　ホワイトワーウルフは渾こん身しんのストレートを放つ。拳がデスドレッドデーモンの胸を捕とらえる──と思われた瞬しゆん間かん、

「……ハァッ！」

　身をかがめてストレートを避よける、身体を半回転させつつ足あし払ばらいを放つ。攻防一体の動作を、デスドレッドデーモンは一瞬でしてみせた。

「うおあッ!?」

　ホワイトワーウルフはものの見事に足払いに引っかかり、顔面から地面に激げき突とつした。すぐさま身体を半回転させて起きあがろうとするが、デスドレッドデーモンに胸を踏ふまれ、動きを封ふうじられる。

「はい、おしまい」

　やや気の抜けた言葉とともに、デスドレッドデーモンは拳を真下に打ち下ろした。思わずホワイトワーウルフは身を硬かたくする──が、拳は人狼の鼻先で止まった。

「フフン。まだまだだな、エルバ君」

　デスドレッドデーモンは拳を引っ込めると、悪魔の虚体を解放した。消えゆく塵ちりの中から現れたのは、白はく髪はつの中年男性、クラヴリー・ガーディアンだった。

　彼の名を知らないブルティエール市民はいない、と言い切れるほど、クラヴリーは有名人だ。十年前、オーラン先住民虐ぎやく殺さつ事件の首しゆ謀ぼう者しやとして、またつい先日のデスドレッド島大量脱だつ走そう事件の首謀者として。指名手配を受けたまま、彼は東番外地に身を隠かくし、こっそりと活動を続けている。

　ホワイトワーウルフは、寝ね転ころがったままに悪魔を解放した。

「まったくだ。ああクソ」

　毒づいて、エルバ・ナイトロンドは地面を叩たたいた。

　テッキ以下、博物館職員が博物館を追い出されてから、既すでに三日が経過していた。

　三日前、自然史博物館は税務局実戦徴ちよう税ぜい係の襲しゆう撃げきを受けた。名目は、昨年度の税務申告漏もれによる追徴金の取り立てだった──が、それは言いがかりに過ぎない。その真の目的は、連邦議会議員サイクス・バルヒーヨによる博物館潰つぶしである。

　理り不ふ尽じんな攻撃に対し、エルバ達は全力を尽つくして戦い抜いた──が、所しよ詮せんは多勢に無勢、博物館からの撤てつ収しゆうを余よ儀ぎなくされた。結果、現在はブルティエール東部、東番外地への潜せん伏ぷくを強しいられていた。

　博物館を追い出された、という事実はエルバにとって大きなショックだった。博物館職員としては新参者であるが、しかしそれでも四ヶ月という時を過ごしてきた住処すみかである。その生活は、様々なトラブルや苦難もあったものの、総じて快適なものだった。

　毎日過ごす場所を守れなかった。それはひとえに己おのれの非力によるものである。そう悔くいたエルバは、ある日決心を固め、クラヴリーに頭を下げた。

「俺を鍛きたえて欲しいんだ」

　後こう悔かいだけではない。博物館を取り戻もどすための力を蓄たくわえなければならない、という思いがエルバを行動に駆かりたてていた。

「いいだろう。君はまずまず見込みがありそうだしな」

　クラヴリーはあっさりと承しよう諾だくした。クラヴリーは元軍人、最終的な階級は少しよう佐さだった。新兵を鍛え上げるのはお手のものである。かくして、二人の特訓は始まったのだった。

　主な鍛たん錬れん場じようは東番外地のさらに東、低木林地帯や人里離はなれた平野だった。エルバ達もクラヴリーも当局から追われる身、どうしても人目を避さけざるを得ない。この日も、日にち没ぼつ後の森の中で二人は組み打ちを繰くり返していた。

「さ、今日はこいつを使ってみようか」

　クラヴリーは、木に立てかけていた武器を手に取った。ハンマーと鉄球を鎖くさりでつないだ武器、ツインハンマーである。

　面めん食くらった顔でエルバはツインハンマーを受け取った。

「……これでどうすんだ」

「剣けん玉だまは知ってるかな」

「知ってる。エイジから聞いた」

　答えつつ、エルバは右手奥に視線を投げた。

　視線の先では、エイジ・タツミヤが倒とう木ぼくに腰こしを下ろし、鉈なたを片手に作業に没頭している。視線に気づくと、エイジはけだるそうに手を振ふり返した。

「なら話が早い」クラヴリーは言った。「これで、剣玉と同じことをしてみせろ」

「ああ、なるほど」

　エルバは悪魔を喚よび直そうとしたが、

「待て待て」クラヴリーは制止する。「素手でやるんだ」

「……マジか」

　そもそもツインハンマーは悪あく魔まの腕わん力りよくで振り回すことを前提として作られている。つまり、人間の腕力で扱あつかうには少々重すぎる。

「マジ。手っ取り早く強くなるためには、通常の方法じゃ間に合わないだろう」

「……そりゃそうだ」

　納なつ得とくして、エルバはまずハンマーを片手で持ち上げようとした。

「ぐううううッ」

　両手でも一苦労な代物しろものである、右みぎ腕うでだけで簡単に持ち上がるはずがなかった。それでもエルバは歯を食いしばり、どうにか地面と水平にハンマーを持ち上げる。

「のああああ」

　次は鉄球を持ち上げる番だ──が、ハンマーの維い持じに手て一いつ杯ぱいで左腕が伸のばせない。ブルブルと右腕は震ふるえ続け、少しでも動いたら折れそうだ。

　妙みような格好で固まり続けるエルバを見かね、クラヴリーが進み出た。

「やれやれ。手伝おう」

　おもむろに鉄球を持ち上げると、ハンマーの打撃面に無造作に落とす。

「ぎゃッ！」

　衝しよう撃げきとともに、エルバはハンマーを取り落とした。痺しびれが走り、右手を力一杯振りまくる。

「てめえ、いきなり何しやがる！」

　怒ど鳴なりつけるが、クラヴリーは涼すずしい顔である。

「この程度でビビりなさんな」

　ハンマーを拾い上げると、クラヴリーは片手で軽々と持ち上げた。空いた手で鉄球をこれまた軽々吊つり上げ、ハンマーの真上に放ほうり投げる。

「よ、っと」

　ハンマーをわずかに沈しずませて、ほとんど音もなく鉄球を受け止めた。

「うお。すげえ」

　思わず感かん嘆たんの声を上げるエルバ。

　鉄球を打ち上げては受け止める。クラヴリーは何度も繰り返した。時折ハンマーをくるりと回転させ、反対側の面で受け止めたりもする。しまいには鉄球を高く放り上げ、

「それよっ」

　ハンマー上部のトゲを真上に向けた。鉄球にはトゲをはめるための穴が開いている。落ちてきた鉄球は、トゲに綺き麗れいにはまった。

　呆ぼう然ぜんと見つめているエルバに、クラヴリーはハンマーを押しつけた。

「三日以内に、今のと同じことができるようになってみろ」

「正気で言ってるのか」エルバは言った。「人間業わざか、今の」

「自分の可能性を信じろ。なに、死ぬ気で訓練すればこの程度楽勝だって」

「本当に死ぬような気がするんだが」

　疑わしげに呟つぶやくエルバだったが、すぐに顔を引き締しめる。

「……ま、やるしかねえか。博物館を取り返すためだ、四の五の言っていられねえ」

「そうそう。はじめはハンマーの重量に慣れるところから始めるといい」

「慣れる、か。何か殴なぐるものがありゃいいんだが」

「フフ。実はエイジ君達に準備をさせていてね。おーい」

　クラヴリーはエイジに呼びかけた。

「はい。できてますよ……」

　言われて、エイジは杭くいを削けずる手を止めた。自分が作った杭を全すべて抱かかえ上げ、クラヴリー達のもとに持ってくる。

　眼鏡めがねをかけている彼の側頭部には角が生えている。ドースに住む少数民族、オーラン先住民特有のものである──が、他ほかのオーラン先住民に比しても彼の角は大きい。しかも、通常ならば左右一本ずつの二本角だが、エイジの場合は左右二本ずつの四本角である。彼はオーラン先住民のうちにまれに生まれる、「竜りゆう人じん」と呼ばれる存在だった。悪魔召しよ喚うかんに特化した身体からだへと、異形の進化を果たした者である。その特とく殊しゆ性故ゆえに、彼はバルヒーヨから追われている。

「何をしてんのかと思ったら、これを作ってたのか」

　杭を受け取り、エルバはじっくりと眺ながめる。長さは一メートルほど、先せん端たんを尖とがらせただけのシンプルなものだが、杭としての役割は十分に為なす。

「これをひたすら打ちこめってことか」

「そういうことだ」

　エルバの声に、クラヴリーは頷うなずく。

「しかし、これだけじゃ少ないんじゃねえか？」

　エイジの抱えている杭は、十数本ほどしかなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。リデルにも準備させている。ほら、見ろ」

　エイジが来た方向のさらに奥を指さすクラヴリー。

　ほどなくして、大量の杭を背負った大男が姿を現した。

「杭百本、お届けに上がりやしたぜ」

　大男、リデル・ハンターチャンスは背中から一本杭を引き抜ぬくと、ブンブンと振ふってみせた。

　彼はかつてクラヴリー・ガーディアン少しよう佐さの従じゆう僕ぼくを務めた男であり、今も忠実な部下としてクラヴリーに付き従っている。オーラン先住民に伝わる武術チキュウ空手の使い手であり、以前彼らと戦った時エルバ達は大いに苦しめられたものだ。

　軽い足取りでリデルは近づくと、背負しよい子こを下ろした。ロープで固定された杭の山は、たしかに百本くらいありそうだった。

「ありゃま。今年の夏は杭打ちに困らなくて済みそうだな」

　あきれ顔で、エルバは言った。が、今は鍛たん錬れんの時、来きたるべき逆ぎやく襲しゆうの時に備えて力を蓄たくわえる時だ。そのためなら、杭打ちだろうがなんだろうがどんと来い、だ。

　ハンマーを握にぎる手に、エルバは力を込めた。







「ちょっと意外ですねえ」

　洗せん濯たく物ものを紐ひもに吊つるしながら、サクラ・イシザワは言った。

「何がだ」

　カエデ・ニカイドウは濡ぬれて丸まったシャツを広げながら言い返す。

　二人のオーラン先住民少女は、東番外地のとある隠かくれ家がの裏手で、洗濯物干しに従事していた。ともに同郷、リの一族の出身であり、エイジと同じく虐ぎやく殺さつ事件の生き残り同士である。十年の間、異なる人生を歩いた末に再会した二人は今、ともに東番外地に隠れ住んでいた。

「その……」サクラが言葉を続ける。「カエデがこういう家事におとなしく従事するなんて、ちょっとイメージになかったですから」
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「失礼なことを」

　フッ、とカエデは鼻で笑う。

「たしかに、私は十年の間、一族の復ふく讐しゆうを果たすことだけを考えて生きてきた。だが、生きていくためには様々な些さ事じもこなさなきゃな。腹も減るし、服は汚よごれる。面めん倒どうでも、やらなければならないことだ」

「面倒なんて言いながら、カエデは結構楽しそうに家事をしているじゃないですか。そこが意外だ、と言ったんですよお」

「……そうか？」

　サクラの指し摘てきに意表をつかれ、カエデは一いつし瞬ゆん手を止めた。

「そうですよお。初めて再会した時のツンケンした感じが消えている、っていうか」

　しばらく考え込んだ後、

「……そうかもしれない」

　カエデは認めた。

「サクラやエイジと再会できたおかげだろう。人間、生きていればいいこともあるもんだ。それに、ちょっと不ふ謹きん慎しんな物言いだが、今の集団逃とう亡ぼう生活も意外に楽しいしな。……今、全部で何人だ？」

「えーと」サクラは指折り数える。「テッキ、エルバ君、クラヴリーさんにリデルさんにデイジーさんに、エイジさんにカエデに私。八人ですね」

「おかしな構成だが、それでもまあ、ちょっとした家族みたいなものだ。十年前に故郷を焼かれて以来、こんな大所帯の中に身を置くことはなかったからな……そのせいだろう」

　空を見上げて、カエデはしみじみと呟つぶやいた。

「おおっと。僕達のことも忘れないでもらおうか」

　不意の声に、サクラとカエデは振り向く。

　見れば、三柱の魔ま神じんが揃そろって、洗濯物を抱かかえて持ってきていた。

「八人と三柱。ほんと、大所帯だよね」

　と語ったのは、ルナ・ルガである。右目に眼帯をつけ、黒いジャケットのようなコートのようなものを羽織っている。その顔立ち、声、所作の全すべてが中性的で、見た目男性とも女性とも言い難がたい。

「こうして、我ら魔神が三柱も一いつ緒しよにいるというのも妙みような話でおじゃるがな」

　隣となりに立つ魔神、マロ・マロが呟く。オーラン先住民の貴族の服に身を包んだ彼の顔には目がなく、鼻もない。ただ赤い唇くちびるのみが白い顔に塗ぬられている。

「まあいいんじゃねえの？　俺は結構楽しんでるぜ。ゲハハハ」

　ルナの肩かたに乗る魔神ボル・ボルが下品な笑い声を立てる。彼のみは唯ゆい一いつ、人型ではなくタコ型の容姿をしている。胴どう体たいにあるのは巨きよ大だいな一つ目、そこから八本の触しよく手しゆが生えている、という姿だ。

「たしかにな」カエデが言う。「魔神とは、相打つが宿命の存在だというのに、こうして雁がん首くびを揃えているというのもおかしな話だ」

「ま、今までにもあったんだけどね」とルナ。「これまでの八眼デイアボリツク争覇パーテイでも、成り行き上魔神同士が一対一で同盟を組むことはあった。ただ、三柱揃うのは珍めずらしいね」

　そう聞いて、わずかにサクラの顔に影かげが差す。

「そう……魔神同士は、戦わなければならない宿命にあるんですよね。いつか、エルバとテッキとカエデとが、戦うことになってしまうんでしょうか……？」

「ん～、それはどうなんだろうな」

　軽い調子で答えたのはボルだった。

「そこは契けい約やく者しや次し第だいだぜ。俺達は、契約者の命じるままに戦う。ということは、契約者が命じない限り戦わないってわけだ。戦わなければ最後の一人が決まらねえから、八眼争覇は立ち消えになる。八眼争覇を止めたいっていうテッキの願いは、つまりそういうことだろ」

「八眼争覇を止めたい？　そんな願い、よくもまあ魔王が許したものだな」

　初耳だ、という風にカエデは軽く驚おどろく。

　す、とサクラは不安げな表情でカエデの顔をのぞき込んだ。

　カエデはわずかに黙だまり込んでから、答えた。

「……今は、十年来の仇きゆう敵てきを倒たおすことが先だ。あとのことは、あとで考える」

「でもカエデは、十年前の仇かたきを討うつために八眼争覇に参加したのでしょう？　仇討ちを果たしたら、エルバ君やテッキと争う理由はなくなりますよね？」

「まあ……そうなるのかもな」

　カエデは視線を逸そらした。

「ま、それはそれで構わねえけどな」とボル。「俺も、エルバとやりあうってのは気が引けるぜ。もちろん、命じられれば戦うけどな」

「ま、その辺は我ら魔神ごときにはどうにもならぬところでおじゃるよ。ホホ」

　口元だけをにいっと吊つり上げ、マロは笑う。

「カエデの言う通り、先のことは先のことさ」最後にルナがまとめた。「今は今できることをやるだけだよ。というわけで諸君、洗せん濯たく物ものを干したらどうかな」

　話にかまけすぎて、洗濯物を干す手が止まっていた。サクラとカエデは作業を再開した──やや不満足そうな、物足りなそうな顔つきをしながら。







　魔神。

　それは、かつてこの星を支配していた魔王のしもべである。

　普ふ通つうの悪魔は二枚の円盤レンズによって召しよ喚うかんされる──が、魔王は八枚の円盤を実体としていたという。そしてその一枚一枚が、魔神を喚よぶ力を持っていた。

　魔神は極きわめて人間に近い自じ我がを持ち、凡ぼん百びやくの悪魔をはるかにしのぐ力を振ふるう。魔王は彼らを従え、星の王として君臨していた──が、二百年前に起きた魔王戦争によって、王の座を人類に譲ゆずる羽目になった。八枚の円盤は新たに建設された都市ブルティエールに封ふう印いんされ、魔王は永き眠ねむりに就ついた──

　──とは、連れん邦ぽう中で語られるおとぎ話である。この言い伝え、魔王と魔神の存在が真実であると信じている人間は極めて少数だ。おそらくは過去にドースを支配していた暴君の伝説が、悪魔の存在と結びついてこのような話になったのだろう、という見方が大多数である。

　だが、真実なのだ──魔王の存在も、八柱の魔神も。

　封印から百年を閲けみした後──つまり今から百年前──魔王は目覚めた。その強大なる魔力は封印されたまま、ただその意思のみが覚かく醒せいしただけだが。魔王の思念は盲もう目もくの少女の姿を取り、ブラナ・ラ・モートと名乗って、本格的な復活のための策動を開始した。

　魔王もまた悪魔の一種であり、復活のためには召喚主──この場合は「依より代しろ」と表現した方がより適切だろう──を必要とする。依代は、厳正に選び出す必要があった。魔王の魔力に耐たえうる頑がん健けんな肉体、精神を持つ者を探し出す必要がある。しかし、その適合者をいかにして探し出すか？

　八眼争覇。それが、ブラナが思いついた適合者選定方法である。

　八人の候補者を選び出し、八枚の魔神の円盤をそれぞれに渡わたす。そして、八人を戦わせるのだ──八眼争覇に参加すれば願いを叶かなえてあげる、というエサを鼻先にぶら下げて。八人の候補者と八柱の魔ま神じんは相打ち、殺し合い──最後に生き残った者を依代とする。

　もっとも、ブラナはいまだに力無き思念体のままでいる。復活後百年の間に、幾いくたびか八眼争覇を開かい催さいしているにもかかわらず。そこは、ブラナ自身も語らない謎なぞの部分ではある。勝ち抜ぬいた奴やつが必ずしもブラナの好みに合うとは限らないからだろう、とエルバは推測している。

　エルバは、六年前に八眼争覇に参加して死んだ父、チェビアトの仇を討つという願いをかけて八眼争覇に参加、氷結の魔神ルナ・ルガと契約した。

　彼はこれまで、三人の契約者を倒した。剛ごう力りきの魔神アギ・アダと契約したコレル・バガテル、幻げん影えいの魔神ベル・ベムと契約したクルト・キングスリー、虚こ空くうの魔神ミナ・ミグと契約したクラヴリー・ガーディアンの三人を。

　三柱の魔神の打だ倒とうを、エルバは独力でのみやり遂とげたわけではない。これは、無形の魔神ボル・ボルと契約したアルテキア・バベルハイズとの同盟があってこそできた話である。

　本来契約者同士は殺し合う宿命にあるが、エルバとテッキには共通の目的があった──チェビアト・ナイトロンドの仇を討つ、という。チェビアトはかつて自然史博物館の職員として働いており、父ベルトランを西部内乱で失ったテッキにとっては、父同然の人物だった。故ゆえにエルバとテッキの二人は今年の春に出会って以来手を組み、協力関係を結んでいる。

　八眼争覇の戦いが進むに連れ、この協力関係はもう一人の契約者をも巻き込むこととなった。その名はカエデ・ニカイドウ、電光の魔神マロ・マロの契約者。エルバ達とカエデの間に共有する目的が生まれたからこそ、カエデはエルバ達との同行をよしとしたのだった。

　その共有目的とは、すなわち──獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの契約者、サイクス・バルヒーヨを打ち倒すこと。







「お久しぶり──というほどでもありませんかね。最後に会ったのは二週間前ですから」

　傲ごう岸がんな態度を保ちつつ、バルヒーヨは丁てい寧ねいな口調で言った。

「どういうつもりだ、若造が……」

　一方、藤ふじ棚だなの下の椅い子すに腰こし掛かけた老人は、悪意も露あらわに吐はき捨てた。

　老人の名はブロム・ドーマン。ドース連邦議会の多数を占しめる与よ党とう、国民連合に所属する連邦議員である。総そう督とく職への就任はなかったものの、与党の重じゆう鎮ちん、長老の一人として影えい響きよう力りよくを発揮する人物だ。

　そんな大物の自宅の庭に、同じく国民連合に所属する連邦議員サイクス・バルヒーヨは、数人の徒党を連れて乗り込んでいた。

「お願いをしに来たのですよ、ドーマン先生」

　いかにも元軍人らしい堂々たる体たい軀く、精せい悍かんながら己おのれを恃たのむことはなはだしい傲岸な顔立ち。その堂々たる態度をもって、バルヒーヨは政界を渡り歩いている。誰だれにも物もの怖おじすることのないその姿勢は、一いつ般ぱん市民からは大物の片へん鱗りんと見なされ、政界上層部の長老連からは不ふ遜そんと取られている。ともかく、バルヒーヨはあらゆる者の目を一手に集める存在だった。

　スーツの内側から、バルヒーヨは封ふう筒とうを一枚取り出した。

「この中に、あなたがマーレボルジュからの献けん金きんを受け取っていた証しよう拠こ書類があります」

　マーレボルジュとは、ブルティエールの裏社会を支配する犯罪組織である。その実態は中小規模の犯罪組織の集合体であり、裏社会の掟おきてを仕切るという性質をもった団体だ。

「こいつが世間に流出したら──ま、少なくとも、こんな立派な屋や敷しきには住めなくなるでしょうねえ。あなたが裏でマーレボルジュとつながっている、という噂うわさは公然の秘密みたいなものですからね」

　バルヒーヨは広い中庭を眺ながめ回した。ドーマンもそれに倣ならう。

　美しく整備され、一面に芝しば生ふが敷しき詰つめられた中庭には、男達が転がっていた。その数は二十人近く、誰も彼も半殺しの目にあって動けずにいる。ある者はうつぶせに、ある者は仰あお向むけに、ある者は植え込みに頭を突つっ込んで、気絶しているかうなり声を上げるかしている。

　これらの男どもは、ドーマン邸ていを守るガードマン達だった。

　ガードマン達は、ただ三名の少女達によって潰かい滅めつさせられたのだった。

「立派なお屋敷ですねえ。私もいつかはこんなおうちに住んでみたいですう」

「こんな巨きよ大だいな家、手入れが大変なだけだと思うがな。毎日芝しば刈かりと剪せん定ていばかりをし続ける生活は遠えん慮りよしたい」

　すぐ隣となりに立つ少女、ランコ・スーパーフォークが言う。彼女はポンチョを身にまとい、身体からだの線をほとんど隠かくしていた。

「ンなもん、メイドとか庭師を雇やとえばいいだろ。こんな屋敷に住む人間が、自分で庭の手入れとかしてたら恥はずかしいだろ」

　対照的に、ぴっちりとした衣い装しようで身体の線を露ろ骨こつに現しているのは、ツバキ・ナカムラである。二人に比して背ははるかに高く、筋肉の付き方はおおよそ女性とは思えないほどに逞たくましい。

　共通項こうとして、三人はともに頭部から角を生やし、眼鏡めがねをかけていた。彼女らは三人とも、オーラン先住民の末まつ裔えいだった。現在は連れん邦ぽう税務局実戦徴ちよう税ぜい課かに所属し、その実績から「税ぜい騎き士し」の職名を得ている。

「……要求はなんだ」

　苦虫をかみつぶした顔で、ドーマンはバルヒーヨに問うた。

「二つありまして。一つは、東番外地を完全封ふう鎖さするための手はずを整えて頂きたいのですよ。バリケードを築くための資材を搬はん入にゆうして、いざという時に東番外地への出入りを禁止できるように。俺も軍警察の全すべてを動かせるというわけではないんで、ドーマン先生にお願いしたい。そしてもう一つは──」

「もう一つは、なんだ」

「アンテノラ」

　ぽつり、とバルヒーヨはマーレボルジュのボスの名を呟つぶやいた。

「これから遠くない日に、東番外地に災さい厄やくが起きます。バリケードの話は、その災厄を東番外地の外に広げないためでしてね。その際、あの男に邪じや魔まされないようにして欲しいのです」

「……どういう意味だ」

「意味？」バルヒーヨは顎あごをもたげた。「あなたに意味を問う権利があるとお思いですか？」

　封筒をスーツにしまい、上からぽんぽんと叩たたいてみせる。

「作戦決行に際し、あの男の存在は、不確定要素になりうる。彼はなんと言っても東番外地の王ですからね。だから、動向を逐ちく一いち伝えて欲しいのですよ。いざとなったら、身み柄がらを拘こう束そくする必要があるかもしれない。そういうことが頼たのめるのは、ドーマン先生だけだと思いまして」

　無言で、ただひたすらにドーマンはバルヒーヨを睨にらみつけた。

　が、その険しい視線を、バルヒーヨはむしろ笑え顔がおで受け止めた。目の前の老人には、せいぜい睨むより反はん抗こうする手段がない──バルヒーヨはそう悟さとっている。

「このようなことをして、あとでどうなるかわかっているのか」

「今は何を言っても負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえませんよ、先生」

「マーレボルジュを根絶することができる、などと本気で思っているのか」

「本気ですとも」

　両手を軽く広げ、バルヒーヨは言い切った。

「犯罪者の団体など、この世に存在していいわけがない。どれだけのブルティエール市民がマーレボルジュの影かげにおびえているか、先生は考えたことがおありですか？　市民は私の行動を支持するでしょう──デスドレッド島の囚しゆう人じん達が大量脱だつ走そうした時みたいにね」

　つい一月ほど前、はるか南海に浮うかぶ流る刑けい島、デスドレッド島から囚人が大量脱走してブルティエールに乗り込んでくる、という事件が起きた。その際、事態を重く見た軍警察はすぐさま対策班を設置し、脱走犯に多額の懸けん賞しよう金きんをかけるという施し策さくを講じた。この行動は市民の支持を得、時間をおかずに脱走犯のうちほぼ半分を再逮たい捕ほするという結果を生んだ。

　これらを指示したのは、バルヒーヨその人である。その裏には「脱走の首しゆ謀ぼう者しや、クラヴリー・ガーディアンを捕つかまえる」という真の目的があったわけだが、それとは別に、犯罪者に対する断固たる態度を見せつけ、人気取りにも利用したのである。

「ムウ……」

　腰こしを下ろしたまま、ドーマンは動こうとしない。状じよう況きようはわかっているが、プライドがバルヒーヨに屈くつすることを拒こばんでいるという風である。

「まったく、めんどくさいねえ」

　不意に、横手から声が飛んでくる。

　ドーマンは首を巡めぐらせ、そこに女海かい賊ぞくの姿を見み出いだした。

　右目に眼帯をつけ、いかにも海賊めいた帽ぼう子しを被かぶり、腰にはサーベルやらカタナやら、複数の剣けんを下げている。

「あんたが頷うなずいてくれりゃ、それで済むんだ」

　女海賊は腰のサーベルを抜ぬくと、早足に近づいてきた。

「それで、ネアさん達も帰れる。さっさと承しよう諾だくしてくれないかねえ」

　ひょい、とサーベルを振ふり、ドーマンの鼻先でぴたりと止める。

　さすがのドーマンも、これには目を剝むいた。

　ぴたりと止まった切っ先に、突とつ然ぜん青い炎ほのおが灯ともったのである。

「さもないと、ネアさん、あんたを焼いちゃうよ」

　そう言って、女海賊──獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアはにたりと笑った。

　恐きよう怖ふの色を、ドーマンは閃ひらめかせた。が、すぐにそれと気づくと顔を伏ふせ、早口に答えた。

「話を吞のまないとは言っていない」

「ならば、結構」

　バルヒーヨはネアに目配せした。ネアは一歩退き、炎を消して、サーベルを鞘さやに収める。

「詳くわしいことは追って説明しますよ。……それにしても、我々の訪問を素す直なおに受けておけば、こんなことにはならなかったのに」

　すぐ足あし下もとに倒たおれているガードマンの手首を、バルヒーヨは軽く蹴け飛とばした。ガードマンは完全に気絶しているらしく、蹴飛ばされてもなんの反応も見せない。

「それでは、お騒さわがせしました」

　頭を下げて、バルヒーヨは踵きびすを返す。それを見て三人の税騎士達、ネアもバルヒーヨに続く。

　ドーマンは、彼らの背中をただ黙だまって見送るしかなかった。そこにいるのは政界の重じゆう鎮ちんでもなんでもない、ただの非力な一人の老人だった。

「しかし……」

　立ち去ろうとする途と中ちゆう、ランコがバルヒーヨに身を寄せた。

「あの男の違い法ほうを放置するのか？　個人的には納なつ得とくいかないが」

　普ふ段だん通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、バルヒーヨに問いかける。

「なに、取引を履り行こうしてくれるまでの話よ。作戦が無事終しゆう了りようした後は、こいつの写しを各新聞社に送りつけてやる。あいつは政界から追い出さねばならない老害だ」

　小さい声で答えつつ、バルヒーヨは封ふう筒とうをスーツの上から叩いた。

「ただ、作戦決行のためには、一番大事な鍵かぎが欠けているよなあ」

　後方で、ツバキが他ひ人と事ごとのように言う。正しい指し摘てきであるだけに、バルヒーヨの表情はやや曇くもった。

「エイジ・タツミヤ……。たしかに、被ひ検けん体たい第五号を奪だつ回かいせんことには、話にならん。諸君らは、引き続き捜そう索さくを続けてくれ」

「は～い」ホタルが挙手した。「被検体第五号の取り巻き連中は、八やつ裂ざきにしても構わないですかあ？」

「全然構わない。魔ま神じんに手を出すとえらい目に遭あうだろうが、その他ほかの連中なら自由にやってくれ。八つ裂きだろうが解体だろうが、自由にね」

「魔神が出てきたら、ネアさんを呼んでくれよ。魔神に対たい抗こうできるのは魔神だけだからさあ」

　ネアは税ぜい騎き士し達に呼びかけた。

「わかってる」ツバキが答える。「博物館前での戦いで、奴やつらが伝説に謳うたわれる存在であることはよく理解できた。素直にあんたに任せるよ」

「それでいい。魔神を打ち倒すことは俺の義務だ。俺はこの道を避さけて通るつもりはない」

　宣言すると、バルヒーヨはポケットから一枚の円盤レンズを取り出した。白く鈍にぶい光を放つ円盤である。これは先日、バベルハイズ自然史博物館を「接収」した際、入手したものだった。

「ネアと、この『しろがねの悪あく竜りゆう』が、俺を宇宙大将軍の座へと押し上げてくれるさ」

　この世の支配者を志す男の笑い声は、高い曇どん天てんの空へと溶とけていった。







「また、空を眺ながめてるのか？」

　隠かくれ家がのすぐそば、積まれた瓦が礫れきの上に腰こし掛かけているエイジに、エルバは声をかけた。

「まあね……」

　エルバの声に、エイジはすっと視線を地上に降ろしたが、すぐに天を振り仰あおいだ。

　ここしばらく、ブルティエールは天候不順が続いていた。大雨が降るわけでもないが、空気は常にじとっとしており、たまに晴れ間が覗のぞくとしても、数時間でまた雲に覆おおわれる、という調子。夜空に星が輝かがやくことはほとんどなかった。

　だが、エイジは必死に、夜空に星を見出そうとしていた。

「よく考えてみれば……」エイジは呟つぶやく。「毎年、この時季のブルティエールの天気はこんな調子だものね。そのことを覚えてさえいたら、脱だつ走そうのタイミングをずらしたのに」

　エイジは約三年の間、ブルティエール某ぼう所しよの地下研究所に囚とらわれていたという。そこで行われていた研究は、竜人の能力をつまびらかにすること。エイジは長らく様々な実験を受けていたとか──さながら、モルモットのごとく。

　希望を失い、ただ実験を受けるがままの人形となっていたエイジだったが、ある日脱走を決意した──昔見た星空を、死ぬ前に一度でいいから見たい、という思いに駆かりたてられて。研究所の追っ手に追われている最中さなか、偶ぐう然ぜん通りがかったエルバとサクラに助けられて博物館の世話になり、博物館が陥かん落らくした今はエルバ達とともに東番外地の隠れ家に隠れている、というわけである。

　偶然に博物館の面々と出会ったエイジではあるが、いまや彼は博物館が抱かかえるトラブルの渦か中ちゆうの人物だ。バルヒーヨは、博物館にしまわれていたしろがねの悪竜の円盤を強ごう奪だつした──そして、しろがねの悪竜を召しよ喚うかんできるのは「竜人」の血を引くエイジただ一人なのである。

　十年前、オーラン人リの一族を殲せん滅めつしたしろがねの悪竜を、バルヒーヨは復活させようとしている。悪竜を復活させることによって、バルヒーヨが何をなそうとしているのかはわからない──が、一度復活が果たされれば、オーラン先住民虐ぎやく殺さつに匹ひつ敵てきする──あるいはそれを凌しのぐ殺さつ戮りく劇の幕が開くだろうことは想像に難かたくない。

　エイジの身み柄がらを、守らなくてはならない。それはエルバやテッキにとって、八眼デイアボリツク争覇パーテイに匹敵する至上命題だった。

「まあ……」

　エルバはエイジの隣となりに並び、空を見上げた。

「一つ言っておくと、ここの星空は西部みたいに綺き麗れいじゃねえぜ」

「……どういうことだい」

　エイジはエルバを見つめた。

「この通り、連れん邦ぽう首都は夜中でも結構明るい」

　エルバは西方、すなわちブルティエールの中心方向を顎あごで示す。日にち没ぼつ後ご数時間経たっているのに、都市の明かりはいまだに衰おとろえる様子がない。完全な闇やみに包まれるには、もう数時間かかることだろう。

「地上の光が空の光をかき消すみたいだ。ここで、昔の記き憶おくみたいな満天の星を見るのは難しいだろうよ」

「……そうなのか。そうかもね」

　あきらめ顔になって、エイジは腰を上げたが──

「だったら、西部に帰ればいいでありますよ」

　デイジーの声がいきなり割り込んできた。

　振ふり向くと、洗せん濯たくカゴを抱えたデイジーがすぐそばに立っていた。

「洗濯物であります」

「あ、こりゃどうも」

　エルバはカゴを受け取る。エルバ達は分散して二、三人ずつ別々の隠れ家に潜せん伏ぷくしているのだが、食事や洗濯などの家事類はひとまとめに行っていた。

「実際のところ──」デイジーは切り出す。「エイジ君は、ブルティエールを離はなれた方がいいのではありませんか？」

　問いかけに、エルバはエイジの様子をうかがった。

　たしかに、それは一つの手である。現段階において、エイジは悪竜の依より代しろとなる適性がある唯ゆい一いつの人間だ。逆に言えば、エイジさえいなければ悪竜は決して復活しないということだ。

　だが──

「無理ですよ……。こんな頭です。ブルティエールから出ようとしたら、すぐに軍警察に捕つかまってしまいます」

　エイジは笑いながら、自分の角を撫なでた。ブルティエールにおいてはそもそもオーラン先住民の姿自体が珍めずらしく、その中でもエイジはひときわ大きな角を持つ。これを隠して移動するのは、なかなかの難事である。

　そう答えられると、デイジーとしても黙だまるしかなかった。彼女はつい先日まで軍警察の一員だった身だ、軍警察の捜そう査さ能力はよく理解している。むろん万ばん能のうではあり得ないが、しかしなめてかかることはできない。

「それにこうなった以上、僕一人が安全な場所でのうのうとしているわけにはいきませんよ。バルヒーヨが憎にくいのは、クラヴリーさんやカエデだけじゃない……」

　わずかに、エイジの声に怒いかりの熱がこもる。普ふ段だんは穏おだやかな彼だけに、少しでも感情的になると迫はく力りよくが人一倍増す。

「あの男のせいで、僕は三年もの間地下に閉じこめられたんです。それに閉じこめられたのは僕だけじゃない……」

「……というと」

　エルバは聞き返した。そのことは初耳だった。

「僕は、被ひ検けん体たい第五号と呼ばれていた」努めて無表情にエイジは語る。「つまり、一号から四号までがいるってことさ」

「たしかに、そうでありますね」

　デイジーが納なつ得とくして頷うなずく。

「知っている限り、研究所には七号までいた。彼らは竜りゆう人じんじゃないし、オーラン人でもないけど、僕みたいな実験台にされて日夜苦しんでいる。できることなら、彼らを救いたい……」

　うつむいていたエイジは、きっとデイジーを見つめた──両目に強い意志をたたえて。

「だから、一人だけ逃にげるわけにはいかないんです」

「……そうでありますか」

　笑え顔がおを浮うかべて、デイジーは頷き返した。

「そこまで覚かく悟ごを決めているのならば、私には何も言えないでありますよ」

「もちろん、僕が運悪くバルヒーヨ方に捕まってしまう可能性はあります」

　一方、エイジは真しん剣けんな表情を崩くずそうとしない。

「もし、僕を奪だつ還かんできる望みがなくなったその時は、どうか僕を殺して下さい」

「またそれか」エルバが顔をしかめる。「ほんとにおまえは死にたがりだな」

「いや……しろがねの悪竜が復活してしまえば、あまたの人死にが出る。でも、僕を殺しさえすれば、死者は一人で済む……」

「黙れよ」

　切々と語るエイジに、エルバは無造作に割り込んだ。

「そういう単純な算数で割り切れるもんじゃねえぜ、人の生き死にってのは。おまえは俺達が死なせねー。それはテッキやサクラもそう思っている」

「そうでありますな」デイジーも同調する。「知り合いの横死だなんて、考えたくもないでありますよ」

　長いことエイジは難しい顔をしていたが、やがて息を吐はき出すと、力を抜ぬいた。

「……ま、いざという時の話です……。もちろん、死にたくはありませんよ。新たな目的もできましたしね」

「新たな目的？」

　聞き返すデイジーに、エイジは小さく笑った。

「デイジーさんが教えてくれたじゃないですか……。西部に帰って星空を見る、って」

　もう一度曇くもった夜空を見上げ、目を閉じる。

「今の状じよう況きように片が付いたら、一度故郷に戻もどってみるのもいい。何もないでしょうけど、でも星空だけは十年前と変わらないはずだ……」

「それはいい」エルバはポンと手を叩たたいた。「なら一いつ緒しよに行こうぜ。ついこの間行ってきて、知り合いもできたしな」

「知り合い？」

「ああ。リの一族とは無む縁えんなのに、善意からあの場所に住み着いて墓はか守もり役を買って出ている二人組がいるんだ」

「……へえ。奇き特とくな人もいるもんだね」

「うん。かなり奇特な二人組だった」

　リの一族の廃はい墟きよで出会った二人組のことを思い出しながら、エルバはしみじみと頷いた。

「……仲間がいる、ってのはいいものだね」

　唐とう突とつに、エイジは言った。

「味方がいる、ということがどれだけ心強いか、この三年間ずっと忘れていたよ。今はとても心が落ち着いている」

　満足そうに、自分の胸をなで下ろす。

「そうそう。仲間というものは、大事にすべきでありますよ……」

　デイジーが言う──と、エルバとエイジは同時にデイジーを見つめた。というのも、デイジーの言葉に突然暗いものが入り交じったからである。

　二人の不ふ審しんの視線を受け止めて、デイジーは説明した。
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「あー……いえ、私はついこの間、仲間と呼べる人の信しん頼らいを裏切ったばかりでありますので」

「……軍警察の話ですか」

　エイジが確かく認にんすると、デイジーは頷いた。

「あんたの場合は、仕方ないだろ。信念を貫つらぬいた結果、って奴やつじゃないのか。『仲間と呼べる人』ってのが誰だれかは知らないが」

　エルバがフォローを入れる。

　デイジーはつい先日まで軍警察に所属していたが、十年前にはクラヴリーの従じゆう僕ぼくとして彼に付き従っていた。特にデイジーの場合、ガーディアン夫妻は親代わりであったという。十年後、クラヴリーは脱だつ獄ごく囚しゆう、デイジーはそれを取り締しまる警察官、という立場となった時、デイジーはクラヴリーへの情報提供者となる道を選んだ。もちろんそれは、軍警察に対する重大な背信行こう為いである──恩人への信義を貫いた、ということでもあるにせよ。

「そうではありますが──人の信頼を裏切るというのは、気分のいいものではありませんよ」

　デイジーは夜空を見上げ、そして「仲間と呼べる人」のことを思い出した──ジョナサン・フィールディングを。







　数日前、ブルティエールの中流住宅街の一角にて、奇きみ妙ような殺人事件が発生した。

　現場は軍警察所属、ジョナサン・フィールディングの自宅。若き世帯主ジョナサンとその妹ヘンリエッタ、弟トーマの三人暮らしという家庭だったが、ある日の朝、隣りん人じんが不審に思って家の中へ踏ふみ込んだところ、ヘンリエッタとトーマが殺されているのを発見した。

　家の中が荒あらされている様子はなく、犯人の目的は金銭ではなかったことがうかがえる──が、奇妙なのはそれだけではなかった。

　フィールディング自身が行方ゆくえ不明になっているのだ。

　軍警察は一時フィールディングの犯行を疑ったが、それはすぐに晴れた。というのも、二人の子供が殺されたであろう時間帯、フィールディングがとある現場で活動していた姿を何人もの人間が目もく撃げきしていた。その日の晩、たまたまデスドレッド島脱獄囚が立てこもり事件を起こしており、そこにフィールディングは駆かり出されていたのである。

　つまり、フィールディングは──おそらく妹達の死体を発見した後──失しつ踪そうしたらしい。

　その行動をいかに解したものか、捜そう査さ班は判断に窮きゆうした。妹弟のむごたらしい死に衝しよう撃げきを受け、思わず姿を消した──というのも妙な話である。むしろフィールディングであれば、さすがに一時は心が折れるだろうが、家族を殺した者──あるいは者達──に法の裁きを受けさせるべく積極的な活動を開始するはず、というのが彼を知る者達の総合意見だった。

　ともかく、軍警察は捜査を続けている。が、証しよう拠こは乏とぼしく、目撃情報も少ないため、犯人逮たい捕ほまでの道のりはかなり遠いだろう、というのが大方の見方だった。

　一部の軍警察関係者に至っては、犯人は絶対に捕つかまらないだろうと言い切る者もいた。軍警察内には総そう督とく府ふ上層部の息がかかった暗殺班があり、フィールディングは再三班に逆らうようなことをやってきた。今回の件はきっと班が見せしめにやったのであって、フィールディングはそれにビビって逃にげ出したんだ──と。

　真実は、そのどちらでもなかった。




　その日、マークル警部補は早めに勤めを切り上げると、同どう僚りようとともにバーに飲みに行った。酒しゆ宴えんの席は盛り上がり、楽しい時間はあっという間に過ぎて、気がつけば深夜近い時間になっていた。

　彼自身は翌日休みだったが、他ほかの面々は明日も仕事がある。というわけで飲み会はおひらきとなり、マークルは単身帰き途とについた。その途上、路地裏を歩いている時だった。

　かちん、かちんという金属音を耳にしたのは。

　行く道を塞ふさぐ人ひと影かげがあった。本能的に避さけて通ろうとした──が、片手をポケットにしまった人影はすっと動くと、マークルの進路に立ちはだかる。

「どけよ。それともあんた、俺を二次会に連れて行こうってのか？」

　気が大きくなっていたこともあり、マークルは大笑いした。が、次の瞬しゆん間かん、彼の酔よいは吹ふき飛んだ。

　目の前の男が、底冷えのするような視線をマークルに向けたのである。

　なにかおかしい──マークルがそう思った瞬間には、彼は襟えり首くびを捕まれ、路地裏の壁かべに押さえ込まれていた。

「久しぶりだな……マークル」

　低い声で男は呟つぶやき、マークルの目をのぞき込んだ。

　こいつ、俺を知っているのか──とマークルは脳をフル回転させ、ついに該がい当とうする人物を思い出した。

「フィールディング！　おまえ、フィールディングか……！」

　親しいというほどでもないが、先のデスドレッド島脱走事件の際にはたびたび捜査協力を行っている。知らないことはないという程度だ──が、かつて制服を着ていた男と今目の前にいる男とは、印象がまるで別人だった。

　やや丈たけの長いカーキ色のシャツを羽織っている。無む頓とん着ちやくな着こなしは、制服を着ている時のぴっちりとした感じとは正反対だ。その辺も別人めいているが、一番印象が異なるのは、その目だ。

　死んだような目に、暗い怒いかりの輝かがやきが灯ともっていた。

「何の用だ！　久しぶりに会ったってのに、ずいぶんな挨あい拶さつじゃねえか……！」

　マークルは腕うでを振ふり払はらおうとする。しかし、フィールディングの腕にこもる力は異常で、どんなに努力してもびくともしない。

「答えろ……」フィールディングは声を絞しぼり出した。「ヘンリエッタとトーマを殺したのは貴様か……？」

「うるせえ！」

　やけになって、マークルはフィールディングを殴なぐろうとした。フィールディングはすっと手を離はなして身を引き、避よける。

　やっと自由になったマークルは、押さえ込まれていた喉のど元もとあたりを撫なでた。咳せき込みながら、言い返す。

「一体何の話だ！　突とつ然ぜんよお！」

「知らないとは言わせない……」

　ゆらり、とフィールディングは身を揺ゆらした。

「暗殺班の一員なら、知っているはずだ……俺の身に何が起きたか」
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　マークルは黙だまり込んだ。彼もまた、バルヒーヨの息がかかった暗殺班の一人だったからだ。

　そして当然、マークルはフィールディングの身に何が起きたか知っていた。

「ま……まあ、落ち着けよ。そもそも、おまえの家族を殺したのは俺じゃねえぜ……」

　とりあえず、フィールディングを落ち着かせようと試みる。

　酔った頭でも、事態は十二分に理解できた。フィールディングは、家族を殺した相手を捜さがし出し、復ふく讐しゆうしようとしているのだ。暗殺班が動いたものとあたりをつけて、片かたっ端ぱしから聞いて回ろうとしているのだろう。

　そして、最初に見つかったのが俺ってわけか──マークルは己おのれの不運を嘆なげいた。フィールディングは見るからに正気を失っている。何をしでかすかわかったものではない。復讐を断行するという覚かく悟ごを決めているのなら、他者を傷つけることなど厭いとうまい。となれば、適当になだめすかしてフィールディングを落ち着かせ──

　やられる前にやるしかない。

　今、悪あく魔まの円盤レンズは胸ポケットの中にしまってある。どうにか装着できればいいんだが──とマークルはフィールディングの隙すきをうかがった。

「本当か？」フィールディングは問い返す。「ならばあの日の晩、おまえはどこにいた」

「あの日の晩は遅おそ番ばんで、二十三区の交番に詰つめてたぜ。なんなら、同僚を連れてきてもいいぜ」

　それは本当のことだった。マークルは堂々と主張する。

　その言葉にこもった真実の響ひびきは、フィールディングにも届いた。マークルを睨にらみつけたまま、黙って考え込む。

　マークルもまたフィールディングの様子を、目を皿にして見守る。と、フィールディングの後方に一匹ぴきの猫ねこがいるのを発見した。猫は山と積まれたゴミ袋ぶくろの一番下を何度も繰くり返し引っかいている。ゴミ袋の山は不安定で、今にも崩くずれ落ちそうだった。

　そこだ猫、ゴミの山を引っくり返してフィールディングの注意を惹ひくんだ──とマークルは内心で祈いのった。

　ほどなくして、祈りは天に届いた。

　猫の爪つめが袋に引っかかる。猫が引っ張ると、ゴミ袋は盛せい大だいに雪崩なだれを起こした。猫はフギャーと悲鳴を上げ、どうにか雪崩から逃にげ延びる。

　背後での鳴き声に、フィールディングは本能的に振り向いた。

　今だ！

　マークルは素す早ばやくポケットに手を突つっ込み、円盤を取り出そうとした──

　が。

　それより早く、フィールディングのポケットにしまわれていた手が飛び出していた。

「……んがあッ!?」

　突然の激痛に、マークルは目を剝むいた。

　激痛のもとは、自分の右手だ。

　右手の小指が、ペンチに挟はさまれていた。

　そしてそのペンチは、フィールディングが握にぎっている。

「……何をしようとした？」

　フィールディングはペンチをねじり上げる。

「あだだだだ!?」

　抵てい抗こうすることもできず、マークルは腕ごとねじり上げられた。必然的に、フィールディングに脇わき腹ばらを晒さらす格好となる。

　フィールディングは空いた手で拳こぶしを固め、マークルの脇腹にパンチを叩たたき込んだ。

「ぬあッ」

　急所を思い切りつかれ、マークルは身体からだを折った。小指はペンチから滑すべり抜ぬけたが、あまりの痛みにその場にしゃがみ込む。

　すかさずフィールディングはマークルを蹴け飛とばした。マークルが仰あお向むけに倒たおれると、素早く胸むな板いたを踏ふんづける。

　真上からマークルを見下ろして、フィールディングは彼の喉元にペンチをつきつけた。

「おまえがやったのではないってことは信じてやる。……だったら、誰だれがやったんだ」

　ぐりぐりとペンチの先を喉に押しつける。それは何の変へん哲てつもない、金属製のペンチだ──だがそれだけに、皮ひ膚ふをつまんで引き裂さく程度はお手の物だろう。肝きもが縮み上がるのを、マークルは感じた。

「知らねえよ！　殺しの話、俺は受けてすらいねえって！」

　犯人を知っていれば喜んでしゃべるところだったが、非常に残念なことに、マークルはまったく知らなかった。

「……だったら、誰に聞けばいいと思う？」

　射るような目で、フィールディングは問いかける。

「あ……ああ……あの人はどうだ？　ブレイナン警部は。あの人が軍警察内の元もと締じめみたいなもんだから、あの人なら知ってるんじゃないか？」

　フィールディングは黙だまったまま、その姿勢を保ち続ける。

　マークルはただ待つしかなかった──これがまな板の上の鯉こいの気持ちか、と思いつつ。

　永えい劫ごうかとも思える時間が過ぎた後、──

　フィールディングは、ペンチを押しつける力をわずかに弱めた。

「ブレイナン警部か……。たしかに、あの人なら知っていそうだな」

　納なつ得とくしたような声に、マークルは表情をゆるめる。

「だろ!?　だったら、さっさとブレイナン警部のところに行った方がいいって！」

「たしかに……。助言感謝する」

　フィールディングはもう一度マークルの目をのぞき込んだ。

「ただ、後始末はさせてもらう」

　その発言は短く、具体性に乏とぼしいものだった。が、文脈、そしてフィールディングの態度から、真の意味をマークルは正確に読み取った。

「ちょ……冗じよう談だんだろ!?　今あったことは全部忘れるぜ!?　俺が、速そつ攻こうで警部にチクるような不義理な男に見えるか!?」

「そんなことは関係ない」

　無感情にフィールディングは言い切り、もう一度マークルの喉のどを押さえ込んだ。

「ま……待て！　おまえ、警察官だろ!?　法の正義を信じる者が、人殺しなんてしていいと思ってんのか!?」

　自分のことも忘れ、マークルは死にものぐるいで説得しようとする。

　だが、その言葉は火に油を注ぐようなものだった。ほとんど無表情だったフィールディングの顔が、怒いかりで歪ゆがむ。

「俺は、法の正義というものを信じたせいで、妹達を殺された。今後、二度と信じることはないだろうよ──そんな、クソくだらないものは」

　フィールディングはペンチを持つ手を大きく振ふり上げると、一いち撃げきでマークルの喉仏を叩き潰つぶした。

　マークルはかっと目を剝き──すぐに両手を地に落とした。

　フィールディングは身を起こすと、つまらなそうにペンチをかちんと鳴らした。ポケットの中にしまい直し、マークルに背を向け、路地の闇やみの中へと消えていく。
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「はいどうも、所長さん」

　極きわめてぞんざいな口調で、ボンダーマンはフォングに挨あい拶さつした。

　ボンダーマンの隣となりに立つスパーキンは、室内を見み渡わたした。

「随ずい分ぶん散らかってますねえ。追い出されるとなると、これらを全部片づけなきゃならないんじゃないですか」

　研究所長室の現状を簡潔に言い表すならば、「混こん沌とん」──その一語がふさわしい。書類、ファイル、筆記用具、その他あらゆる雑多な物が、部屋の床ゆかも壁かべも埋うめ尽つくしてしまっていた。とても一日やそこらで巻き起こせるカオスではない。

　そして現在、部屋の主であるフォング所長は、とうてい平静とは言えない精神状態にあった。

「うるさい！　私は意地でもここに残るぞ！　誰だれにもこの部屋を明け渡すものかッ」

　と言い切るフォングは、大きなクマのできた両目にギラギラとした光をたたえていた。髪かみはぼさぼさ、服はここ一週間ほど着続けている。

　全すべては十日ほど前、研究所から脱だつ走そう者を出したことに端たんを発する。逃にげ出したのは被ひ検けん体たい第五号と呼んでいた少年。ただ一人の脱走であったにもかかわらず、研究所の警備員達はあらかた叩たたきのめされ、逃とう走そうを許してしまった。

　大失態だった。第五号は、研究所のもっとも有力なパトロン、バルヒーヨから大きな期待を寄せられていた被検体である。出資者の機き嫌げんを損そこねて、いいことなどあるはずがない。

「いやいや、これは困ったものだ──」

　つい数日前、フォングはバルヒーヨ本人の訪問を受けていた。フォングは、ただ事実のみを正直に報告した。どのように言いつくろっても事実は覆くつがえしようがないし、それよりも「『本気を出した竜りゆう人じん』は台風のようなものであり、我々は黙だまって風雨に耐たえるしかなかった」という調子で自己弁護した方が、まだしも望みがあるかと思えたからだ。

　報告を聞き終えた後、バルヒーヨは怒おころうとはしなかった。むしろ同情的な表情を浮うかべ、こう言ったのである。

「覚えておられますよね？　女子学生に手を出して大学をクビになったあなたに、救いの手を差し伸のべたのは誰だったか？」

「……言われるまでもありません」

　ただひたすらに低姿勢に、フォングは答える。するとバルヒーヨは頷うなずいて、

「でしたら、何をすべきかはわかっているでしょう。それとも博士、あなたはデスドレッド島の開かい拓たくをやってみたいですか？」

　フォングの肩かたをやさしく叩いたのだった。

　被検体第五号を取り戻もどさない限り、研究者としての明日はない。そう迫せまられては、よほどの大物でもない限り平常心は保てない。

　そして、フォングは大物ではなかった。その結果が、今の彼のありようというわけである。

「それより、おまえらは何をしにきたんだ」

　二人の私服警官に対し、フォングは早口で問いかけた。

「バルヒーヨ先生からの使いでしてね」スパーキンが答えた。「何か、協力できることがあれば手を貸すから、話を聞いてこい、とのことで。一方、博士がもうどうしようもないようであれば、博士を無理矢理引きずり出してビスク湾わんに沈しずめてこい──とも言われましたが」

「いやいやいやいや」フォングは全力で否定した。「私はやる気満々だ！　私は所長の座をがっちり守り抜ぬいてみせるぞ」

「やる気があるなら、結構」ボンダーマンが言う。「だが、被検体第五号をとっ捕つかまえる具体的な方法はあるのかよ」

　被検体第五号は東番外地に潜せん伏ぷくしている──という噂うわさを頼たよりに、フォングは研究所の警備員達を東番外地捜そう索さくに割さいていた。だが、今のところ第五号が捕まったという報告は上がっていない。

「フン！」フォングは鼻を鳴らす。「おまえらこそ、東番外地のパトロールを強化するという名目で警察官をたくさん出しているのに、やっぱり見つからないそうではないか」

「それを言われると、痛いですねえ」

　ニヤニヤとスパーキンは笑えみを浮かべた。

「だからこそ、手を取り合って第五号をいぶり出す方法を考えよう、と言うのですよ。我々がいがみあっても意味がない」

「そうだぜ」ボンダーマンも肩を揺ゆらした。「俺達だって、こう見えても人の子だ。いやがる人間の頭を水面下に突つっ込んで息が止まるまで押さえつけるってのは、あまり気持ちのいいもんじゃないぜ」

「…………」

　フォングは黙り込んだ。巨きよ漢かんのボンダーマンはむろんのこと、瘦そう身しんのスパーキンでさえ、フォングを押さえ込むのは楽勝だろう。なにしろフォングはここ十年ほど、実験器具より重い物を持ち上げたことがないのだ。

「しかし、第五号を捕まえる手段など……どうすればいいのだ」

　長らく考え続けて来た疑問を、フォングは改めて口にした。

「まあ、そこだわな」とボンダーマン。「……例えば、悪あく魔ま狩がりだったら、木の下にエサを置いて、寄ってきた悪魔をとっ捕まえる、って手があるよなあ」

「被検体第五号を誘おびき出すエサはないのですか」

　スパーキンが問う。

「奴やつの好きな食い物なんて知るものか。ここでは生きていくのに必要最低限な食物しか与あたえていない」

「別に食い物じゃなくてもいい」ボンダーマンは自分の首を撫なでた。「というか、街ん中に食い物をゴロンと転がすわけにもいかねえだろうが」

「つまりこう……何かないですか。被検体第五号が思わず顔を出さざるを得ない、何かが」

「そんなこと言われても、──」

　スパーキンに反論しようとしたフォングだったが、不意に言葉を止めた。その表情が、脳内で必死に計算する科学者のものになる。

「──そうだ。いいことを思いついたぞ」

　その一言に、ボンダーマンとスパーキンは同時に眉まゆをつりあげた。

「本当か？」

「本当だとも。これならば第五号も我が慢まんしてはおられまい。……君ら、晒さらし台を用意できるか？　三、四台、東番外地のどこかの空き地に設置できるタイプのものだが」

「まあ……」スパーキンは少し考えた。「その程度なら、無理では無かろうと思いますが」

「結構」

　つい先ほどまでの焦しよう燥そう感かんをどこかに忘れ、フォングは満面の笑みを浮かべた。

「これで私の所長職も安あん泰たいなはずだ。ヌハハハハ」

　宙に視線をさまよわせながら、いかにも数日寝ねていないという感じの神経質な笑い声を高らかに立てる。不気味な光景に、ボンダーマンとスパーキンは顔を見合わせた。







　東番外地のとある街頭にて、三人の男達が一人の子供をよってたかって蹴け飛とばしていた。

「オラこのガキ！　人様の物を盗ぬすんでんじゃねえ！」

　大人にいいように蹴飛ばされている子供は、両りよう腕うでに長いパンをひしと抱だきしめていた。近所のパン屋から盗み出したところ、たまたま居合わせた三人の男に見つかり、すぐに捕まったというわけである。

　子供の服はお世辞にも立派とは言い難がたく、貧ひん困こんにあえいでいるであろうことはすぐに見て取れる。貧びん乏ぼうな子供が食べ物を盗むという光景は日常茶さ飯はん事じであり、褒ほめられたものではないが、あまり真しん剣けんにとがめることもない──東番外地の住人であれば。

　しかし、男達は三人ともそこそこに立派な身なりをしている。つまり、余よ所そ者ものということだ。

「てめえみてえなガキには、作法ってものを教えてやらなくっちゃなあ！」

　男達は、正義を振ふりかざして容よう赦しやなく子供に攻こう撃げきを加えていく。この光景を眺ながめている者もいるにはいたが、ほとんどの人間は無用なトラブルを避さけ、見て見ぬふりをしている。

　しかしながら、無む謀ぼうにもトラブルを背し負よい込もうとしている者もいた。

「あんたら、恥はずかしくねえのか？　よってたかって子供をいじめてよお」

　若い男の声に、男達は足を止めて声の主を見やった。

「うるせえな！　東番外地の住人ごときが口を挟はさむな！」

　いかつい顔で恫どう喝かつする。が、少年は怯ひるまない。

「東番外地の人間は問答無用でゴミ扱あつかいか？　そういう考え方はどうかと思うぜ」

「まったくまったく。東番外地の人間も市内の人間も、等しく扱われるべきだと思うよ」

　少年のそばに立つ黒衣の人物が、重ねて言い立てる。

「あ！」男の一人が少年を指さした。「貴様、エルバ・ナイトロンドか!?」

　指し摘てきされると、少年──エルバはにやりと笑った。

「やっと気づいたか？　遅おそいぜ」

「はいこんにちは。皆みなさんが追いかけてるターゲットですよ～」

　そう言って、ルナも力ちから一いつ杯ぱい手を振ってみせる。

　初め、男達は驚おどろいて声も出なかった。自分達が追いかけている標的が、向こうの方から堂々と姿を現すとは思っていなかったのである。

「おまえらの任務は、俺達を捕つかまえることなんだろ？」エルバが言う。「子供いじめなんてセコい真ま似ねしてんじゃねえぜ」

「だったら」男の一人が言う。「おとなしく捕まってもらおうか」

「それは遠えん慮りよする」

　短く言って、エルバとルナは身を翻ひるがえし、全力で逃にげ始めた。

「待て！　待てェェ！」

　叫さけび声を立てて、男達もその後を追う。

「はい、こっちこっち～」

　声を上げながら、エルバは逃げる。逃げながら、追っ手の数を改めて確かく認にんする。私服の男が全部で三人、怒いかりに顔を歪ゆがめながら追いかけてくる。援えん軍ぐんが合流してくるかとも思ったが、その気配は全くなかった。

　もとより、東番外地の街路を歩く者の数は多くない。たまたま追いかけっこに出くわした者達も、面めん倒どうごとに巻き込まれてはかなわない、と道の脇わきに身を隠かくす。それ故ゆえ、何の気き兼がねもなくエルバ達は走り続けることができた。

　エルバ達の進路に、男が一人物もの陰かげからひょいと頭を出す。男はエルバ達に「右に行け」というサインを送った。

「了りよう解かい！」

　エルバは軽く手を挙げて挨あい拶さつすると、指示された通りに右へ曲がる。

　追っ手達は走りながら、悪あく魔まを召しよ喚うかんしていた。

「召コン喚タクト！」

　かけ声とともに三人の姿は塵ちりに包まれ、その中から三匹びきの四足獣じゆうが姿を現す。赤黒い肌はだの犬、ヘルハウンドである。四段級に分類される三匹の悪魔は、さらに加速をつけてエルバ達を追いつめる。

　徐じよ々じよに距きよ離りは詰つまり、ヘルハウンドの牙きばがエルバの背中にまで触ふれそうになる。が、その時突とつ然ぜん、

「ここいらでいいだろ」

　狭せまい路地の途と中ちゆうでエルバは立ち止まって、反転した。

　これ幸い、とばかりヘルハウンドは地を蹴り、雪崩なだれのごとくエルバに飛びかかったが──

　エルバが腕を一振りすると、ヘルハウンドの目の前に赤い帯のようなものが発生した。

「…………!?」

　気がつくと、ヘルハウンド達は赤い帯に絡からめ取られていた。

「なんだ!?　動けない……!?」

　空中に浮ういたまま、三匹の犬型悪魔はみじろぎした──が、網あみに捕まえられた鳥のごとく、どんなに力を込こめても自由になれない。赤い霧きりは、たしかに悪魔の虚きよ体たいを拘こう束そくしていた。

　能力逆流スピンオフ──魔神とその契けい約やく者しやが持つ、特とく殊しゆな力だった。個々の魔神がそれぞれ異なる力を持ち、ルナは氷結の力を発揮する。赤い霧を発生させ、その霧に触れたものを全すべて固定するという能力を。

　実のところ、追っ手に姿を発見された段階で赤い霧を発生させ、彼らを生身のままに拘束することもできた。それを敢あえて人気のない場所まで連れ回したのは、単に人目をはばかったためである。魔神の力は、おいそれと人に見せられるものではない。

「さて、始末をつけようか」

　ルナは右手を手刀のごとく固めると、エルバの胸むな板いたへと突つっ込んだ。貫かん通つうした背中側でわきわきと指を動かした後、引っ込める。

　胸から出た時、ルナの手には一振りのサーベルが握にぎられていた。塵ストラ器イカー、魔神が持つ固有の武器である。薄うす紅べに色いろの刃やいばを持つこの武器は、悪魔を切り刻むことで紋様クリプトを読むことができる。紋様を完全に読み切った時、刃は真しん紅くの輝かがやきを帯び、紋様アンチクリプト破壊ストライク──対象の虚体を完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいする攻撃を放つ。

　今、ルナはヘルハウンド達に紋様破壊を放とうとしていた。

「──はい」

　軽いかけ声とともに、ルナは一匹ぴきのヘルハウンドに塵器を突き立てる。

　程ほどなくして、刃は真紅に染まり──風が渦うずを巻き始めた。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ──」

　常じよう套とうの文句を、ルナは口にする。これまで幾いくたびも繰くり返してきた手順であり、やや事務的な調子ではあった。しかしヘルハウンド達は風を受けて、目に見えて動どう揺ようし始めた。

「なんだ!?　何が起こっている!?」

　ただでさえ身動きを封ふうじられている上に、明らかに不自然な風が吹ふいている。ちょっとした天変に、男達は本能的な恐きよう怖ふ心を揺ゆさぶられた。

「紋様破壊!!」

　ルナが叫ぶと、風が逆巻いた。

　嵐あらしが巻き起こる。吹きつける暴風が、ヘルハウンドの虚体を文字通り塵にしてゆく。間を置かず虚体は全壊、男達は生身を晒さらして地面に落ちていった。

「ん～、手慣れたもんだな」

　エルバが肩かたをすくめると、ルナは軽く口の端はしを吊つり上げた。

「そりゃそうさ。僕は、これを百年前から何度も繰り返しているんだからね」

「おーい、済んだか……？」

　エルバ達の来た方向から声が飛んでくる。少しして、ロープを肩にかけたシェイファーが小走りにやってきた。つい先ほど、エルバ達に方向指示を出した男である。

「問題ねえ」エルバは答えた。「さっさとこいつらを縛しばり上げようぜ」

　と言いつつ、エルバは男達の服を脱ぬがせ始めた。

　東番外地にて隠れ住むにあたり、エルバ達はシェイファー達のような東番外地の住人の手を借りていた。以前とある事件で知り合いになり、つい先日の博物館攻こう防ぼう戦せんでも協力してもらった仲である。今も、主に物資調達の面で色々と世話になっていた。

　男達を脱がせてパンツ一枚にした後、シェイファーは手て際ぎわよくひとまとめに縛り上げた。がっちりと固め、足以外の自由を拘束する。三人がうまく力を合わせない限り、どこに歩くこともできないだろう。

「これでよし。さ、起きな」

　男の顔を二度三度軽くはたく。間を置かず、男は意識を取り戻もどした。

「……これは……と、どうなっている!?」

　完全に縛られていることに驚おどろいて、男は声を上げた。

「シーッ」静かに、とエルバは口に指を当てる。「落ち着いて、俺の話を聞いてくれ」

　しかし、男はそう簡単には落ち着かなかった。

「ちょっと待て！　突然何がどうなった!?　というかなんで裸はだかなんだ！　しかも野や郎ろうとこんなにべったりくっつくだなんて、──いえいえ黙だまります」

　突然男が口をつぐんだのは、エルバが無言で拳こぶしを固めて鼻はな面づらに突きつけたからだった。

「結構」エルバは拳をほどいた。「いいか、おまえらは帰ったら、おまえらのボス──というか、バルヒーヨに報告するんだ。てめえ自身が出てこない限り俺達は捕つかまらない、無関係な人間を何人繰り出そうが無む駄だだ、ってな」

　男は目をぱちくりとさせた。エルバの言葉を完全には理解できなかったようだ──が、聞き返すのもよろしくないと思ったのだろう、「あ、ああ」と生返事を返す。

　よくわかってねえな、とエルバは思ったが、わざわざ説明を重ねる気も起きなかった。

「ならいい。じゃあな、頑がん張ばって帰れよ──どこから来たのか知らねえが」

　軽く手を振ふると、エルバはきびすを返した。ルナ、シェイファーもそれに続く。

「ちょ……ちょっと！」

　男達はエルバに助けを求めたが、もちろんエルバは歩をゆるめない。立ち上がろうとするも、ロープでがっちりと縛られていては簡単に動けるはずがない。案の定バランスを崩くずし、三人揃そろって地べたに這はいつくばってしまった。

「少し練習すれば、思った方向に歩けるようになるだろうよ。じゃあね」

　最後にルナが声をかけ、一同はその場から歩み去った。

「やれやれ。彼らも上から言われて僕達を追っかけているのかと思うと、同情するね」

　ルナの言葉に、エルバは無言で頷うなずいた。

　バルヒーヨが繰り出す追っ手を片っ端から捕まえては、撃げき退たいする。エルバ達はそんな行こう為いを何度も繰り返していた。

　バルヒーヨという敵の厄やつ介かいな点は、その権力、動員力にあった。彼は連れん邦ぽう議員という立場を利用し、様々な公的機関を手足として利用している。軍警察しかり、実戦徴ちよう税ぜい課かしかり。その他ほかにもかつてエイジのいた研究所の人員など、動かせる人間をすべて動かして包ほう囲い網もうを形作っている。悪あく魔まに対して圧あつ倒とう的な力を持つ魔神がいるとはいえ、さすがに数で迫せまられると、なかなかに厳しい。ひたすらに防戦を強しいられている、というのが現状だった。

　今は耐たえる時だ、とエルバはわきまえていた。今は敵の攻勢を逐ちく一いち潰つぶすことが大切だ。手下をどれだけ派は遣けんしようがエルバ達を倒たおすことはできない、ということをバルヒーヨにわからせてやる必要がある。

　そうすれば、いずれバルヒーヨはしびれを切らし、自ら出しゆつ陣じんしてくることだろう。その時こそ、はじめてエルバ達に勝機は訪おとずれる。エルバはそう信じていた。

「消極的な戦い方しかできねえ、ってのが癪しやくだがな」

「まあ、仕方がないさ」ルナが言う。「むこうは議員先生だからねえ。一歩間ま違ちがえば、君達はバルヒーヨだけじゃなく、ブルティエール市民を敵に回すことにもなりかねない。傍はたから見れば、将来有望な政治家の命を狙ねらうテロリストとともとられるからね、僕達は」

「とはいえ、バルヒーヨを暗殺しない限り、俺達には明日はねえ。……やっぱり反則だよなあ。八眼デイアボリツク争覇パーテイに公権力を介かい入にゆうさせるってのはよ……」

　ぶつぶつと文句を垂れながら、エルバ達は隠かくれ家がへと戻る道を行く──と、その途と上じようで駆かけ足が近づいてくる音を聞いた。

　新手の追っ手か──エルバ達に一いつ瞬しゆん緊きん張ちようが走ったが、

「待って！　待ってー！」

　追いかけてきたのは、三人の大人達にいじめられていた少年だった。必死に駆けてきて追いつくと、エルバのそばに立ち止まって膝ひざに手をつき、呼吸を整える。

「……どうした、少年」

　エルバが声をかけると、少年は身を起こした。抱かかえていたパンの端はじっこをちぎって、エルバの鼻先に突つきつける。

「持ってけ！」

「……どういうことだ？」

「助けてもらったお礼だ！」

　挑いどみかかるような目つきで、子供はぶっきらぼうに言った。

「いや、別にいらねえぜ。食うには困ってないし」

　エルバは手を振った。実際はかなり食うに困っているのだが、子供からパンをもらうなど、年長者としての矜きよう持じが許さない。

「それよりいいのかよ、取り分減らして。家で腹を空すかしている弟や妹がいるんじゃねえのか」

　少年は目を大きく見開いた。どうやら図星だったらしい。

「で、でも、助けてもらったって借りは返さなきゃならないんだよ！」

　けれども少年はそう主張し、強固にパン切れを突きつけてくる。

「もらえばいい」ルナが笑いながら言った。「名めい誉よの勲くん章しようだと思えば」

「……だったら、もらっとこうか」

　そう言って、エルバはパン切れを受け取った。

　すると少年は歯をむき出しにし、ニカッと笑ってみせた。

「どんな小さなことでも、善行とは美しいものさ」

　ルナはエルバの肩かたに手を置いた。が、エルバはすぐにそれを振り払はらう。

「善行のつもりでやったんじゃねえ。あの野や郎ろうどもがむかついたからやったんだ」

　市中に住む人間に往々にして見られる、東番外地住人への蔑べつ視し。それは、エルバにとって許し難がたい諸事じ項こうのうちの一つだった。たしかに、東番外地住人には犯罪者が多いと言われるし、目の前の少年も犯罪行為を行った。しかし、少なくとも少年はやむにやまれずパン泥どろ棒ぼうを行ったのだ。もちろん、「東番外地の住人は全すべて聖人である」などという擁よう護ごをする気はないが、少なくとも人物評価はケースバイケースで行われるべきである。東番外地に住んでいるから、という事実に思考を停止し、すべての住人を蔑視してかかるのは、人間の尊厳に対する重大な挑ちよう戦せんであり、決して許されるものではない──

　──とエルバは考えている。口に出して言うつもりはなかったが。言ったところで、ルナにからかわれるのがオチだろう。

　そのルナは、少年に話しかけていた。

「ところで君、あれは何かな」

　一同は開けた場所にいた。その一いち隅ぐうから、トンテンカンとトンカチの音が聞こえてきていた。

「あ、俺も気になってたんだ」エルバも言う。「なんでえ、ありゃ」

　東番外地は、無む秩ちつ序じよに発展した町であるので、基本的に道は狭せまく、混こみ合っている。だが、時々突とつ然ぜんに、何もない空間に出くわすこともある。たいていの場合、以前まであった建物が焼け落ちるか何かして、結果として開けた場所になっている、という来歴を持つ。

　ことにエルバは、この場所に見覚えがあった。

　以前、バガテル──剛ごう力りきの魔神、アギ・アダの契けい約やく者しや──と対決した時に来たことのある、廃はい教会跡あとだ。

　あの時の戦いの結果、廃教会は焼け落ちてしまった。以来数ヶ月、そこには焼け跡すらなくなり、土の露ろ出しゆつした地面が広がるばかりだった。

「もしかして、教会を建て直そうとしてるんだろうか」

　エルバは疑問を口にしたが、少年は首を横に振ふった。

「いや、違うぜ。あんな小さい教会があるかよ」

　五、六人の男達が、広場の端はしの方で何かを組み上げようとしていた。それが教会であるとすれば、おそらく小人向けのものだろう。

「どちらかというと、晒さらし台に見える」

「言われてみれば」

　ルナの言葉に、エルバは納なつ得とくした。

　平均的人間の肩の高さのあたりに、三つの穴が開いた板がはめ込まれている。真ん中の穴は比ひ較かく的てき大きく、両りよう端たんの穴は比較的小さい。真ん中には首を、両端には腕うでを通すのだろう。

　そんな晒し台を、男達は三つほど組み立てようとしている。

「ここ数日、作業してるんだ」少年は言う。「どこの誰だれが作ってるのかは知らねえけど」

「少なくとも、軍警察ではないと思う」ルナが推論を述べる。「マーレボルジュかな？」

「組織の裏切り者をあそこに晒すってか」

　首と腕を固定され、身動きできない状態で晒されるのである。それはつまり、他者から攻こう撃げきを食くらっても、逃にげることも身を守ることもできないということだ。ましてここは生き馬の目を抜ぬく東番外地、一昼夜晒されただけでどんなえらい目に遭あうか、──

「想像もしたくねえ」

　ブルルとエルバは身を震ふるわせた。

「とにかく、借りは返したぜ！　あばよ！」

　軽く手を振ると、少年は来た時同様にすごい勢いで走り去っていった。

「はい、さようなら～」

　ルナが手を振って別れの挨あい拶さつをする。

　エルバは無言で少年を見送り、パン切れに嚙かみついた。そして無言のままに咀そ嚼しやくする。

「善行によって手に入れたパンはどんな味がするのかな」

　ルナの問いに、エルバはパンを完全に飲のみ込んでから返答した。

「……土の味がする」

　そして、ペッペッと土を吐はき出すふりをした。







　両腕を斜ななめ下四十五度に伸のばし、テッキは静かに待ち受ける。

「さ、投げてみせろ！」

　一声叫さけんで、リデルはテッキに突撃する──棒を高く掲かかげて。リデルの太い腕に握にぎられていると枯かれ枝のようにも見えるが、その実は太さ十センチ長さ一メートル半、棍こん棒ぼうと呼んで差し支つかえない。人間の頭ず蓋がい骨こつなどスイカのごとく粉ふん砕さいできるだろう。

　迫せまり来るリデルの迫はく力りよくに気け圧おされつつも、テッキはその場に立ち尽つくして静かに待つ。そして──

「……はあッ！」

　棒きれに頭を捕とらえられる寸前、テッキは動いた。

　ただ身体からだを横に滑すべらせるだけで棒の軌き道どうから逃のがれ、腕をリデルの脇わきの下へ差し込む。リデルの突進する勢いを利用して、そのまま放ほうり投げる──はずが、

「グムッ!?」

　投げきれなかった。テッキの身体はその場に崩くずれ、リデルの巨きよ体たいに押し潰つぶされる。

「遅おせぇぜ！」

　横からボルの声が飛んでくる。触しよく手しゆを腕のごとく組み、無形の魔ま神じんは訓練を眺ながめていた。

「リデルの身体に触ふれてから投げるまでが長なげえんだよ。そんな調子じゃ、今みたいに体重を預けられて潰されるぜ！」

　身体を打ち付けた痛みに、わずかな間テッキは悶もん絶ぜつしていたが、やがてゆっくりと身を起こすと、キッとボルをにらみ返した。

「仕方ないでしょう！　ワタクシはリデルみたいに腕わん力りよくがあるわけではないのです！」

　潜せん伏ぷく中、訓練を受けているのはエルバだけではなかった。

　博物館の陥かん落らくに最も責任を感じているのは誰あろう、博物館長であるテッキその人である。しかし、テッキは自責の念に潰れてしまうような人間ではない──むしろ、博物館の奪だつ回かいを目的とさだめ、すぐに活動を再開した。訓練だけではない、東番外地に繰くり出してバルヒーヨの手の者を攪かく乱らんしろ、と指示したのも彼女である。

　エルバがクラヴリーに師事しているように、テッキはリデルに師事していた──チキュウ空手の伝授を目的として。

　かつて、ボルはチキュウ空手の使い手と契けい約やくを結び、八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜いたことがあるという。以前リデルと対決した時、テッキはボルに促うながされるまま付け焼き刃ばのチキュウ空手を使い、塵ストラ器イカーとの合わせ技わざでどうにかリデルに勝利した。

　その戦いの折、テッキはチキュウ空手の可能性というものを本能的にかぎ取っていた。これは己おのれの戦せん闘とう力を高める良い手段だ、と。博物館陥落後リデルらと行動をともにすることとなり、テッキはこれ幸いとばかりリデルにチキュウ空手を教えてもらっているのだった。

「そいつは違ちがうぜ、お嬢じようさんよ」

　テッキの言葉に、リデルはチッチッと舌打ちして指を振ふった。

「チキュウ空手は腕力で回すんじゃねえ。相手の勢いを利用して、タイミングで回すんだ。俺の身体はこんなんだが、実のところ筋力はチキュウ空手の必要条件じゃねえのよ」

　テッキは押し黙だまった。チキュウ空手に可能性を感じた最大の理由は、そこにあったからだ──敵を綺き麗れいに投げ飛ばすのに腕力はいらない、という。しかしいざ本格的に訓練をしてみると、ついつい腕力に頼たよる自分に気づかされる。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで習得できるはずもないとはいえ、道はなかなか険しそうだった。

「チキュウ空手には二つの構えがある。敵を動かして放ほうり投げる天動説の構えと、自ら動いて敵を叩たたく地動説の構えだ。天と地が揃そろって、初めてチキュウ空手は本領を発揮する。どっちかだけじゃいかんのよ。おまえは、地動説の構えの方は得意そうだが──」

　すぐ横にリデルは視線を投げる。大木の根本あたりに、布に包まれた万まん力りきが置いてあった。基き礎そ訓練中なので外しているのだ。

「殴なぐるだけじゃあ、その辺の喧けん嘩か殺法と変わりねえ。わかるよな」

「わかります」テッキは即そく答とうした。「身に付くまでひたすら訓練しかありませんね」

「いいことを教えてやる」リデルは腕うで組ぐみした。「俺の師し匠しようはな、女性だったんだよ。しかもかなりちっこい。腕相撲ずもうしたら俺が小指一本でも勝てる、ってくらいの筋力だったぜ」

「……本当ですか？」

「本当だぜ。会わせてやりてえくれえだ──今、師匠がどこにいるのかは知らんがな。初めて師匠に会ったのは、大将がデスドレッド島に送られた少しあとだったかねえ」

　リデルは遠くに視線をさまよわせた。

　話が長くなりそうだ、と感じてテッキはその場に腰こしを下ろした。

「当時、俺は荒あれてたもんさ──大将の無実を信じてたからな。軍で立て続けにトラブルを起こして追い出されて、その辺をさまよってたわけだ。マーレボルジュの下部組織の一員になって、追いはぎと強ごう盗とうで生計を立てる毎日を送ってたんだが──」

「……夜よ闇やみの中であなたに襲おそわれたら、顔を見ただけで有り金全部出してしまいそうですね」

　厳しい表情のまま、テッキは言った。

「いやいや、俺もあの頃ころは美少年だったんだぜ？　俺がウィンク一つすれば、半径三キロメートル以内の貴婦人が全員よろめいて気絶したもんさ。あん時師匠に出会ってなかったら、俺は今頃ヒモで食ってたかもしれねえな」

　どう考えても噓うそとしか思えなかったが、敢あえてテッキはツッコミを入れなかった。

「とにかく、神の悪いた戯ずらか偶ぐう然ぜんか、たまたま師匠に出会ったのさ、夜道でな。見るからに弱そうだしこいつはいいカモだ、と思って襲いかかったら──」

「華か麗れいに投げ飛ばされた、と」

「そうよ。あの時のショックったらなかったね。何が起きたか理解できなかったもんさ。自分が投げ飛ばされてるって気づいたのは、三度目の投げを食くらったあたりかね。それと気づいた時には、心の底から驚おどろいて──感動した。世の中、こんな曲芸としか思えない技を使える人間がいるのか、とな。気がついたら、俺はその場で土下座して、どうか弟で子しにして下さいと頼たのみ込んでいた」

「襲った相手に弟子入り志願するあなたもアレですけど、それを受ける師匠の方は輪をかけてアレですね」

「まったくだ。よくもまあ、受け入れてくれたもんだぜ。それからは長いこと、師匠について回っての放ほう浪ろうと修しゆ行ぎようの旅よ。おおよそ五年くらいかね」

「そう言えば……」

　あることを思い出して、テッキが尋たずねた。

「ツバキ・ナカムラは兄弟弟子だ、と言っていましたね。その師匠に師事した仲なのですか？」

　言われて、リデルは言葉に詰つまった。

　ツバキ・ナカムラ──先日、博物館を強きよう襲しゆうした税ぜい騎き士しの一人である。リデルと同じく、チキュウ空手を使っていたので、テッキの印象に強く残っていた。

「まあな」リデルは認めた。「ツバキは破門されたのさ」

「破門？」

「ああ。あいつには才能があった。だが、物欲や名めい誉よ欲が強すぎたのよ。各地の武ぶ闘とう大会で賞金稼かせぎしてみたり、傭よう兵へいまがいのことをやって金を稼いだり。師匠は、『守るべきものを守る、毎日の糧かてを得る、それ以外のことにチキュウ空手を使ってはならない』って人だったから、まあしょっちゅう角つの突つき合わせてたわけだ。しまいにはツバキが『チキュウ空手は、立身出世の一手段に過ぎない』って言い切っちまったもんだから、師匠が怒おこってツバキを殺そうとしたのよ。結局ツバキは逃にげ出して、破門って格好に落ち着いたが、──」

　リデルは、ブルティエール市街中心の方向に視線を投げた。

「あいつ、あの時の言葉を実じつ践せんしているらしいな。就職先を見つけたとは」

「そうだったのですか」テッキが言う。「あなたは、どうするつもりなのですか」

「個人的には、ツバキのことは嫌きらいじゃなかった」

　そう言って、リデルはニッと笑った。

「だが、師匠の手前もある。俺はツバキとの決着をつける。あいつとは四度真しん剣けん勝負をして、四度とも勝負をつけかねた。破門以来俺達は道を違たがえたが、どちらがより師匠に近づくことができたのか、大いに興味あるねえ。──つまり、もしあいつが出てきたら、相手は俺に任せろってこった」

「ならば、お任せしましょう」テッキは言った。「税騎士の面々には一ひと泡あわ吹ふかせられましたから、ワタクシ自身の手でやり返したいという気持ちはありますが」

「ところで──」

　リデルは話題を変え、ボルを見やった。

「おまえ、昔の八眼デイアボリツク争覇パーテイで、チキュウ空手家と組んでたことがあるそうじゃあねえか」

「おうともよ」ボルは頷うなずく。「あの時は痛快だったぜ。なにしろ敵をつかんでは投げつかんでは投げ、触さわるだけで相手が吹っ飛んでいくんだからな」

「そんだけの使い手は、なかなかいるもんじゃないぜ。そいつの名前はなんてんだ」

「ナガサカってオッサンだったぜ」

「ナガサカ？　しかもオッサンだと？」

　小さく驚いて、リデルは片目を細めた。

「知り合いかよ？」

「うんにゃ。ただ、俺の師匠の名前もナガサカって言ってな……。師匠の父親か何かか？」

「無関係とは思えねえな。オーラン人にどれだけの種類の苗みよう字じがあるかは知らねえけどよ。な、テッキはどう思うよ？」

　触しよく手しゆを使って、ボルはテッキのスカートを引っ張った。が、テッキの視線はあらぬ方向へと向けられていた。

　というのも、遠くから怒ど声せいのようなものが風に乗って届いたからである。

　見やると、サクラ、カエデ、エイジの三人が寄り集まり、言い争いをしているようだった。




「落ち着けエイジ、これが敵の罠わなだということは明白だろうが──」

「そうですよお。敵の狙ねらいはエイジさんですって」

　サクラとカエデはそれぞれエイジの両りよう腕うでを押さえ、説得しようとしている。

「そんなことは問題じゃない……！」

　しかし珍めずらしいことにエイジは声を荒あららげ、力強くサクラたちに反論しようとしていた。

「どうしたんだよ、おまえら」

　割り込んできたのは、クラヴリーとの訓練に励はげんでいたエルバである。

「ああ、エルバ」

　珍しいことに、カエデは助けを求める視線をエルバに投げてきた。

「説得するのを手伝ってくれ。エイジが一人で東番外地内に乗り込もうとしている」

「……なんでまた」

「僕は、仲間達を助けに行かなくちゃならないんだ……！」

　強きよう靭じんな意志を込こめて、エイジは呟つぶやく。しかしエルバには話がよくつかめない。

「待て。何がどうなっている」

「つまりだな」カエデが説明する。「東番外地に、昔教会が焼けた跡あとがあるだろう。今は空き地になっている」

「あるな」エルバは頷いた。「今日の昼間には、晒さらし台みたいなものができてたけど」

「なら話は早い。夕方くらいに私が訪おとずれた時には、三人の人間が晒されていた。被ひ検けん体たい第三号、第六号、第七号とか書かれたプラカードとともに」

「ディアスに、サンシールに、スルトだ」エイジが言う。「研究所でともに苦しめられていた仲間達だ」

「そりゃたしかに敵の罠だ」

　エルバは即そく断だんした。そして納なつ得とくいった──エイジを誘おびき出すための撒まき餌えとして、あの晒し台を作っていたのか、と。

「敵の罠だろうが、知ったことか……！　彼らが苦しんでいるのを知らされて、黙だまっていられるか！　放せ！」

　かなり強ごう情じように、エイジは主張する。

「……一体、どうなさったのですか」

　ここに来て、テッキ達が合流する。彼女の姿を見ると、エイジとカエデとサクラは一いつ斉せいに発言した。

「館長、カエデ達を引きはがしてくれ……！」

「テッキ、エイジを押さえ込んでくれ！」

「テッキ、エイジ君を説得して下さいよお」

　当然の事ながら、テッキは面めん食くらって目をぱちくりさせた。

「まずここは、事情を説明するのが先だろうが」

　肩かたをすくめつつ、エルバはテッキに手短に経いき緯さつを説明した。

「私のミスだ」とカエデが謝る。「こんなこと、エイジに教えなければ良かった」

「ちょっと待って」テッキはカエデに問いかけた。「状じよう況きようを詳くわしく教えて下さい。晒されている人だけがぽつんと放置されているわけではないでしょう」

「あ……うーん……」

　カエデは口ごもった。語れば語るほど、エイジをたきつけることになる、と思ったのだろう。しかしもはや、火は手がつけられないほどに燃え上がってしまっている。毒食らわば皿まで、と覚かく悟ごを決め、語り始める。

「何人か、制服を着た警備員がガードに立っている。ただ、軍警察の人間ではなさそうだ。近所にベースを置いて、交代で晒し台を監かん視ししているらしい」

「どう考えても、罠ですね」

　テッキも同じ結論に達した。しかし、だからこそ、エイジの怒いかりが収まるはずもない。

「卑ひ劣れつな奴やつらだ……！　よりによって、あいつらを使って僕を引きずり出そうだなんて……！」

「あなたの気持ちは、よくわかります」

　エイジの異常なヒートぶりに危き惧ぐを感じ、テッキはなだめにかかった。

「けれども、今は我が慢まんして下さい。これはあなたを捕つかまえるための罠です。のこのこ出て行けば、どんな目に遭あわされるか──」

「だからって、ほっとけるか……！」エイジは言い返す。「今なら、あいつらを助けることができるんだ。チャンスなんだよ、これは……！」

「それはそうかもしれませんが、ワタクシどもとしては、今あなたを失うわけにはいかないのです。あなたが捕まれば、悪あく竜りゆうが復活する恐おそれがある──」

「君らは、あの研究所にいなかったからそんなことが言えるんだ」

　テッキの説得に対し、エイジは一歩たりと引く気配を見せない。誰だれにとっても、意外なことだった。これまで、エイジはいついかなる時も控ひかえめな態度に徹てつし続けていただけに。

「エイジ、無茶を言うのはよしてくれ」

　エルバが横から口を挟はさむ──と、エイジはきっとエルバをにらみ返した。その烈はげしさに一いつ瞬しゆん退ひきかけたが、踏ふみとどまって言葉を続けた。

「これ以上おまえがこだわるんなら、俺達はおまえをベッドに縛しばり付けなきゃならなくなる」

「だったら、僕はベッドを担かついででも行く」

「誰も、おまえの仲間をこのままほっとくとは言ってねえ。俺達全員で、助けに行くべきだ」

「エルバ、それは──」

　カエデが割り込もうとしたが、みなまで言うなとエルバは手を挙げる。

「エイジに納得してもらうには、それしかないだろ。それに、こういうセコい試みはきっちりと叩たたき潰つぶして、バルヒーヨに思い知らせてやるべきだ」

「……そこが、妥だ協きよう点でしょうね」

　エルバの意見に賛意を示し、テッキが呟く。

「エイジ、あなたの仲間を救いに行きましょう。ただしそれは、相手の罠わなの全容を見み極きわめて、ちゃんと作戦を立ててからです。あなたの身み柄がらを向こうに奪うばわれたらどういうことになるか、わかるでしょう？」
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「……ああ……まあね……」

　緊きん張ちようを解き、エイジは肩を落とす。それに伴ともない、サクラとカエデも力を抜ぬいて、腕うでを放した。

「これは、エイジさん一人の問題じゃありませんよ。みんなで力を合わせましょ」

　サクラが言うと、エイジは深刻な表情をしたまま、しかし頷うなずき返した。

「そう……だね……」

「仲間のことが心配で待ってられねえってんなら、晒さらし台のもとに誰かを偵てい察さつにやらせるぜ。俺が行ってもいいけど……」

　エルバが提案すると、エイジは申し訳なさそうな顔を見せた。

「いや、そこまでしてもらわなくてもいい……。ごめん……」

　小さく頭を下げる。

「話は決まったか？　じゃあ、訓練再開だぜ」

　ずっと黙だまっていたリデルが突とつ然ぜん発言すると、テッキの襟えりを背後から無造作につかんだ。

「ヌグ」テッキは一瞬声を詰つまらせた。「放しなさい！　ワタクシがどさくさに訓練から逃にげるとでも思っているのですかッ」

　身体からだをよじってリデルの手を振ふり切り、それから改めてリデルと向かい合う。

「結構結構」と言ってからリデルはエルバを見る。「おめえも、大将が向こうで待ってるぜ」

「そうだな」

「エイジを見はっておけよ」

「わかってる」

　カエデは即そく答とうした。

　エイジはいまだに険しい顔のままだった。エルバの案に妥協したのは表向きだけ、今にも研究所の仲間を救うために駆かけ出していきそうな気配が非常に濃こい。後先考えず暴走しなきゃいいんだが、とエルバは危あやぶんだ。







　ブレイナン家の庭は、広大だった──普ふ通つうの一警部の給料ではこんな家は買えないだろう、というくらいに。植え込みや芝しばは隅すみ々ずみまできっちりと刈かり込まれ、離はなれには日曜大工のための作業小屋が建っている。

　ブレイナン警部は今、作業小屋の梁はりにロープでぶら下げられていた。

　両腕をがっちりと縛るロープは梁に巻かれ、その先は別の柱、地面近くの高さに固定されている。本職の大工に建ててもらった小屋なので、梁も柱も強度には問題なく、ブレイナンが少々ぶらぶらしたところでびくともしない──あまりの苦痛に、狂くるったように身をよじらせても、だ。

　顔面を真っ赤に染めている血は、パンツ一枚のブレイナンの身体を伝い、つま先から地面にぽたりぽたりと落ちている。彼は既すでに抵てい抗こうする意思を失っていた。

「そうか……俺の妹と弟を殺したのは、ボンダーマンとスパーキンなんだな？」

　言って、フィールディングは手元でかちんかちんと音を立てた。

　地上に二本の足で立ち、吊つるされたブレイナンを冷ややかな目で見つめるフィールディングは、右手にペンチ、左手にハンマーを持っていた。共通点は二つ、どちらも工具であること、そして──どちらもブレイナンの血にまみれていること。

「…………」

　無言で、ブレイナンは二度頷いた。

　上着の胸ポケットから懐かい中ちゆう時計を取りだし、フィールディングは時間を確かく認にんした。

「意外と時間がかかったな。さすが、西部内乱に従軍していた人間は根こん性じようの据すわり方が違ちがう」

「貴様……」

　息も絶え絶え、ブレイナンはフィールディングに言葉を投げかけた。

「こんな真ま似ねをするなど、貴様、人生投げてんのか……」

「人生を投げていないように見えるのか？　この俺が」

　そう言い切って、フィールディングは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「もうなにもかもどうでもいい。俺にとって唯ゆい一いつ大事な事は、ヘンリエッタとトーマの仇かたきを討うつことだけだ……」

　ハンマーを放ほうり出して、作業小屋の壁かべに寄る。そこの壁には、ブレイナンが揃そろえた工具類がずらりと並んでいる。その中からフィールディングはナイフを選び、革かわの鞘さやを取り払はらった。

「これ以上、まだ何かをしゃべれってのか……？」

　ブレイナンは問いかけたが、フィールディングは首を横に振った。

「いいや、聞きたいことはもう聞いた」

　ロープの方に歩み寄り、刃はを立てて切断する。途と端たん、支えを失ったブレイナンは直下に転落した。大した高さではなかったが、突然のことで姿勢を整える暇がなかった。妙みような具合に着地して、その場にうずくまる。

　やっとのことで身を起こした時、フィールディングは既にペンチを構えて立っていた。

「もう、用済みだ」

　咄とつ嗟さにブレイナンは逃げようとしたが、足が動かない。吊した時に蹴けりを食くらわないよう、フィールディングはブレイナンの膝ひざをハンマーで粉ふん砕さいしていたのだ。

　ブレイナンはあっさり押さえ込まれ、仰あお向むけにさせられる。

　最後の瞬しゆん間かんブレイナンの目に映ったのは、高く振ふり上げられたペンチだった。

「人生を投げた人間じゃなけりゃ、おまえらに対たい抗こうできないだろうが」

　そう言い放って、フィールディングはブレイナンの喉のど仏ぼとけにペンチを突つきこんだ。







　隠かくれ家がに戻もどった後も、エイジは何事か考え込んでいた。ベッドに横になり、シーツを頭からかぶって。それは、エルバやルナとの対話を拒きよ否ひしているようでもあった。

「……う～む」

　窓まど際ぎわの椅い子すに座ったエルバは、いたたまれない空気をひしひしと感じていた。言葉をかけるのもどうかと思われるような雰ふん囲い気きである。

「こういう時は、ほっとくが吉きちさ」

　ルナは窓まど枠わくに腰こし掛かけていた。片足は窓の外に出して、顔をあらぬ方向へと向けている。

「他ほかの人間の言葉に背を向けたくなる時もあるだろう。でもそれは一時のことさ。いずれ落ち着くって」

「……おまえがそんなことを言うとは驚おどろきだな」

「失礼な。僕は、空気を読むことにかけては天才的なんだよ」

「…………」

　エルバは特に反論しなかった。

「こんな時は僕らじゃなくて、別の人に話してもらうのが一番さ。ちょうどいい話し相手が来てくれたようだし」

　ルナは窓の外へと滑すべり降りた。

　エルバも窓から顔を出す──と、夜の暗がりの中、隠れ家に近づいてくる一つの影かげがあった。

　カエデだった。

　カエデはルナ達の姿を認めると足を止め、「こっちに来てくれ」と無言で手招きした。




「どんな様子だ」

　あくまでもカエデは無表情を貫つらぬこうとしていた──が、エイジのことが心配で落ち着かない、という態度が透すけて見える。

「落ち着いている」エルバは答えた。「あまりに落ち着いているんで、俺と口を利きいてくれない」

「まあ、暴れられるよりはマシ──というところかな」

　エルバとルナが口々に言う。

「そうか」

　短くカエデは言う。心配は収まらないようだ。

「せっかくだから、何か話していくといい」ルナが勧すすめる。「エイジも気が紛まぎれるだろうし、君もその為ために来たんだろ」

「ああ……そうさせてもらう」

　頷うなずいて、カエデは隠れ家に向けて踏ふみ出した。

　しかし、五歩進んだところで、はっと気づいて振り返る。

「一いつ緒しよに来ないのか」

　エルバとルナは、その場に立ち尽つくしたままだった。

「邪じや魔まだろうと思って」

「いや、そんなことはないぞ」

　カエデは否定するが、エルバはその場を動かない。

「いやいや、許いいな嫁ずけ同士の間に割って入るのも野や暮ぼってもんだろ」

「な……！」

　カエデは心底びっくりした顔を見せた。

「待て！　おまえがなんでそれを知っている」

「サクラから教えてもらったんだが」

　エルバが答えると、カエデは「……そうか」と小声で言った。

「なんなら俺ら、一時間くらいその辺を散歩してくるが……」

　さらにエルバは申し出たが、

「いやいやいや！　そんな必要は全くないぞ」

　カエデは必死に否定した。見たことのない、ひどい動どう揺ようぶりだった。

「おまえらはすぐそばにいてくれ。まかり間ま違ちがってエイジが暴れだしたら、手を借りる必要があるからな」

「さよか」

　照れているらしい。エルバはもっとからかいたくなった──が、こんな時でもカエデが腰にカタナをぶらさげていることに気がついた。これ以上動揺させたら、度を失って得物を振り回さないとも限らない。

「じゃあ、俺達はここで待っているから、どうぞどうぞ」

　エルバとルナは揃そろって、隠れ家に向けて手を差し伸のべた。

「ああ……うん」

　カエデは隠れ家の扉とびらにまっすぐに向き合うと、直立し、二つ三つ咳せき払ばらいした。それから襟えりを正し、深呼吸して、何事かを短く呟つぶやく。

　しかし、なかなか一歩を踏み出そうとしなかった。

「……さっさとしろよ」

　しびれを切らして、エルバはカエデの背中を押した。

「ちょ、待て！　まだ心の準備が……！」

　慌あわててカエデは横に逃にげようとする。しかしエルバはカエデの肩かたを押さえ、無理矢理押し込んでいく。

「心の準備なんていらねえだろ。それともおまえ、心の準備が必要なことをするつもりなのか」

「いや、そんなことはないぞ！」

「だったら入った入った」

　ルナに扉を開けてもらい、エルバはカエデを室内に押し込んだ。扉を閉めて、退路を断たつ。「何をするー！」とカエデは扉を押し返そうとしたが、すぐに動きは収まった。

「とにかく、エイジを落ち着かせてやってくれ」

　扉越ごしにエルバは声を投げた。決心をつけたのだろう、すぐにカエデが部屋の奥へ向かう足音が聞こえてきた。

「やっと行ったね」ルナが肩をすくめた。「カエデがあんな態度を見せるとは意外だった」

「ま、あいつも復ふく讐しゆう心に凝こり固まっただけの人間じゃねえってことだろ」

　そう言って、エルバはにやりと笑う。

　カエデとエイジが二人きりになった時、一体どんな話をするのやら。エルバはそんなことをぼんやりと考えながら、待っていたが──

　思し索さくにひたれていたのは、ほんの数十秒ほどだった。

　慌ただしい足音が戻もどってきたかと思うと、内側から扉がドカンドカンと叩たたかれる。

「エルバ！　エルバ！」

　そして、カエデの切せつ迫ぱくしたような声。

「どうしたんだよ」エルバはのんびりと受け答えた。「そんな深刻に考えることじゃねえだろうが──」

「そうじゃない！」

　声とともに、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走る。扉に背を向けて立っていたエルバは、予想外の力に吹ふき飛ばされて地べたに這はいつくばった。

　すぐに後ろを振り返り、衝撃の正体を知る。カエデが扉を全力で蹴け飛とばしたのだ。

　カエデは足を下ろすと、血相を変えて言った。

「エイジがいなくなってる！」

「何!?」

　ここではじめて、エルバは慌てた。すぐさま隠かくれ家がに飛び込み、つい先ほどまで自分がいた部屋に戻る。

　エイジの寝ねていたはずのベッドには、シーツしか残っていなかった。

　隣となりの部屋、食しよく卓たくの間に入る。奥の窓が開け放たれ、夜気が室内に流れ込んでいた。出入り口とは反対側なので、隠れ家の表側にいたエルバ達には脱だつ出しゆつする様子が見えるはずがない。

　窓から外を眺ながめる。そこは狭せまい路地で、すぐそばに隣りん家かの壁かべがある。エイジの気配は影かげも形もなかった。

「クソッ──エイジの奴やつ、あきらめてなかったのか!?」

　エルバは吐はき捨てた。

「追いかけなきゃ！」カエデが叫さけぶ。「エイジが捕つかまえられたら、最悪だ──！」

　エイジが向かった場所は、焼け跡あとの広場、晒さらし台の場所に決まっている。他ほかの隠れ家の面々に連れん絡らくしている暇ひまはない。自分達でエイジを捕まえるべく、エルバは外していた円盤レンズホルダーを装着しにかかった。




　曇どん天てんの闇やみに包まれた東番外地の空を、一羽の白い大きな鳥が飛んでいた。

　カラドリウス、三段級に分類される鳥型の悪あく魔まである。

　召しよ喚うか主んしゆはエイジだ。複雑に入り組んだ東番外地を移動するには、空を飛ぶのが一番手っ取り早い。晒し台の話を聞いた後、エイジはカラドリウスの円盤を握にぎってベッドに入ったのだった。エルバが隙すきを見せた瞬しゆん間かん、裏窓から脱出して仲間達のもとに飛んでいけるように。

　本当にすまない、と思う気持ちはある。しかし、研究所で同じく苦しんでいた仲間達のことを考えると、ただの一晩すら待つことはできなかった。首と腕うでを固定され、なんの身動きも取れない彼らが、一晩のうちにどんな目に遭あわされるか──そう考えただけで、エイジはじっとしていられなかった。たとえ、敵の罠わなが待っているとしても、だ。

　だが──とエイジは考える。僕は竜りゆう人じんなんだ。悪魔の力を十二分に振ふるうことのできる、地上で唯ゆい一いつの人間なんだ。どんな罠が待っていようと、そんなもの踏ふみ潰つぶしてみせる。むしろ、こんな時に力を使えなくて、どうして竜人として生まれてきた意味がある？

　はやる気持ちを抑おさえようともせず、エイジはひたすらに滑かつ空くうする。やがて、目的の広場が見えてきた。エイジは上空でくるりと輪を描えがきつつ、地上の様子をみやる。

　カエデの言う通り、広場の端はしの方に三つの晒し台が設置され、三人の人間が拘こう束そくされていた。すぐそばには三人の警備員がつき、夜遅おそくだというのに見回りを行っている。

　エイジは急降下して地上に降り立ち、すぐさまカラドリウスを解放した。

「……貴様、何者だ！」

　警備員が気づき、誰すい何かの声を上げる。

「……彼らの仲間だ……！」

　それだけ言い返すと、すぐさまエイジは円盤を取り替かえ、グレーターケルベロスを召喚した。

　塵ちりの輝かがやきが収まると、その下から異形の獣けものが姿を現す。三つの頭を持つ四足獣じゆうだ──目はなく、鋭えい利りな歯とクワガタのごとき顎あごを生やした頭部、それぞれが意思を持つかのごとく自在に動く三本の尻尾しつぽ。ただのケルベロスではない、死を運ぶ獣である。

「こいつ……研究所を荒あらした奴か……!?」

　警備員の一人が言う。エイジは研究所を脱出する時に、この悪魔を喚よんだ。目の前にいる警備員達は、その時に蹴散らした奴らかもしれない──が、今はどうでもいいことだ。

　大切なのは、援えん軍ぐんを呼ばれる前に、速すみやかにこいつらを沈ちん黙もくさせること。

「召コン喚タクト……！」

　わずかに遅おくれて、警備員達は悪魔を召喚しようとする。

　だが、それを待ってやる理由は、エイジには無い。

「喚ばせるか……！」

　グレーターケルベロスは三つの首を伸のばし、それぞれに召喚中の警備員に嚙かみついた。

「ぬおおおッ!?」

　塵が虚きよ体たいに固着するかしないかのうちに、警備員達は大顎に挟はさまれ、軽々と宙に持ち上げられた。

「……せっ！」

　左の首から順番に、エイジは警備員を投げつけ、容よう赦しやなく壁に叩きつける。リズミカルに三つの激げき突とつ音がして、警備員らは順次に地面に滑すべり落ちた。召喚行こう為いが完全に済む前に三人とも気絶し、虚体は形成されずに終わる。

　警備員が気絶したことを確かく認にんすることすらせず、エイジは晒し台に近づいた。

「ディアス！　サンシール！　スルト！」

　間ま違ちがいなく、ともに研究所の闇の中に閉じこめられていた仲間達だった。かなりぐったりとしてはいたが、意識はある。疲ひ労ろうしきった目で、エイジの姿を見つめている。

「今助ける！　待ってろ！」

　枷かせは木製、上下から首を挟み込み、錠じようで固定するというものだった。かなりがっちりとした構造になっており、人間の腕わん力りよくでやすやすと破は壊かいできるものではない。

　ただし、悪魔の力なら、そうでもない。

　エイジは三つの大顎で嚙みついて、三つの枷を同時に嚙みちぎる。晒し台が粉ふん砕さいされると、三人の被ひ検けん体たいは次々と地面に転がった。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶか……!?」

　生身に戻もどり、エイジは呼びかける。三人ともしばしの間動けずにいたが、やがてそれぞれが手に手を取り合って立ち上がる。暗い目でエイジを見返すと、

「……君が来るのを待っていた……」

　ディアス、背の低い青年がエイジの手を取る。

「話をしている暇はない」エイジは急せかす。「援軍が来る前に、とにかくここから逃にげるんだ……！」

　ところが、ディアスは予想外の反応を見せた。

　にぃ、と笑って見せたのだ。

「いや、その必要はない……」

　次の瞬間、エイジは背中に強い衝しよう撃げきを受けた。

「……ぐッ!?」

　ディアスはすっと身を引いた。すがりつくものもなく、エイジは地べたに叩たたきつけられる。

　振り返り、自分を突つき倒たおした者を見み出いだす。一体はデュラハン、鎧よろいを着込んだ首無き騎き士し。一体はワータイガー、二足で立つ虎とら。サンシールとスルトが、悪あく魔まを身にまとった姿だった。

　そんな光景を目まの当たりにしても、エイジは状じよう況きようを理解できなかった。信じることができなかったからだ──サンシール達が自分に敵意を向けてくる、という事態を。

「エイジ、よく来てくれた」

　す、とディアスがエイジの前に立ち塞ふさがる。重苦しい表情を浮うかべながら。

「フォング所長に約束してもらったんだよ──エイジを捕つかまえたら、俺達を自由にしてくれるってさ」

「…………!!」

　無言のまま、エイジは目を大きく見開く。

「だから、エイジには悪いけど、私達は相談してこうすることにしたの」

　唯ゆい一いつの少女、デュラハンを召しよ喚うかんしているサンシールが声をかける。と、ワータイガーの中のスルトも言葉を発する。

「でも、一人で脱だつ走そうしたエイジも悪いんだぜ──あの後、上に怒おこられたフォングの野や郎ろうが、俺達に八つ当たりしやがってな」

　す、と袖そでをめくる。そこには鞭むちで打たれたような打ちよう擲ちやくの痕あとがあった。

「まるで君を売るみたいだけど……許してくれ」

　ディアスはキマイラを召喚した。獅し子しの頭と蛇へびの尻尾しつぽを持ち、さらに背中から山や羊ぎの頭が生えている四本足の獣けものである。デュラハンとワータイガーはそれぞれ左右にじりじりと動き、エイジを囲い込もうとする。

「噓うそだろ……!?」

　信じられない、というようにエイジは首を振ふる。

「なんで……そんなことを？　今すぐ、僕達全員で逃げればいい話じゃないか……！」

　食い下がり、あきらめずに説得しようとする──が、ディアスらは聞く耳を持たなかった。

「ただ逃げるだけじゃダメなんだ。どこに、俺達を受け入れてくれる場所があるんだ？　連中はすぐに追いついて、俺達をまた地下に押し込めてしまうだろうさ。お墨すみ付つきが欲しいんだよ──二度と俺達を拘こう束そくしない、っていう」

「奴やつらが約束を守るとでも思っているのか……！」

「これは私達に与あたえられたチャンスなのよ！」

　サンシールが素す早ばやく踏ふみ出し、足の甲こうをエイジの脇わき腹ばらへ叩き込んだ。

　鈍にぶい悲鳴を上げて、エイジは地面を転がった。何かにぶつかって、やっとのことで止まる。しかし、

「あのバルヒーヨ先生が、俺達の自由を保証してくれるそうだ。俺達のために、生いけ贄にえの羊になってくれ」

　ぶつかったのはワータイガーの足だった。スルトは何度もエイジにストンピングをかます。

「やめろ！　やめてくれ……！」

　身体からだを丸め、エイジは自分の身を守ろうとした。空から連続して降ってくる容よう赦しやない攻こう撃げきを、エイジはただ黙だまって耐たえる。

　悪魔を喚よんで反撃すべきだ、と一いつし瞬ゆん考えるが、すぐに頭の中から振り払はらう。ディアス達は、信じていた仲間達だ。そんな仲間達に牙きばを剝むくことは、エイジにはできなかった──仲間達の方がエイジに牙を剝いている今でも。

　ディアス達は少しも気に病やまず、無む抵てい抗こうのエイジに次から次へと攻撃を加えていった。




「……エイジ！」

　やっとのことでエルバ、カエデ、ルナが焼け跡の広場にたどり着いた時、エイジは既すでにボロ雑ぞう巾きんのようになっていた。

「……エルバ……か……？」

　息も絶え絶えといった調子で、エイジは頭をわずかにもたげる。その顔には血が一筋どころでなくしたたっている。

　誰だれがエイジをこんな目に遭あわせたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった──三匹びきの悪魔が、エイジを囲むようにして立っている。

「……貴様ら！」

　怒いかり心しん頭とうに発し、エルバは赤い霧きりを放った。氷結の能力逆流スピンオフで、悪魔達を固定しようとする──

　が、赤い霧は悪魔達に届くはるか手前で、ボッと青い炎ほのおに包まれて消えた。

「これは……！」

　咄とつ嗟さにエルバ達は頭上を振り仰あおぐ。

「こお～んば～んはあ～」

　晒さらし台のほぼ対面の壁かべ、二階の高さのあたりに空いた窓の枠わくに、ネア・ネアが腰こし掛かけていた。

「獄ごく炎えんの魔神……！」

　カエデが低く呟つぶやき、手早く眼鏡めがねを外す。

　ネアはひょいと飛び降りて着地すると、すぐさま腰からカタナを引き抜ぬいた。

「どうせあんたらも来ると思ってたよ。ネアさんとしては、エイジ君が来てくれるだけで十分なんだけど」

　エルバ達に睨にらみを利きかせつつ、ネアは横に動いてエイジの方に近づいていく。

「だったら話は早い」エルバが言う。「この場で決着をつけてやろうじゃねえか」

「ハハ。気の早いことで」

　ネアは青い霧を放った。それはエルバではなく、三匹の悪あく魔まを取り巻いていく。霧は虚きよ体に取り込まれていき、表面にまだら模様を刻み込んだ。紋クリ様プト防ウオ御ールを組み入れたのである。これがあれば、単なる悪魔でも、ある程度魔神の力に対たい抗こうできるようになる。紋様アンチクリプト破壊ストライクを打ち込むにしても、まず紋様防御を解かい析せきし、その後悪魔本体を解析するという手順を取る必要があるからだ。同時に、能力逆流に対する耐たい性せいも付ふ与よされる。

「ネアさんの仕事は、エイジ君を連れて戻もどることだけだ。あんたらの相手はこの子達がしてくれるよ」

　言って、ネアはキマイラの背をポンと叩たたく。

「あいつらを倒たおすんだ。倒すことができたら、あんたらは自由の身だよ」

「本当か！」

　キマイラが二つの首をねじって振り返る。ネアは笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「本当さ。バルヒーヨ先生の許可はもらってるから」

　ネアはエイジを担かつぎ上げる。エイジは全く抵抗しなかった。

「エイジ……！」

　エルバは呼びかける。

　と、エイジはもう一度頭をもたげ、エルバを見た。

「…………！」

　エイジの口元が動いた──が、苦しいのか声にならず、エルバの耳には届かず消える。

　しかし、エルバには、エイジが何を言ったのかはっきりとわかった。

　約束を果たせ──そう言ったのだ。

「僕の身み柄がらが押さえられそうになった時は、僕を殺せ」という約束を果たせ、と。

　エイジを殺さなきゃならないってのか──!?

　ためらいに、エルバの頭は真っ白になる。

　それは、三秒ほどにもならない躊ちゆう躇ちよだったろう。だが、ネアを逃にがすには十分な間だった。

「それじゃ、またあとで会おうか、ルゥゥナルナァァ」

　別れの言葉を告げるとネアは地を蹴けり低く飛んで、東番外地の闇やみの中へと消えていく。

「待て！　この、──」

　慌あわててエルバは後を追おうとした。しかし、すぐに三体の悪魔が行く手を塞ふさぐ。

「話を聞いてなかったのか？　おまえらの相手はこの俺達だ！」

「あなた達を倒せば、私達は自由になれるのよ……！」

「つうわけで、死んでくれッ」

　キマイラ、デュラハン、ワータイガーが同時に飛びかかる。

「……貴様らにかまっている暇ひまはない！」

　カエデが即そく時じに反応した。カタナを抜く、大きく踏ふみ出す、切りつけるという行こう為いを一度に行い、ワータイガーに一いち撃げきを食くらわせる。

「はああッ！」

　ルナも素す早ばやくエルバの体内から塵ストラ器イカーを取りだし、デュラハンのパンチを刃はで受け止めた。

「死ぬのはてめえらだッ」

　背負ったツインハンマーを素早く手に取り、エルバは槌つちをキマイラの鼻はな面づらに叩きつける。重量感のある素早い一撃に、キマイラは咄嗟に退いた。

　エルバは槌を構え直し、玉の鎖くさりをつかんで振ふり回す。数日前に比べると、はるかにスムーズな動作だ。クラヴリーとの訓練の成果が出ていることを感じたが、今は充じゆう実じつ感を覚えている場合ではない。

　カエデはワータイガーにもう一発食らわせ、ルナはデュラハンを無理矢理押し込み、怯ひるんだキマイラにぶつけた。三匹の悪魔はもみ合い、その場に崩くずれる。

「任せろ！」

　エルバは赤い霧と鉄球とを同時に放った。

　先に赤い霧が、三体の悪魔の周辺に、内向きにカーブした壁かべを作る。わずかに遅おくれて鉄球はその壁を滑すべり、くるりと円を描えがいて、悪魔達をひとまとめに巻く。反応が遅れ、三匹びきの悪魔はまとめて縛しばり付けられてしまった。

「エルバ、離はなれろ！」

　咄とつ嗟さにカエデがその鎖をつかみ、同時にエルバをどつく。エルバは槌からも手を離し、その場に倒れた。

　直後、カエデの右目が橙だいだい色いろの光を放った。

「ぐあああああああッ!?」

　ほぼ同時に、三体の悪魔が一様に悲鳴を上げる。虚体を小刻みに震ふるわせていたが、続いたのは三秒ほど。悪魔の虚体は次々と解放され、その中から、気絶した召しよう喚かん主しゆ達が姿を現す。

　三人ともぴくりともしないのを確かく認にんしてから、カエデは鎖を手放し、ふうと一息ついた。

「……なんだ、今のは」

　身を起こしたエルバが問うと、

「電光の能力逆流」

　カエデはそう答えた。

「弱い雷いかずちを放った。雷は金属を伝う性質があるから、あいつらにピンポイントで流れ込んだというわけだ」

　以前、カエデが博物館のラウンジで電光の能力逆流を披ひ露ろうしたことを、エルバは思い出した。あの時はカエデのカタナから白熱した光が放たれ、ラウンジの大窓を黒こげにしたものだ。あれに比べればかなり威いり力よくを絞しぼったようだが、それにしても恐おそるべき能力である。

「ハンマーを手放してなかったら、今いま頃ごろ俺もああなってたってわけか」

　ぶるるとエルバは身を震わせた。こころなしか、三人の身体からだから煙けむりのような蒸気のような白いものが上がっているようにも見える。

「しかし、彼らは何者なんだろうね？」

　ルナが疑問を口にした。

　言われてみて、エルバもおや、と首を傾かしげる。てっきり晒さらし台を守る警備員が襲おそいかかってきたものと思っていたのだが、彼らの服装は明らかに違ちがった。三人とも、入院患かん者じやのような白衣を着ている。まるで初めてエイジと会った時のような。

「人のいない晒し台が三つ……」

　カエデはカタナの切っ先を壊こわれた晒し台に向け、それから気絶した三人に向けた。

「そして、彼らも三人。この一いつ致ちが意味するものは──ということじゃないのか」

「つまり、偽にせ者ものが晒されてた──ってことか？」

　エルバは推論を述べた。真実はもっと醜しゆう悪あくだったのだが、そこまで思い及およぶはずもない。

「そんなことはあとでいい。エイジを追うぞ──」

　とカエデが提言した、その時。

　遠くで、地が揺ゆれるような咆ほう吼こうが轟とどろいた。

　何事か、と一同は音のした方向へと顔を向ける。

　そしてすぐに気づく──その方向は、ネアがエイジをさらっていった方向だ、と。

「まさか──!?」
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　続いて、ゴゴゴゴと地鳴りが響ひびき始める。地面が揺れているわけではないが、まるで地じ震しんが起きているような感覚をエルバ達は覚えた。

　やがて──

　大きな黒い影かげをなす東番外地の建物群のその向こうに、巨きよ大だいな白い影が隆りゆう起きしていた。それは長い首を天に向けると、おのれの存在を誇こ示じするかのごとく、再び咆吼を轟かせた。

「これは──」

　驚おどろきのあまり、カエデの声はかすれていた。この光景は、十年前に見たものとそっくりだったからである。リの一族の居住地から逃にげる最中さなか、後ろを振り返った時、目まの当たりにした光景に。

「しろがねの悪あく竜りゆうか……!!」







　エイジを抱かかえたまま、ネアは夜よ闇やみの中を滑すべるように駆かける。建物の屋上に上り、谷間を飛んでひたすら西へ西へと進んでいった。

　ネアの腕うでの中にあって、エイジは絶望に心を押し潰つぶされそうになっていた。

　ネアの行く先には、悪竜の円盤レンズが待っているのだろう。そしてエイジは、死を撒まく悪あく魔まを喚よぶこととなる。この地に、故郷と同じ惨さん劇げきを起こすことになるのだ。

　そう思った次の瞬しゆん間かんには、

「……これで……！」

　身をよじり、エイジはネアの手の内から飛び出していた。

「なにぃ!?」

　ネアが声を上げた時には、エイジの身体は地上に向かって真っ逆さまに落ちていた。この高さならば、地面に激げき突とつすれば確実な死が待つ。

「ふざけた真ま似ねを……！」

　即そく時じにネアは真下へ向かって飛んだ。ギリギリでエイジを追い越こし、地上寸前でキャッチする。衝しよう撃げきを吸収して、ネアは静かに着地した。

「自殺なんてさせるものかよ……！」

　エイジは無言でにらみ返した。ネアはひっぱたこうとしたが、やめた。既すでにエイジは満まん身しん創そう痍いであり、これ以上ダメージを加えたら本当に死にかねない。

「チッ」舌打ちするだけに止とどめる。「何も考えずに空を飛んだネアさんのミスか。こっからは地を這はって行こうか」

　東番外地とブルティエール市街地の境界は、結構はっきりとしている。地図のごとく線が引いてあるわけではないが、建物の様相ががらりと変わるのだ。境界を分け目として、東番外地側には低い建物が、市街地側には高い建物が並ぶ。隣りん接せつしているのは二十八区と三十八区、特に三十八区は限りなく廃はい墟きよに近い町並みなのだが、それでも彼ひ我がの差は歴然としている。

　ネアは地を蹴けりながら低空を飛び、二十八区側に向かって、とあるホテルの庭に飛び込んだ。東番外地をすぐ目の前にした、中級クラスのホテルである。

　エイジは首をねじり、そして見み出いだした──中庭に据すえ付けられたテーブルに着き、ルシアンとともにワインを飲のんでいるバルヒーヨの姿を。

　そして同時に、自らの心の内に乗り込んでくる何かを感じた。

「……やったか、ネア！」

　ネアの姿と、ネアに抱えられたエイジを認めると、バルヒーヨはワイングラスを置き、椅い子すを蹴って立ち上がった。

「はい、ご注文の竜人一人、お届けに上がりましたよ～、っと」

　ネアは中庭に着地すると、エイジを無造作にごろりと芝しば生ふの上に転がした。

「……ぐ……うう……」

　もはやエイジには起きあがるだけの体力もない。全身が悲鳴を上げている──にもかかわらず、気分は悪くなかった。それどころか、体の芯しんから快感がわき上がりつつあった。

「これは……まずい……」

　明らかに、異常なことが起きている。恐きよう怖ふを覚え、エイジは呟つぶやいた。

「さすが竜人。竜は竜を呼ぶ、というところかな」

　バルヒーヨは懐ふところから悪竜の円盤を取り出した。

　グ、とエイジは円盤を睨にらみつける。

　エイジには、悪竜の円盤が呼びかける声が聞こえていた。おそらくは、竜人として生まれた者の力なのだろう。声、と言っても、言語として感じるわけではない。意思を感じるのだ──ともに一つになろう、という意思を。

「円盤をはめるのは、東番外地の内側で、だ。ここで喚ばれたら、ホテルに迷めい惑わくがかかる」

「あいよ」

　バルヒーヨの言葉を受けて、ネアは再びエイジを担かついだ。

「ルシアン、おまえは軍警察の方に連れん絡らくしてこい。東番外地を封ふう鎖さする」

「了りよう解かいです」

　頷うなずいて、ルシアンはカラドリウスを召しよ喚うかんすると、西の空へと舞まい上がっていった。




　エイジの瞳ひとみに、幻まぼろしが映っていた。

　すぐそこに、十年前のカエデがいる。サクラがいる。二人とも、虐ぎやく殺さつ事件などなかったかのごとく、穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　風景までも変わりつつある。そこは闇に包まれたブルティエール東とう端たんではなく、十年前のリの一族の街だった。破は壊かいしつくされたはずの家や建物はそこにあり、遠くには一族の人々がたくさん行き交かっている。

　こんなものは幻だ。

　エイジにははっきりとわかっていた。しかし、幻を振ふり払はらうことはできなかった。彼にとってこの幻はあまりにも懐なつかしく、そして心ここ地ちいいものだったからだ。いつか取り戻したい、と心の奥で望んでいた光景だった。

　自分の姿も、十年前相応の少年の姿になっていた。

　遠くからもう一人、少年が近づいてくる。

　その姿も、見覚えのあるものだった。あの頃ころ一番よく遊んだ相手、シロー・イシザワだ。

「…………！」

　見た途と端たん、エイジの心に一いつ瞬しゆんながら理性が戻る。

「……消え失うせろ……！」

　呟いた瞬間、シローの姿は一瞬で消え去る。エイジの意思で消えたようにも見えたが、そうではない。エイジの怒いかりを感じた悪あく竜りゆうが、すぐにシローの虚きよ像ぞうを消し去ったのだ。

　代わりに、カエデがエイジのすぐそばにやってくる。白い円盤レンズを取り出すと、エイジの頭上にかざす。

　円盤の白い濁にごりが消え去り、透とう明めいになる。そしてその向こう側に、輝かがやく光点が見えた。

「星……」

　ただ円盤の内側だけに、星は光り輝いていた。研究所から脱だつ走そうして以来、見たいと願い続けていた星空が。

　希望とともに、エイジは絶望に襲おそわれた。この星空は幻だ、と知っているからではない──幻とわかっていても、星空を見ずにはいられなかったからだ。それを受け入れることが何を意味するか、明白であるにもかかわらず。

　カエデは徐じよ々じよに円盤を寄せていく。エイジの視界に占しめる星空の割合は徐々に大きくなっていき、しまいには全すべてが光こう輝きで覆おおい尽つくされた。

　エイジの目に、円盤がはまった。




「……何かが見えているようだな」

　エイジの様子を見て、バルヒーヨが呟く。

　東番外地の地面に仰あお向むけに転がされたエイジは、何の反応も示さなかった。まるで、魂たましいだけを何者かに持っていかれたかのごとく。その目は、普ふ通つうの人間には見えない何かを見ているようにも思えた。

「竜が何か見せてるんだろうさ」ネアが言う。「さっさと円盤をはめるこった」

「そうしよう」

　バルヒーヨはエイジの右目に、悪竜の円盤をはめ込んだ。

　エイジは何の抵てい抗こうもしなかった。

　すぐに円盤は鈍にぶい光を放つ。ほどなくして周囲の塵ちりが反応して光り始めた。

「これは……！」

　バルヒーヨは目を剝むいた。

　通常ならば、せいぜい人一人を包む程度の大きさである塵の反応が、広こう範はん囲いに広がっていた。バルヒーヨをも包み込もうとしている。

「離はなれた方がいいだろねえ」

　ネアがバルヒーヨの肩かたを引っ張る。抵抗することなく、バルヒーヨは小走りに光る塵の外側へと出た。

　やがて、竜は全容を現し始める。白銀の光こう鱗りんに包まれた小さな山が、そこに発生していた。

　高さは三メートル強というところ。意外に小さいか？　とバルヒーヨは内心で訝いぶかったが、それは間ま違ちがいだった。

　塵が完全に虚体になり、召しよう喚かんが終しゆう了りようすると、小さな山は勢いよく盛り上がった。これまではうずくまった格好だったのだ。

　巨きよ大だいな胴どう体たいが四本の足によって持ち上げられ、太く長い首が天に向かって突つき上げられる。その威い容ようは、まさしく竜以外の何ものでもない。

「おお……！」

　バルヒーヨは、思わず感かん嘆たんの声を上げていた。

「これがしろがねの悪竜か──！」

　その声に応こたえるかのごとく、しろがねの悪竜は高く首を伸のばすと、天も地も割らんとするかのごとき咆ほう吼こうを上げた。
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　咆吼の轟とどろきとともに、東番外地に住む者全ては夜よ闇やみの空を見上げた。

　竜の全容のうちどの程度までが見られたかは、場所による。しかし誰だれもが一様に思ったことがある──悪あく魔まにしては、あまりにも巨大すぎる、と。

　首を天に向かってもたげた時の全高は、十メートルを明らかに超こしていた。それよりも背の高い建物は、ブルティエールでさえあまり多くはない。東番外地となれば皆かい無むだ。

　天を見上げる竜。その姿は、人々の根元的な恐きよう怖ふ心、神に対する畏い敬けいの念をかきたてる。しかし人々は同時に考える。竜は、空を見上げて何をしようとしているのか？

　すぐに、人々は──特に竜の近きん隣りんにいる人々は、その理由を悟さとった。

　天を見上げようとしているのではない。

　胸きよ郭うかくの部分が、ふくらみ続けている。

　息を吸い込んでいるのだ。

　限界まで肺をふくらませると、竜は首を地上に降ろし、思い切り息を吐はき出した。

　途と端たん、暴風が巻き起こった。

　竜りゆうの口から吐き出された息は、白い輝きを伴ともなって、眼前にある建物を襲おそう。

　嵐あらしの直ちよく撃げきを受けたかのごとく、建物群は軋きしみ、揺ゆれ始める。もとより東番外地の建物は頑がん丈じような造りではない。荒あれ狂くるう風の勢いに耐たえられるはずもなく、建物は崩ほう壊かいを始めた。







「ぬおお……！」

　通りの正面から流れてくる凄すさまじい風圧に、エルバは思わず顔を覆おおった。

　竜からかなりの距きよ離りがあるはずなのに、風の勢いは凄まじかった。突とつ如じよとして嵐の中に入り込んでしまったかのようだ。

「これが竜の力か……!?」

　ついこの間行ってきた、リの一族の居住地の光景を思い出す。かつて人々が暮らしていたであろう集落の崩壊の跡あとのことを。これによって、あの大破壊はもたらされたのか──

「しかも──これはただの風ではないぞ！」

　同様に顔を手で覆うカエデが、叫さけぶ。

　風が、白く輝かがやいている。

　風に向かって目を見開くことすら困難だが──よく目をこらすと、光こう輝きの正体が見えた。

　白く光り輝く細かい粒つぶのようなものが風に入り交じり、流れている。一つや二つではない、かなりの量だ。小さな雹ひようが暴風に流されているような具合である。

　白い粒の雨が、万ばん物ぶつに吹ふきつけられている。顔を覆う腕うでへ、粒の雨に晒さらされる身体からだへ、痛みは襲いかかる。

　暴風は永遠に続くかとも思われたが、やがて勢いは弱まり、終しゆう熄そくする。竜の息が切れたのだろう。

　腕をゆっくり下ろし、第二波がまだ来ないのを確かく認にんしてから、エルバはルナに問うた。

「なんだ、今のは！　全身めちゃめちゃ痛いんだがよ！」

「塵ちりだよ」ルナは答える。「正確には、塵を固めた物と言った方がいいかな。悪竜が小さな虚きよ体たいの粒を肺の中で作って、吐き出している。僕達はかなり距離があったから助かったけど、至近距離で直撃を受けたら、ミンチになっていたかも」

「それでは近づけないだろうが！」

　カエデが指し摘てきすると、エルバが口を挟はさんだ。

「いや、近づく方法はあるぜ」

　竜が、また頭を天高くもたげ始めていた。第二波が来る予兆である。

「カエデ、俺の後ろに隠かくれてろ」

　言いつつエルバは進み出て、カエデをかばうような形で風の矢や面おもてに立つ。

「──そうか」

　エルバの意図を悟り、カエデは小さく頷うなずいた。

「だが、うまくいくのか」

「どうだかな。だからまずは、この場で試ためしてみる」

　エルバは能力逆流スピンオフを発動し、赤い霧きりを自分の前面に漂ただよわせた。

　先の尖とがった形状をイメージする。水をかき分ける船の舳へ先さきのような形状を。果たして、赤い霧は考えた通りの形を取った。

　悪竜の頭が下がり、建物の陰かげに隠れる。間を置かず、風が再びやって来た。暴風の前兆である風は、みるみるうちに勢いを増す。

「さあ来い……！」

　両手を前方に差し出す格好で、エルバは風を受け止めた。

　すぐに、白い粒りゆう子しが風に混じり、赤い霧に襲いかかる。

　白い粒子は、赤い霧に受け止められた。凄まじい勢いでぶつかってくるものの、赤い霧は粒子の勢いを減殺し、空中に固定していく。

　エルバの背後で待つカエデは、身をこわばらせてひたすらに待った。エルバのシールドのおかげで、先ほどのような全身に打ち付ける痛みは皆無だ。

　そのうち、ブレスは勢いを失い、止やんだ。

　完全に止まった時点で、エルバは赤い霧を消し去った。同時に、赤い霧に留とどめられていた粒子群が重力に引かれる──が、地面に落ちる前に塵となって消え去っていく。

　エルバは両手を下ろし、一息ついた。

「うまく行ったな。我ながらナイス思いつきだ」

　誇ほこらしげにエルバは言ったが、

「ま、十年前にもベルトランがこの手を使ったんだけどね」

　素す早ばやくルナが口を挟んだ。

「なにッ」エルバは怒ど鳴なった。「てめえ、だったらなんで先に言わねえんだよ！」

「いや、これくらいならエルバでもすぐに気づくと思って。というか、この程度の機転が利かないようじゃねえ」

「むう。……クソッ」

　自分を褒ほめたことを恥はじ、エルバはわずかに赤面する。

「とにかく、これで悪竜に接近できる」カエデが言う。「おまえと組んで正解だったようだ。私の力ではこんな真ま似ねはできない」

「そうそう。戦いに生き残るための力は直接的な破壊の力ではなくて、間接的な汎はん用よう性あふれる力だよ」

　一いつ瞬しゆん、──ほんの一瞬だが、カエデはルナを悪意ある目で睨にらみつけた。

「それは私に対するイヤミか」

「おっと」ルナは口元を押さえた。「ネアに対するイヤミのつもりだったんだけど、言われてみれば」

「イヤな奴やつだな、おまえは」

　と言いつつ、カエデは笑えみをこぼした。それからエルバに向き直り、声をかける。

「おまえも大変だな。こんな奴がパートナーだとは」

「同情痛み入る」

　エルバは肩かたをすくめた。しかしすぐに表情を改め、悪あく竜りゆうを見上げる。

「それより、急ごうぜ。エイジを助けなきゃ」

「……そうだな」

　カエデは頷き返した。

　エルバとルナが矢面、カエデが後ご詰づめという隊列を組み、二人と一柱は悪竜目がけて駆かけ出した。竜がまたも首をもたげるのを見上げながら。







　一点だけ、ルナの言葉は間ま違ちがっていた。

　至近距きよ離りからブレスを浴びた人間はミンチにはならなかった。

　ただ単に吹ふき飛ばされたのである。

　悪竜を目の前に見み出いだした者は、本能的な恐きよう怖ふに駆られて逃にげだした。が、一部には好こう奇き心から、悪竜の姿をより近くで見ようとする者もいた。いつの世にもいるものだ──危険の質を見誤り、自殺行こう為いに飛びこむ手合いは。

　悪竜が息を吸いきった時、竜の足あし下もとには十数人の人間がいた。

　次の瞬間、彼ら十数人は枯かれ葉のように東番外地の空へと舞まい上がった。

　暴風が建物を根こそぎ持って行き、白い粒子が壁かべを、屋根をえぐり、空中でバラバラに粉ふん砕さいしていく。形あるものは、竜の吐と息いきの前にあってはまったくの無力だった。

　竜の足下から逃げる人々の足は速かった。恐怖に駆られているだけではない、背後からの風に煽あおられて自然と速度が上がるのだ。しかし彼らはやがて、別種の恐怖に襲おそわれることになる。

　行く道に、ボロボロと土つち塊くれ、石ころ、あるいは建築材が、次から次へと落ちてくる。その大きさは様々、当たっても気づかない程度の物もあれば、複数の人間に同時に死をもたらす巨きよ大だいな物もある。

「畜ちく生しよう！　なにがどうなってるんだよお！」

　人々は口々に怒いかり、呪のろいの言葉、あるいは泣き言を言いながら、暴ぼう虐ぎやく的な死を避さけるためにひたすら逃げる。瓦が礫れきの舞う空を見上げ、瓦礫の散乱する道を見下ろすという行為を繰くり返しながら。時には人の形をしたものが空から落ちてきて進路を塞ふさぐこともあったが、人々はそれが何なのか視し認にんすることは敢あえてせず、ただ災さい厄やくから逃げていく。

　しかし災厄はまだ終わらない。竜の息い吹ぶきを背に感じることもなくなった頃ころ、人々は知る──東番外地から外へ出る道が、全すべてバリケードによって封ふう鎖さされていることを。建材、壊こわれた荷車、机や椅い子すやトタン。無む秩ちつ序じよな素材によって、バリケードは構築されていた。

「なんで道が塞がってる!?　出せよコラ！」

　人々は毒づきながら、バリケードを登って突とつ破ぱしようと試みる。しかしバリケードは、あまりに高い壁だった──実質的にも、比ひ喩ゆ的にも。バリケードに取りつくための足がかりは少なく、空を飛べでもしない限り、この壁を越こえることは不可能と見えた。

　一部の人間は、鳥型悪あく魔まを召しよ喚うかんし、字義通りバリケードを飛び越えていく。しかし逃げられるのは、ごく一ひと握にぎりの人間に過ぎなかった。誰だれもが鳥型悪魔の円盤レンズを携けい帯たいしているわけではないのである。

　地上を這はうしかない人々は、持ち合わせている円盤であり合わせの悪魔を召喚し、バリケードを破は壊かいしにかかる。と同時に、思い出しもする──最近、軍警察の手によって、東番外地の周囲に着々と廃はい材ざいが集められていたことを。まったく意味のわからない行為だったが、つまりこういう意図があったのか、と人々は徐じよ々じよに悟さとり始める。

「軍警察の奴らは俺達を殺す気だぞ！」

「冗じよう談だんじゃねえ！　死んでたまるもんか！」

　人々は口々に叫さけび始め、団結してバリケード破砕に取りかかる。もとより東番外地の人間にとって軍警察は敵だ。共通の敵の姿が見えていれば、団結することはたやすい。

　しかし、「共通の敵」は徹てつ底てい的に東番外地の住人を滅ほろぼすつもりでいた。

　バリケードの左右を塞ぐ建物の二階に、軍警察は重量級の悪魔を召喚していた。牛型悪魔、山や羊ぎ型悪魔など、四足で、頭部に巨大な角を持つ悪魔達を。

　悪魔達は数歩後退して助走を行い、勢いよく角を壁にぶつける。何度も繰り返しているうちに、やがて煉れん瓦がの壁は崩くずれ、穴が開く。崩れた煉瓦は外に落ち、バリケードの上に降り注ぐ。

「……なんだ!?」

　異変に気づいた者達は空を見上げ、すぐ頭上に有角の獣けものの頭を見み出いだす。獣の頭は壁から脱だつ出しゆつするようなしぐさを見せ、次から次へと煉瓦の雨を降らせてくる。

　こいつら、バリケードをさらに高くする気か、と人々は気づき始める。

「ふざけんな軍警察！　俺達を閉じこめる気かッ！　このクソ野や郎ろうども！」

　ののしりの言葉をぶつけるが、軍警察の居場所はあまりに高く、地上からでは届かない。

　ある程度壁の穴を大きくすると、雄お牛うしの首は家の中へと引っ込んだ。

　さっさと降りてきやがれ、俺達を叩たたきのめせると思ったら大間違いだぜ──東番外地の住人は考えるが、少しして降りてきたのはテーブルやら椅子やらだった。軍警察の人間は、家の中の家財道具を壁の穴から放ほうり投げ始めたのだ。

「クソッタレ！　当たったら死ぬだろうが！」

　落ちてくる家財を避よけながら、人々は叫ぶ。椅子程度なら少々かすっても痛くはないが、やがて落ちてくる家財は重量級になってきた。

「……のわああああッ!?」

　頭上から食器棚だなが丸ごと落ちてきて、不幸な人々は悲鳴を上げた。瓦礫、捨てられた家財、その他諸もろ々もろの物体で埋うめ尽つくされた地面の上で、自在に動けるはずもない。運悪く転てん倒とうしたところに食器棚がのしかかり、人々の視界は押し潰つぶされる。

　そのうち、東番外地の方々で火の手が上がり始めた。混こん沌とんの一夜はまだ始まったばかりだ。







「いい！　いいぞいいぞ！」

　二十八区のホテル屋上に一いつ旦たん戻もどって、バルヒーヨは混沌が広がり行く様をワイン片手に眺ながめていた。

「美しき竜りゆうが、醜しゆう悪あくなる光景を破砕し、粉砕していく。俺はこんな光景を待っていたんだ！」

　軍警察も、ドーマンの意向によく応こたえて働いているようだ。東番外地に対する反射的な嫌けん悪おの念を抱いだく者は、軍警察内には少なくない。むしろ多いはずである。「被ひ害がいをブルティエール市内に波は及きゆうさせないよう、バリケードを作る」という仕事に対し、職務的義務感、正義感を働かせてあたっていることだろう。

「こりゃ大したもんだ」

　すぐ隣となりに立つネアは目の上に手をかざし、興きよう味み津しん々しんという表情で街を見下ろしている。

「おまえがそれを言うのか」バルヒーヨが横を向く。「悪竜の姿を見たことがあるんじゃないのか？　二百年ほど前に」

「ネアさんが『大したもんだ』と言ったのは、破壊される街の方だ。二百年前には、この星にこんなでかい街はなかったからねえ。いやいや、これだけの規模のものがぶっ壊こわされるってのは、すげえ眺めだ。東番外地の住人でなくて良かった、って心の底から思うね」

「フフ。ブルティエールに堕だ落らくと退たい廃はいをもたらす者どもなど、生きるに値あたいしない。むしろ排はい除じよしなくてはな」

　悪竜は何度もブレスを吐はき続けている。そのたびに、町並みは徐々に平らになっていった。今は一ヶ所に足を止めているが、やがて壊すものが無くなれば移動を開始するだろう。

「そろそろ出番かね。悪竜が東番外地から外に出ないよう、もう一枚壁かべを作らなくちゃ」

　そう言って、ネアは屋上の柵さくの上に飛び乗った。

「さ、行くぜ。ぼちぼち、敵も動き出すだろうしさあ」

「そうさな。しろがねの悪竜を高所から見下ろすという目的は果たした。地上に降りて、殲せん滅めつを開始するか──悪竜が存分に破壊を行えるよう、状じよう況きよう整備をしてやらなくてはな」

　悪竜任せだけにはできない。十年前、魔ま神じん三柱がかりで悪竜が倒たおされた、という事実が存在するのだ。そして今、悪竜に牙きばを剝むくであろう魔神が三柱いる──氷結の魔神、無形の魔神、電光の魔神が。メンツは異なるが、再び竜が倒される可能性が皆かい無むであるとは言えない。しかし逆に言えば、チャンスでもある──八眼デイアボリツク争覇パーテイのライバルを一いつ掃そうできる、という。

「召コン喚タクト！」

　バルヒーヨはカラドリウスの円盤レンズをはめて鳥型悪魔を喚よび、羽ばたいた。ネアはそのままの姿で柵から飛び降り、ふよふよと浮うきながら宙を進む。

　二人は東番外地に少し入った地点で再合流し、足を並べた。

「さ、それじゃあ囲い込みを始めっか」

「任せる」

　言って、バルヒーヨは集中を始めた。

　彼の眼前に青い炎ほのおが生まれた。炎は細長い円柱の形を取る。炎が消え去ると、その下から暗い青色をした大たい砲ほうが姿を現す。ネアの塵ストラ器イカーである。

「任された」

　ネアは塵器を受け取ると、砲口を後方に向けて、自らその上にまたがった。バルヒーヨはすっと横手に逃のがれる。

「ちょっと行ってくる！」

　途と端たん、塵器が青い炎を噴ふいた。と同時に、ネアが塵器ごと前方にすっ飛んでいく。

　青い炎は地を焼き、そのまま留とどまって盛さかんに燃え続けた。ネアの軌き道どうに従って、炎の壁はみるみるうちに伸のびていく。

　この調子で東番外地を一周し、バリケードの内側にもう一つ、炎の輪を作る。悪竜の動きを東番外地の内側に留め置くための方策である。

「東番外地は完全に焼き滅ほろぼさねばならん。そうして初めて、ブルティエールは真に平和な街になるのだ……フフ。ハハハ！」

　満足げに呟つぶやき、バルヒーヨは悪竜の姿を見上げた。

　ここまではおおむね思い通りに進んでいる。あとは、残る不確定要因──宇宙大将軍への道に立ち塞ふさがる愚ぐ昧まいの輩やからを潰すだけだ。







「まさか──人生で二度も悪竜にまみえることになるとはなあ」

　やや能天気な口調で、クラヴリーは言った。

　ほぼ全すべての人間が悪竜から逃にげようとする中、その人波に逆らって走る数人の集団の姿がある。クラヴリー、リデル、デイジー、テッキ、サクラ、そしてマロである。

「こんな時に、カエデはどこにいるのでおじゃるかなあ」

　目と鼻のない顔を隠かくそうともせず、マロは道の真ん中を堂々と走っている。すれ違ちがう人々のうち何人かはマロの顔に視線を投げるが、特にどうという反応を示すこともなく走り去っていく。今は、のっぺらぼうごときに構っている場合ではない。

　クラヴリー達からは、悪あく竜りゆうの左半身が見えている。この位置だと、ブレスの影えい響きようはあまりない。悪竜が頭を下ろすと、しばらくしてから風が吹き、粉ふん塵じんがバラバラと飛んでくる程度。しかし距きよ離りを詰つめるに連れ粉塵の量は多くなり、タイムラグも短くなってきている。

「おそらくは、悪竜のもとに向かっている──そう信じたいですね」

　険しい表情のまま、テッキは言う。

　女性班はひとまとまりになって隠かくれ家がに住んでいた。なので、カエデがエイジに会いに行った、というところまではわかっている。しかしその後、何が起きたのかまでは知りようがない。わかっているのはただ一つ、悪竜はエイジを依より代しろとして召しよ喚うかんされているということだけだ。

「きっと、エルバ君もいますよね？」

　不安を隠そうともせず、サクラは希望を述べる。

　エイジと一いつ緒しよにいたはずのエルバは今、どこで何をしているのか。最悪の場合を考えると、胸の中に氷ひよう片へんが詰まったような感覚に襲おそわれる──が、テッキはその気持ちを表には出さず、

「ルナも一緒です。そう簡単にはくたばらないでしょうよ」

　短く言う。

　しかし、心の乱れまでを完全に隠し通すことはできなかった。先頭を行くクラヴリーが急停止すると、テッキは不注意にも彼の背中に顔から突つっ込んでしまったのである。

「ぬおっ」

　クラヴリーは数歩よろけただけだったが、テッキは思い切り転てん倒とうした。すぐに起きあがって、

「いきなり止まらないで下さい！」

　絶ぜつ叫きようした。

「シーッ！」

　かなり逼ひつ迫ぱくした口調で、クラヴリーは黙だまるよう指示した──が、その表情はすぐにあきらめに変わる。
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「あーあ。見つかってしまったようだな。君のせいだぞ、テッキ君」

　何のことか、とテッキは目をぱちくりさせた。しかし前方を見やってすぐに気づき、「あっ」と声を漏もらす。

　テッキの叫さけびを聞きつけ、三人のオーラン人がクラヴリー達に視線を注いでいた。

「やっと見つけたですうーッ」

　と叫んだのは、クマの人形を抱だいた女の子。

「やはり、悪竜のもとに向かおうとしていたな──」

　と呟いたのは、巨きよ大だいなフォークのような戟げきを持ち、ポンチョを身にまとった娘むすめ。

「おいこら！　そこにいるデカブツはリデルだな!?」

　と呼びかけたのは、竹の葉をモリモリと食くらっている娘。

「税ぜい騎き士し──！」

　サクラが呟いた。

「彼女らに見つからないよう、迂う回かいしていこうと思ったんだがね」

　クラヴリーは恨うらめしげにテッキを見つめる。

　反論しようと思ったが、明らかに自分の大失態である。テッキは素す直なおに謝った。

「──申し訳ありません。どうやら、ここはワタクシが責任を取るべき場所のようですね」

　税騎士三人は、殺気をまといながら近づいてくる。明らかに、この場でやり合う気だ。

「そうだな──と言いたいところだが」

　クラヴリーは言い返した。

「ここは、我々が盾たてとなる場所だろう」

「つまり、あいつらは俺達に任せて、おまえは先に行けってこった」

　リデルが語を継つぐ。

「──しかし──」

　テッキは反論しようとしたが、

「いえ、クラヴリーさんの言う通りです」

　サクラが遮さえぎった。

　テッキがサクラに向き直った時、サクラは既すでに眼鏡めがねを外していた。

「竜を倒たおせるのは魔ま神じんだけです。テッキはまっすぐに悪竜のもとへ向かって、エイジさんを助けて下さい。それに──」

　普ふ段だんとはまるで別人のような鋭するどい視線を、サクラは税騎士達に向けた。

「私も、やられたままで黙っていられる人間ではありませんので」

　博物館攻こう防ぼう戦の際、サクラはツバキ・ナカムラと戦っている。負けた、とまでは言わないが、かなりの劣れつ勢せいを強しいられた。その時の屈くつ辱じよくを、まだ忘れてはいないということだ。

「おっと」リデルが口を挟はさむ。「ツバキは俺に任せてもらうぜ」

「そうですか。では、私はあのクマの子の相手をします」

「ということは、私がフォークの相手をすることになるのかな。三対三という格好になるな」

　クラヴリーが最後に言う。

　勝手に決まっていく話に、テッキは戸と惑まどいを覚えずにはいられなかったが──

「ま、ここはみんなの気持ちをありがたく受け取ろうぜ」

　袖そで口ぐちから声が漏れる。ボルがぬるりと触しよく手しゆを一本外に出した。

「それが賢けん明めいでおじゃろ。悪竜をほっとけば、比例的に被ひ害がいは大きくなっていくでおじゃる」

　マロも賛意を示す。

　皆みなの言葉に、テッキもついに承服した。

「……わかりました。言う通りにしましょう」

　クラヴリーはデイジーに顔を向けた。

「君がついて行ってやれ。悪竜のもとに行く途と中ちゆうでトラブルが起きるとも限らないし」

「わかりました」デイジーは即そく答とうする。「御ご武運をお祈いのりします」

「あの三人、全員強敵ですよ。死なないで下さいね」

　テッキも言葉をかける。しかしクラヴリーの表情には余よ裕ゆうがあった。

「バルヒーヨへの復ふく讐しゆうを果たすまで、死ねるものかね。あとで追いつくから、心配せずに行ってくれ」

　テッキは小さく頭を下げ、その場を離はなれた。デイジーとマロが後に続く。

「ちょっと待つですー！」

　テッキ達の動きを見て、ホタルが叫んだ。税騎士達はテッキ達の後を追おうとする。

「いいや、待つのはテメエらの方だぜ」

　リデルが巨体を揺ゆらして、進路に割り込んだ。続いてクラヴリーとサクラが、リデルの左右に立つ。

　三人と三人が、数メートルの距きよ離りを置いて対たい峙じする。

「リデル、久しぶりじゃないか。こんなところで何をやってんだ？」

　まず、ツバキがリデルに話しかける。

「見ての通り、あのとんでもねえバケモンが出てきたんで、逃にげまどってんのよ」

　完全に落ち着いた口調で、リデルは首をもたげて悪あく竜りゆうを見上げた。

　ツバキは闊かつ達たつに笑った。

「だったら、道を空けてくれてもいいんじゃねえのか？　あたしらには、逃とう亡ぼう中の博物館館長をとっ捕つかまえるっていう仕事があるんだ」

「ただし、逃亡中の脱だつ獄ごく犯と出くわしてしまった以上、見み逃のがすわけにはいかない」

　ランコが、鋭い視線と戟の先せん端たんとをクラヴリーに向ける。

「だから私はクラヴリー・ガーディアンのそっくりさんだって。ここしばらく大迷めい惑わくを被こうむり続けているんだが──」

　クラヴリーは言い訳をした。しかし、ウソッパチは夜空にむなしく響ひびくだけだった。

「──わかったよ。認める、私が世間で噂うわさの極ごく悪あく脱獄犯だってことは。しかし、黙だまって捕まる気はさらさらない」

「すぐに黙る羽目になるですよ。私達に勝てると本気で思っているのかしら？」

　言って、ホタルはケタケタと笑った。

「もちろんです」サクラは言い切った。「あなた方こそ、私達に足あし腰こし立たなくなるまで叩たたきのめされた後、どうやって悪竜の息から逃れるかという算段をしておいた方がいいのではありませんか」

　冷や水を浴びせるような言葉に、ホタルはピタリと笑いを止め、サクラを睨にらみつける。

「なめたこと言ってると、八やつ裂ざきにするですよ!?　召コン喚タクト！」

　怒いかりにまかせ、ホタルがアスラベアを召しよ喚うかんする。

　それを皮切りに、税ぜい騎き士し達、クラヴリー達は次々に悪魔を召喚していく。三対三の悪魔対決の火ひ蓋ぶたは、たった今切って落とされた。







　真っ白い悪竜の姿を、遠くから眺ながめる二人連れがいた。

　東番外地のさらに東側、低木林地帯に、黒衣の男性と白衣の少女が連れ立ち、頭をもたげていた。

「始まったようだね。バルヒーヨの東番外地殲せん滅めつ大作戦が」

　と語ったのは、フードを目ま深ぶかに被かぶった白衣の少女だった。フードの奥の両目を閉とざしているその少女は、自らをブラナ・ラ・モートと呼んでいる。

「俺は、このようなやり方は好かない」

　その少女に、死神のごとく付き従う男の名はグレン・ダール・キングスリー。八眼デイアボリツク争覇パーテイの監かん視し員いんを務める人物だ。

「魔ま神じんと己おのれの力以外に訴うつたえるやり方は……」

　グレン・ダールは、ひときわ険しい表情をたたえている。

　対照的に、ブラナはさも面おも白しろそうに口元を吊つり上げた。

「いいじゃないか。ネアは一対三の不利な戦いを強しいられているのだから」

「一対三などという状じよう況きようを作ってしまう方が問題だろう」

「ま、そうかもしれないな。しかし昔の契けい約やく相手だというのに、君は冷たいな」

　グレン・ダールは何も答えなかった。無言のまま、悪竜を見上げ続ける。







「犯罪者の分際で、警官様にたてつくんじゃねえ！」

　ボンダーマンとスパーキンは、東番外地境界の封ふう鎖さ任務につき、バリケード内からの脱出を試みる人々の鎮ちん圧あつ行こう為いに精を出していた。

　ボンダーマンらの担当する区域は、バリケードがわずかながら崩くずされかけていた。崩ほう落らくして低くなっている部分があり、そこから人々は脱出を果たそうとする。次から次へとわいてくる脱出者を殴なぐり倒たおし、これ以上のバリケード崩落を防ぐのがボンダーマンらの仕事である。

　ワータイガーを召喚したボンダーマンは、手当たり次し第だいに脱出者を殴り、蹴け飛とばし、爪つめでひっかいて、片かたっ端ぱしから打ち倒していく。脱出者達もまた悪魔を喚よんではいるが、オオツノミノタウロスやリザードマンなど、せいぜい二段級の悪魔ばかりだ。ひるがえってワータイガーは七段級、そしてボンダーマンは格かく闘とう術の訓練を受けている。圧あつ倒とう的な強さで、ボンダーマンは脱出者の山を築いていった。

　やがて、待ちかまえる軍警察と対決することの愚ぐを悟さとり、脱出者達は別の出口を求めてバリケードを離はなれていく。人の波が収まったことを悟り、ボンダーマンはワータイガーを解放した。

「お疲つかれ様さまですね」

　スパーキンが声をかけ、他ほかの警官達も一息つく。このバリケードに対し、ボンダーマン達は五人で防護に当たっていた。これでしばらくは気楽にいられるだろう、と誰だれもが思ったのだが──

　かちん、かちんと奇きみ妙ような金属音が響いた。

　それは小さい音だったが、妙にはっきりと聞こえた。

　五人の警官は、同時に音源を見やる。

　ブルティエール市内の方向から、一人の男が歩いてやって来た。カーキ色の上衣を着て、片手はポケットに突つっ込み、もう一方の手にはペンチを握にぎっている。

　男──フィールディングはバリケードから距きよ離りを置いて立ち止まると、かちんと一回だけペンチの先端を打ち鳴らした。

「ボンダーマンにスパーキン……また会ったな」

　伏ふせていた顔を、フィールディングはすっと上げる。

　顔はほとんど無表情だった。しかし、その両目には、限りなく狂きよう気きに近い怒りの炎ほのおが灯ともっていた。

「…………!?」

　その目を見た瞬しゆん間かん、ボンダーマンとスパーキンは全すべてを悟った。

「俺の妹と弟を殺したのは、おまえ達か……？」

　底冷えのするほどに静かな声で、フィールディングは問いかける。

「一体何のことだ？」ボンダーマンはとぼけてみせる。「そりゃ、事件のことは知っている。ご愁しゆう傷しよう様さまだったな。だが、俺達を目の敵にするのはお門かど違ちがいってもんだぜ。なあ？」

「そうですとも。たしかにお互たがい、仲がいいとは言えないとはいえ、その種の深刻な問題を責任転てん嫁かされては、黙だまってられませんね」

　スパーキンも攻こう撃げき的てき姿勢を見せる。

　その返答を聞いて、少しの間フィールディングは黙っていたが、

「……ンフフフフ……」

　やがて、その表情は笑えみに歪ゆがんでいった。

　妙な振ふる舞まいに、ボンダーマンとスパーキンは眉まゆをひそめる。

「……何がおかしいのですか」

　スパーキンが問う。

「ここに来るまでの間、おまえらに土下座でもされたらどうしよう、なんて思ってたんだよ。おまえらは誰かに土下座されたことがあるか？　あれには、怒いかり猛たけっている人間を自省させる魔力がある。おまえらに土下座されたら、ためらっていたかもしれない……」

　フィールディングは頭をもたげ、歪んだ笑顔を二人に見せつけた。

「だが、おまえらの開き直った態度を見て、安心した。これで、心おきなくおまえらをブチ殺すことができるってもんだ」

「落ち着け！」あくまでもボンダーマンはとぼけ続ける。「だから、俺達がやったとかいう証しよう拠こがあるのか、と聞いている！」

「ブレイナン警部が教えてくれた」

　その一言に、「ム」とボンダーマンは言葉を詰つまらせた。

「バカなことを。我々の上司が、そのような世よ迷まい言ごとをあなたに教えたというのですか？」

　スパーキンが反論する──が、その声には動どう揺ようが表れ始めている。

「教えてくれたとも」フィールディングは答えた。「おまえらも、地じ獄ごくに行ったらブレイナン警部に聞けばいい。もっとも、あの人が言葉を出せるかどうかはわからんがな──このペンチで、あの人の喉のどを叩たたき潰つぶしてやったから。地獄にいい咽いん頭とう科の医者がいることを祈いのるこった」

　ペンチの先せん端たんを、相手に見せるように突き出す。そこには、血の痕あとがこびりついていた。

「…………!!」

　事ここに至って、ボンダーマンらも悟らざるを得なかった──もはや言葉の力をもってフィールディングを説得するのは不可能だ、と。

　となれば、──

「……不幸中の幸いって奴やつだな」

　ボンダーマンがぽつりと言った。

「どういうことだ」

　フィールディングが問い返す──と、ボンダーマンはそれまでとはうって変わって、下げ卑びた笑みをその顔にのせた。

「おまえが今、この時この場所にやってきたってことが、だ。……今なら、東番外地の混乱のどさくさってことで、てめえを始末できるからなあ！」

「皆みなさん、あの男を処分して下さい！　あの男は正気を失っています！」

　スパーキンが、他の三人の警官に指示を出す。

　しばらくフィールディングらの会話を傍ぼう聴ちようしていた彼らとしては、戸と惑まどわざるを得なかった。彼らは暗殺班のメンバーではないのである。

　しかし、目の前の男（彼らはフィールディングが警官であることを知らない）は明らかに正気ではない様子である上に、凶きよう器きとなりうるペンチを握にぎっている。ほっとけば何をされるかわかったものではない。

「わかりました！」

　逡しゆん巡じゆんの後、命令に従い、警官三名は警棒を抜ぬいた。フィールディングを囲みにかかる。

　フィールディングは笑みをおさめ、警官達に鋭するどい視線を投げつけた。

「どけ。俺の邪じや魔まをするな……！」

　凄すさまじいまでの敵意に、警官らは一歩退きかける。しかしすぐに気を取り直すと、

「かかれ！」

　号令を合図に、同時にフィールディングに襲おそいかかった。三方向から、顔面、ペンチを握る手、胴どう体たいを同時に狙ねらう。

　しかし──

「……フンッ！」

　怯ひるむどころか、フィールディングは逆に自ら前に出て、素す早ばやくペンチを突つき出した。

「ムグッ」

　左手から襲いかかろうとしていた警官が、ペンチに鼻を挟はさまれる。警棒はフィールディングの身体からだに当たったが、間合いが狭せますぎてカス当たりになり、ほとんどダメージを与あたえられない。

　間かん髪はつを入れず、

「邪魔をするなと言っている！」

　フィールディングは薙なぎ払はらうようにして、警官を横へ投げた。残り二人を巻き込んで、警官らは抱だき合いながら無ぶ様ざまに転てん倒とうする。

「クソッ！　何をする……!?」

　警官らは体勢を立て直そうとするが、絡からみ合ったせいでうまいこと起きあがれない。冷静な状態であればすぐに立てただろうが、混乱と戸惑いのせいで、警官らは判断力を失っていた。

　それが、彼らの運命を決定づけることとなった。

　フィールディングは素早く彼らのもとに飛び込むと、ペンチを逆手に持ち替かえ、振ふり下ろした。正確に三度。振り下ろされるたびにくぐもった悲鳴と不快な圧あつ潰かい音が聞こえたが、「作業」が終わると、警官らは完全に沈ちん黙もくした。

　早はや業わざだった。

　フィールディングの変わりように、ボンダーマンもスパーキンも呆あつ気けにとられていた。

「……フウーッ」

　一息吐はき出して、フィールディングはボンダーマンらに向き直った。たった今三人を始末したペンチは、血にまみれ、小さな肉にく片へんがこびりついている。

「次はおまえらの番だ」

　静かな声で、フィールディングは宣告した。

「……フン。おまえにそんな特技があるとは知らなかったぜ」

　軽口を叩きながら、ボンダーマンはみるみる表情を険しくする。殺やらなければ、殺られる──命を懸かけねばならない時が来た、と知って。

「召コン喚タクト！」

　ボンダーマンはワータイガーを、スパーキンはアームドミノタウロスを召しよ喚うかんした。

「……ですが」スパーキンはフィールディングを指さした。「あなたの日曜大工、随ずい分ぶん独特な流りゆう儀ぎですね。誰だれからそんな技術を習ったんですか」

「……召喚」

　フィールディングも召喚を行う。

　輝かがやく霧きりの中から現れたのは、全身黒い姿をした人型の悪魔だった。すらりとした長身のてっぺんには、犬の頭が乗っている。耳がぴんと立った、鋭い顔つきの犬である。サンダーランドアヌビスモドキというのが正しい名前だが、その死を連想させる出いで立ちから「冥めい府ふの使者」「死の使い」などとも呼ばれる。

「誰から習ったか、だと……？」

　静かに立ち尽つくしていたフィールディングは、突とつ然ぜん地面を蹴けると、一いつ瞬しゆんでボンダーマンらとの間合いを詰つめ切った。

「……我がり流ゆうに決まってるだろうがッ!!」

　固く握ったペンチで、ワータイガーの目を狙う。

　ワータイガーは咄とつ嗟さに手をかざし、ペンチを食い止める。鋭いペンチの先は、しかしワータイガーの肉球を突き破るには至らない。

「そりゃッ」

　その隙すきに、真横からアームドミノタウロスが躍おどりかかった。外がい殻かくで守られた太い腕うでで、犬頭の悪魔の顔面を狙う。

　フィールディングは素早く退き、間合いを取り直した。

「なるほど。こりゃブレイナン警部もやられるわけだ」

　痛みを紛まぎらわそうとしているのか、ボンダーマンは自分の手に息を吹ふきかけた。

「だが、俺達がそう簡単にやられると思うなよ？」

「その前に、もう一度聞く」

　フィールディングはペンチを突きつける。

「俺の妹と弟を殺したのは貴様らか！」

「ああ、その通りよ！」

　もはや、ボンダーマンには隠かくす気などなかった。

「いやあ、いい声で鳴いてくれたぜ？　特に妹の方はよお！」

　犬頭の悪魔はギリリと鋭するどい牙きばを嚙かみしめると、

「貴ィッ様ァァ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、再びボンダーマンに襲おそいかかった。







「とっかああ──んッ!!」

　ドリルケラトプスは、ドスドスと地じ響ひびきを立て、標的目がけて突進した。

　サクラの喚よんだ四足の悪あく魔まの頭部には、前方に向かってまっすぐ生えている三本のドリルがある。高速回転で敵をはじき飛ばし、あるいは貫かん通つうする。本来はトンネル掘くつ削さくなどに使用される悪魔だ。

　三本のドリルの先で待ちかまえるのは、六本腕の熊くま型がた悪魔、アスラベアである。

「そんな鈍どん重じゆうな悪魔で、私に勝てるわけないですよッ！」

　ホタルの召喚した悪魔は、その巨きよ体たいには見合わぬ素す早ばやさでひらりとドリルとの正面衝しよう突とつを避さけ、三本の左腕でまとめて三本のドリルを抱かかえ込んだ。

「……な……!?」

　サクラはドリルの回転を加速する。しかしギョリギョリと耳が痛くなるような摩ま擦さつ音が上がるのみ。強ごう引いんにアスラベアを丸ごと持ち上げようとしても、重すぎて首が上がらない。

「覚かく悟ごするですぅ──ッ」

　ドリルケラトプスの動きを封ふうじた上で、アスラベアは空いている三本の腕で容よう赦しやなくドリルケラトプスの頭部に攻こう撃げきを加える。恐おそるべき膂りよ力りよくで殴なぐり、あるいは爪つめでひっかく。ドリルを押さえられては避よけることも防ぐこともかなわず、サクラはいいように殴られるしかなかった。

「このままじゃ……一方的にやられる……！」

　ドリルケラトプスにこだわることの愚ぐを悟さとったサクラは、攻撃にわずかに間ができた瞬間を狙ねらって、ドリルケラトプスを解放した。

「せっ！」

　そして、素早く後方に身を投げる。アスラベアの爪が地をえぐったのは、その半秒後のことだった。一歩踏ふみ出してさらに一撃加えようとするが、その時にはサクラは地を転がりつつ遠くまで離はなれていた。

「チッ。惜おしいですねえ」ホタルは舌打ちする。「……でも、もう降参ですかあ？」

「そのつもりはありません」

　サクラは目からドリルケラトプスの円盤レンズを剝はがした。

　どうやら、あの六本腕の悪魔に対たい抗こうするには、ドリルケラトプスは相あい性しようが悪い。手持ちの円盤でアスラベアに対抗できそうなものは、とサクラは頭を回転させ、そして答えを得る。

「あまり好きな悪魔ではないのですが、この際命には代えられませんね」

　袖そでの内に隠している円盤ホルダーから円盤を引き抜ぬき、自分の目にはめ、

「召コン喚タクト！」

　サクラは悪あく魔まを喚んだ。

　塵ちりは、またしても巨大な悪魔の姿を構成していく。しかし今回は横に大きな悪魔ではなく、縦に大きな悪魔である。

　一言で言うなら「巨人」だった。ただし、ただの巨人ではない。灰色の体色の胴どうからは、十二の肢てあしが生えている。それは腕であると同時に足であり、身体からだのありとあらゆる部位から外側へ向かってありとあらゆる方向に伸のびている。

「レッサーヘカトンケイル……！」

　ホタルが悪魔の名を呼ぶ。四足獣じゆうならぬ十二足獣が、アスラベアの眼前に立ち塞ふさがっていた。その全高は、アスラベアよりも高い。

「……ハッ！」

　しかし、ホタルは怯ひるむことなく、肩かたをすくめた。

「こっちが腕六本なら、そっちは二倍の十二本でいくってわけですかあ？　単純ですねえー、そんなにたくさん腕があったら、まともに動かせないでしょ」

　一いつ般ぱん的に、異形の悪魔であればあるほど、強い悪魔とみなされる。しかしそれにも限度というものはある。あまりにも人の身体と構造が異なる悪魔は、召しよ喚うか主んしゆの直感で動かすことが難しいのだ。悪魔の能力を百パーセント発揮できれば強いのは間ま違ちがいないが、十二本の腕を自在に動かすことはそう簡単ではない。能力を十全に発揮できなければ、下位の悪魔に叩たたきのめされることもある。

　まして、異形の悪魔には幻肢フアントム逆流ペインというリスクもある。

　虚きよ体たいに対するダメージは、召喚主にフィードバックされる。相応する部位に対して感覚が返って来ることを逆流バツクワードと呼ぶ。相応する部位がない場合──つまり、悪魔の羽やら尻尾しつぽやらに攻撃が加えられた場合──、近きん似じの部位に、数倍の痛みが発生する。これを幻肢逆流と呼ぶ。

　故ゆえに、あまりにも人とかけ離れた姿の悪魔を喚ぶ者は決して多くないのだが──

「動くかどうかは、あなたの身体で確かめて下さい……！」

　宣言して、サクラは動き始めた。

　身体を前に倒たおし、腕うで二本で地面を捕つかまえる。すると次の瞬しゆん間かんにはその二本の腕が、悪魔の大きな体を支える二本の足となっている。悪魔は進みたい方向に身体を倒し、その方向にある腕で地面をつかむ──ということを高速で繰くり返すのが、ヘカトンケイルの移動方法である。人間でいうなら、側転を繰り返すようなものだ。

　その間、ヘカトンケイルの身体は三六○度あらゆる方向に回転する。従って、召喚主はどっちが上でどっちが下だかわからないような状態に陥おちいる。ヘカトンケイルの扱あつかいを難しくしている大きな要因の一つである。

　しかし、サクラはなんなく高速移動をこなした。少し迂う回かいする軌き道どうを取って、地面に散乱する瓦が礫れき類を踏み砕くだきながら、アスラベアの斜ななめ前に躍おどり出る。遠心力を味方にして、ヘカトンケイルは腕を三本まとめてアスラベアの頭上に振ふり下ろし──

「ふあ、っとぉ！」

　寸前で、アスラベアは引き下がった。後方にまっすぐ飛び、ヘカトンケイルに空を切らせる。十二足の悪魔は、そのまま高速回転しながら離れていく。

「そんなキモい悪魔を扱うとは、よくやるですねーッ！」

　ホタルは嘲あざけるような声を上げた。

　ヘカトンケイルは大きな曲線を描えがいて進路を戻もどし、再びホタルに迫せまり来る。

　その巨きよ体たい、その腕わん力りよく、そしてその醜しゆう怪かいな外見。あらゆる点で恐きよう怖ふすべき悪魔であるが、ホタルには勝算があった。

　レッサーヘカトンケイルの移動方法は球のごとくだが、頭は人間型のものだ（その造作はおおよそ人間のものとは言い難がたいが）。つまり、二つの目は前面を立体的に捉とらえるためについており、後頭部の側は死角となる。

　敵に背中を見せやすくなるのが、高速移動の欠点である。そのことを、ホタルは知っていた。

「かかって来るです！　地じ獄ごくに堕おとしてやるですよォォ──ッ」

　ホタルはレッサーヘカトンケイルの回転をじっくりと見み極きわめにかかった。十二本の足が大きな回転を見せるその内側、頭部はどちらの方向に向いているのか？

　ギリギリまで観察を続け、再びアスラベアの頭上に攻こう撃げきが迫った、その瞬間──

　身をよじって攻撃を避さけて回り込み、アスラベアはヘカトンケイルにがっちりと取り付いた。

　一番上の二本の腕でヘカトンケイルの頭を挟はさむようにして固定、残り四本の腕でヘカトンケイルの腕を四本押さえ込む。ヘカトンケイルの腕があと八本残っている状態ではあるが、生えている方向のせいで、どんなに曲げてもアスラベアには届かない。せいぜい指先が軽く触ふれるという程度。

「さあ、これで勝負あったじゃないですか……？」

　力で強ごう引いんにヘカトンケイルを押さえ込みながら、ホタルは声をかける。サクラは脱だつ出しゆつしようと身体を左右に振るが、アスラベアの馬ば鹿か力ぢからからは逃のがれられない。アスラベアの大重量にとりつかれている限り、高速回転で逃にげることもかなわない。無理矢理行けば、アスラベアにのしかかられて潰されることだろう。

「このまま腕をヘシ折ってやるですよぉ──ッ。どれだけの幻肢逆流になるですかねえ？」

　ごろり、とアスラベアは背中側に転がり、ヘカトンケイルを天に掲かかげた。両足を使ってヘカトンケイルの胴体を押し上げて揺ゆらし、つかんだ腕をさらに締しめ上げる。

　サクラの敗北は時間の問題──と思われたが、サクラは悲鳴一つ上げていなかった。

「もう少し、痛いとか折れるとか言ったらどうですか！　気分が出ないですぅ──ッ！」

　いらついて、ホタルはさらに力を込こめる。

　それでもサクラは、苦しげな吐と息いきをわずかに吐はき出しただけだった。

「つまらないですぅ！　だったら、さっさと腕を折って幻肢逆流を──」

「幻肢逆流を受けるのは、あなたの方ですよ」

　はじめてサクラが口を利きいた。

「負け惜おしみとは、なかなか根こん性じよう据すわってるですねえッ」

「──あなたは、ご存じなかったみたいですね」

　妙みような物言いに、ホタルは黙だまり込む。

「レッサーヘカトンケイルには、亜あ種しゆが存在するってことを」

　サクラが言った次の瞬間、ヘカトンケイルは頭を振った。

　アスラベアに押さえられているため、揺れはわずかだった。だが、それで十分だった──後頭部を覆おおう髪かみの毛を払はらい飛ばすには。

「え……!?」

　全面に毛が生えているもの、とホタルが信じ込んでいた後頭部には、もう一つの顔があった。

　後方を視界に収めるための、二つの目が。

　その目で極きめられ具合を見み抜ぬき、ヘカトンケイルは腕をあっさりと抜いた。逆にアスラベアの右側下の腕二本を、四本の腕を使ってすべて極め上げると思い切り身を投げ、

「クラァァ──ッシュッ!!」

　ためらわずにまとめてへし折った。

「なああああッ!?」

　幻肢フアントム逆流ペインに襲おそわれ、ホタルは絶ぜつ叫きようした。

　サクラは手をゆるめず、アスラベアにのしかかり、マウントポジションを取った。

「とどめ……ッ！」

　ヘカトンケイルは、四本の腕うででアスラベアに容よう赦しやのないパンチの雨を降らせた。顔面へ、胸へ、首へと、正確に標的を捉とらえて殴なぐる。まさににわか雨、集中豪ごう雨うだった。

　十数秒の後、ホタルの気絶をもって、雨は止やんだ。

　アスラベアの虚きよ体たいが塵ちりになって消え去っていく。あとに残されたのはクマのぬいぐるみを抱だいた一人の少女の姿。完全に叩たたきのめされ、ぴくりともしない。

　サクラも悪あく魔まを解放し、円盤レンズを取り外して、眼鏡めがねをかけ直した。

「私が喚よんだのは、『ツインヘッドレッサーヘカトンケイル』という悪魔なんですよ」

　聞こえるはずがない、と思いつつも、サクラは答えを口にした。

　三六○度、あらゆる方向へと動ける割には視界が狭せまい、という弱点を克こく服ふくした悪魔、それがツインヘッドレッサーヘカトンケイルだった。

　悪魔を喚んでいる時でも、人は無意識のうちに人間の身体からだを基本として考えてしまう。人が人である以上、克服することの難しい盲もう点てんだ。その盲点を、サクラは利用したのである。

　もう一点、幻肢逆流の発生する部位を多く持つ悪魔に対した時には、そこを狙ねらいたくなるのが人情というものだ。ホタルが、アスラベアの鋭えい利りな爪つめを生かしたアウトレンジの戦いに終始していれば、勝利はまだわからなかっただろう。だが、ヘカトンケイルの無数の腕を見たホタルは、腕折りで幻肢逆流による短期決着を狙った。その結果として、サクラの思うつぼにはまったのである。

　勝利にサクラは胸をなで下ろした。しかしまだ、安心している場合ではない。

「それより、クラヴリーさんとリデルさんは──」

　ホタルへの視線を切り、サクラは仲間の姿を捜さがした。







　マーレボルジュのボス、アンテノラは二十八区のホテル最上階のレストランで、悪あく竜りゆうの姿を目撃していた。

「あれは……!?」

　会食中、思わず腰こしを上げる。

　初見ながら、アンテノラは直感した──あれこそ伝説に謳うたわれるしろがねの悪竜だ、と。

　しばしの間、破は壊かいを繰くり返す悪竜をぼーっと見つめていたアンテノラだったが、はっと我に返ると、

「行かなければ」

　会食相手、ドーマン議員に声をかけた。

　ドーマンもまた、悪竜の姿にドギモを抜かれている様子だった。が、アンテノラの声を聞くと、すっと平静を取り戻もどした。

「今から行って、何をする気なのかね」

　何を言い出すんだ、とアンテノラは顔をしかめた。

「なにかしら、やることはある。少なくとも、私一人がここでのうのうとしているわけにはいかないね」

「いや、それは困る」

　ドーマンは手を叩いた。すると会食室のドアが開いて、ドーマンのボディガードが続々と入ってくる。

「今から特別料理が来る。あの悪魔を眺ながめながら、珍ちん味みをいただこうじゃないか」

　ドーマンは誰だれかに命令でもされているのか、とアンテノラは訝いぶかしんだ。悪竜の姿を見た時は明らかに動転していたが、その後すぐに落ち着きを取り戻している。はじめからこうする予定だった、とでもいう風に。

「誰の指示かね」

　アンテノラは尋たずねた。しかしドーマンは何も語らず、ボディガード達は次々に悪魔を召しよ喚うかんしていく。話し合うつもりはないらしい。

「……そうかね。だがとにかく、私は行かせてもらう。邪じや魔まをするというのなら、──地じ獄ごくを見てもらおうか」

　そう言って、アンテノラは懐かい中ちゆうから円盤を一枚取り出した。







「……っとお！」

　鋭するどい刃やいばの一いつ閃せんを、クラヴリーは寸前で避よけきった。すっと背中に飛び、戟げきの攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれる。

　クラヴリーはデスドレッドデーモンを召喚していた。が、その動きはやや鈍にぶく、本来のものではない。

　対して、ランコの召喚しているフォークスワローワーは絶好調そのものだった。二足歩行するワニのごとき容姿をした悪魔は、両手で戟を握にぎり、クラヴリーを一方的に攻撃している。戟の先せん端たんには凶きよう悪あくなフォークとでも言うべき形状をした刃があり、二度三度とデスドレッドデーモンの甲こう殻かくをひっかいていた。

「フン！」

　大きく間が空いたところで、ランコは一いつ旦たん足を止めた。忌いま々いましげに、石いし突づきで地面を打つ。

「ブルティエールをあれだけの騒さわぎに陥おとしいれた男とはどれほどのものかと思っていたが、案外期待はずれだな！」

　正直な感想を、ランコは口にした。

　一対一の戦いは、ランコの優勢で進んでいた。次々と攻撃を繰り出すランコに対し、クラヴリーはひたすら防戦一方の構えでいる。時々思い出したように反撃を繰り出すが、パンチもキックもあらぬ方向に飛んでいく。

　イライラが募つのり始めていた。優勢とはいえ、まともな打撃は当たっていない。クラヴリーの防戦態勢は作戦なのか、とランコは疑う。ならば舌ぜつ戦せんにて挑ちよ発うはつし、向こうから手を出させてやる──と考えたが、

「他人の勝手な期待に応こたえる必要はないね」

　落ち着き払はらった声で、クラヴリーは言い返した。その声には動どう揺ようも昂たかぶりもない。

「さっきから、そっちの攻撃は空から振ぶりばかりじゃないか。おまえの目は見えているのか？」

　もう少しランコは粘ねばる。それでもクラヴリーの態度は変わらない。

「見えているとも。攻撃が当たらないのは、ただ単に本調子じゃないだけさ」

　デスドレッドデーモンは、可動範囲を確かく認にんするかのごとく、腕うでを片方ずつぐるぐると回し始めた。

「いつもながら、どうにかしたいと思っているんだが」ストレッチを続けつつ、クラヴリーは言う。「なかなか火がつかないんだ、ある程度身体からだを動かさないと。昔は最初から出力百パーセントでいけたものだが、年は取りたくないね」

　最後に両手首をブラブラとやって、デスドレッドデーモンは腕を下ろした。

「だが、どうやらやっと身体がほぐれたようだ。ここからは本気で行こう」

　胸の前で拳こぶしを固め、軽くシャドーボクシングをしてみせる。

「本気？　本気で言っているのか？」

　ランコはつい噴ふき出しかけた。クラヴリーのシャドーボクシングが、腰こしの引けたかっこ悪い動きを見せたからである。

「寝ね言ごとは寝ながら言うものだ……！」

　地を蹴けって、フォークスワローワーはデスドレッドデーモンに襲おそいかかった。戟を高く上げて振り下ろし、肩かた口ぐちを狙ねらう。甲殻と甲殻の間に刃を立てようとして──

「ぬぐあッ!?」

　悲鳴を上げたのは、ランコの方だった。

　甲殻に守られたデスドレッドデーモンの拳が、フォークスワローワーの顔面に突き刺ささっていた。

　すかさずクラヴリーは回し蹴りを放つ。ランコは戟を引いてその柄つかでキックを受け止めた。しかし勢いを完全に受け止めることはできず、身体が丸ごと宙に浮うく。

　間合いを離はなして仕切り直す、とランコは咄とつ嗟さに考えたが、

「……なッ!?」

　クラヴリーは浮いているランコに瞬しゆん時じに追いついていた。

「せいッ!!」

　右、左、右と三発のストレートがフォークスワローワーの胴どうにねじ込まれる。ランコは地に叩たたきつけられた。

「まだだッ!!」

　倒たおれたフォークスワローワーに、クラヴリーは顔面を狙う低い蹴りを容よう赦しやなく放つ。

「くうっ」

　どうにか反応し、ランコは横に転がって追い討うちを免まぬかれた。戟を利用して大きく後方に飛び、クラヴリーのリーチの外へと逃れる。大きく距きよ離りが開いたので、クラヴリーもすぐには追わず、その場に留とどまる。

「……貴様……！」

　悪魔の虚きよ体たいの中で、ランコは驚おどろきに目を見開いていた。

　クラヴリーの動きは、まるで別人だった。早く、力強く、そしてなにより気き魄はくが違ちがう。それまでは路ろ傍ぼうの石ころ程度の存在感しか放っていなかったというのに、今は誰だれもが退しりぞく畏い怖ふのオーラを漂ただよわせていた。

「これまで手を抜ぬいていたのか……!?」

「手を抜いていたつもりはないんだがね」

　口調も先ほどまでとはそれほど変わらない。が、にじみ出るオーラのせいか、その印象は一変していた。

「ただこの年になると、激しいことをするには準備運動がいるというだけのことだ……！」

　クラヴリーは駆かけ出した。姿勢を低くして突とつ進しんする。

「クソッ」

　ランコは戟げきを真横に一ひと薙なぎして迎むかえ撃うった。刃やいばはデスドレッドデーモンの胴に突き刺さる──はずが、

「そいやッ」

　一瞬早く、クラヴリーは地を蹴っていた。自分の身長の倍の高さまで到とう達たつすると、くるりと一回転して、地上のランコに蹴りを繰くり出す。

　逃にげられない、と悟さとったランコは咄嗟に腕を交差させ、受け止めようとした。しかし、飛び蹴りの威いり力よくは予想以上に重く、

「ああッ!?」

　巨きよ岩がんにぶつかったかのような衝しよう撃げきを受けた。フォークスワローワーの身体は後方へと吹ふき飛ばされる。

　大きく退きつつも、ランコは壁かべを背にしたことで、どうにか転てん倒とうを免れた。しかし、素す直なおに転倒していた方が良かったのかもしれない。

　というのも、ランコの背が壁に触ふれた瞬間、デスドレッドデーモンの左手がランコの喉のどを押さえ込んでいたのだ。

「……!!」

　気がついたら、眼前にデスドレッドデーモンの顔があった。ランコには、反応する間もなかった。

「先ほどの言葉をそっくり返そう」

　クラヴリーは弓を引き絞しぼるように右みぎ腕うでを引くと、

「博物館を落とした税ぜい騎き士しとはどれほどの連中かと思っていたが、案外期待はずれだったな」

　一発、二発、三発。

　渾こん身しんの拳をフォークスワローワーの顔面に叩き込んだ。

　かくり、とフォークスワローワーの首が落ちたのを見て、クラヴリーは手を離す。

　フォークスワローワーの身体が真下に滑すべり落ちると同時に、虚体が散っていく。そのあとに残されたのは、壁にもたれる格好で気絶しているランコの姿だった。

「これでよし、と」

　デスドレッドデーモンを解放し、クラヴリーはランコの様子を確かめるべく顔を寄せた。

「なかなかかわいい子じゃないか。きっとメイド服が似合うだろうに……」

　たわけたことを言いつつ、ランコの角に触れようとした瞬間。

　カッ、とランコの両目が開いた。

　クラヴリーの伸のばした腕を捕つかまえる。後ろ手に絞り上げると同時に、体重をかけてのしかかり、クラヴリーを地に這はわせる。

　そしてポンチョの下からフォークを一本取り出すと、クラヴリーのこめかみに突つき立てる。

「…………ッ！」

　苦しい体勢ながら、クラヴリーは空いている手を差し出し、手の平でフォークを受け止めた。フォークの刃はは手の肉を深く抉えぐる。

「つうッ」小さくクラヴリーは悲鳴を上げた。「……おまえ、気絶したふりをしてたのか！」

「その通りッ」

　答えつつ、ランコはフォークを握にぎる手にさらに力を込こめる。そのまま手の平を貫かん通つうし、こめかみに穴をあけようという構えだ。

「随ずい分ぶんせこい真ま似ねをするもんだな……！」

　言い返すクラヴリーの声こわ音ねは苦しい。

「勝つためならどんなせこい手も使う。それが強さだッ」

　しかし一方で、ランコもなかなかクラヴリーの防ぼう御ぎよを破れずにいる。

「その意見には賛成だ……ッ！」

　クラヴリーは悪あがきを止やめない。絞られている方の手を動かして、ポンチョの内側のフォークをつかめないかと探さぐったり、ランコを地面に叩たたきつけられないかと身体からだをひねったりする。しかし適てき宜ぎランコは動きに対応し、反撃の隙すきを与あたえない。

「いい加減にしろッ!!」

　癇かん癪しやくを起こしたランコは、フォークを一いつ旦たん引き抜くと、もう一度力任せにクラヴリーのこめかみを狙ねらった。

　クラヴリーはかざしていた手を引っ込めると、首をねじった。

　ガチリ、という鈍にぶい音とともに、ランコの手に鈍い手て応ごたえが走る。

　しかし、フォークの刃はクラヴリーに刺ささってはいなかった。

「…………!?」

　ランコは息を吞のんだ。

　クラヴリーは大きく口を開け、歯で嚙かみついてフォークを止めていた。

　空いた腕を使い、クラヴリーは身体を反対にねじった。思い切り肘ひじを引き、ランコの顔面を叩く。

　ほんの一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた隙を、ランコは捉とらえられた。クリーンヒットを食くらって、クラヴリーを押さえる力を緩ゆるめる。

　クラヴリーは拘こう束そくから抜ぬけ出すと、身体をしならせて上に乗るランコを撥はね上げた。ランコが地面に落ちたところで逆に覆おおい被かぶさり、

「フンッ！」

　渾身の正せい拳けんをみぞおちに叩き込む。

　演技をする余よ裕ゆうはなかった。苦しげな息を吐はき出して、ランコは力を失った。

　ランコが間ま違ちがいなく気絶しているのを確かく認にんしてから、クラヴリーは身を起こした。口を開いて真下にフォークを落とし、絞られていた方の腕で拾う。

「……あいたたた……」

　じわりとした痛みが走った。肩かた口ぐちから上じよう腕わん部に至るまで、広こう範はん囲いに響ひびく。無理な体勢からの肘打ちを行ったため、筋肉を痛めたらしい。手を開いたり閉じたりするだけでかなり響く。しばらく右腕は使えそうにないな、とクラヴリーは見積もった。

「ま、これだけで済んだなら僥ぎよう倖こうだろう」

　フォークを捨てようとして放ほうり投げかける──が、寸前で止めた。

「……せっかくだから、記念に取っておくか」

　尻しりのポケットにフォークをしまいながら、クラヴリーはリデルとサクラの姿を捜さがした。







　二体のデスドレッドデーモンは、大きな距きよ離りをおいて対たい峙じしていた。

　既すでに三度の組み打ちが行われていたが、リデル、ツバキともに大したダメージは受けていない。まだまだ、お互たがいの技量の程ほどを見み極きわめているという段階である。

　不意にツバキが構えを解くと、リデルに語りかけた。

「……一つ提案があるんだけどさあ」

「なんでえ」

　警けい戒かいを解かずにリデルは問い返す。

「生身で勝負をつけないか？　あたしらの決着に、こんな鎧よろいみたいなもんはいらねーだろ」

　返事ももらわぬうちに、ツバキは悪あく魔まを解放した。生身に戻もどって、首をぐるりと巡めぐらせる。

「……ハッ。いいだろ」

　応じて、リデルも悪魔を解放する。

「俺もそう思っていたところだ。やっぱり、素す手でじゃねえと微び妙みように勘かんが狂くるうしな」

　にやりと笑って、リデルは再びチキュウ空手天動説の構えを取った。斜ななめ下四十五度に両りよう腕うでを伸ばしてわずかに腰こしを落とし、じりじりと移動しながらツバキをうかがう。

　ツバキも無言で天動説の構えに入り、同じ格好でリデルと相対する。

　しばしの間、にらみ合いが続いた。天動説の構えは静の構え、相手の動きに対応するための構えである。両者が天動説の構えを取れば、おのずと戦いの場には静せい寂じやくが訪おとずれる。

　傍はたから見ればマヌケなことこの上ないのだが、両者の間では既に神経戦が始まっている。基本的に、選せん択たく肢しは二つある──地動説の構えに移行して自ら仕し掛かけるか、あるいは天動説の構えを堅けん持じして相手が動くのを待つか。

　天動説の構えのまま、二人は徐じよ々じよに間を詰つめていく。そして一定の距離に狭せばまった瞬間、

「…………!!」

　先にツバキが動いた。

　無言のまま地動説の構えを取り、上からかぶさるようにして両手でのチョップを放つ。

　リデルはその腕を巻き取り、投げに行ったが──

　ツバキは逆にリデルの腕を捕つかまえにかかった。

「チッ！」

　咄とつ嗟さにリデルはツバキの腕を弾はじいた。ツバキはリデルの腕を取り損そこねる。

　ツバキの体勢がわずかに崩くずれた瞬間、すぐさまリデルは蹴けりを放つ。ツバキの胴どうを狙う蹴りだ──が、それはツバキの釣つりだった。体勢を崩したと見せかけてすぐに立て直し、リデルの足を柔やわらかく受け止める。

　リデルの身体からだは、「回された」。リデルの蹴りの勢いを利用して、ツバキはリデルを投げる。リデルの体勢はぐらりと崩れ、ツバキは会心の笑えみを浮うかべたが──

「のりゃッ」

　流れに逆らわないまま、リデルは身体をねじって腕を伸のばし、ツバキの肩口を捕まえた。

「ぬ!?」

　ツバキはつっかかりを覚えた。これでは綺き麗れいには回せない、とチキュウ空手家の本能で悟さとりながらも、強ごう引いんに投げを打つ。結果体勢が崩れ、両者ともに地面に膝ひざをついた。

　リデルもツバキも、有効打を取れたとは言えない。即そく時じにお互いの身体を突ついて、その反動で距離を取った。大きく引き下がり、腕の届く範はん囲いから逃のがれる。

「どうやら……」

　立ち上がりながら、リデルは声をかけた。

「随ずい分ぶん腕を上げたじゃねえか。昔のおまえだったら、あの蹴りを止められなかったはずだが」

「そっちこそ。蹴りを潰つぶされたあとのリカバリーが早い。無む駄だに年月を過ごしたわけじゃあねえようだな」

　ツバキも言葉を返す。

　かつて、ともに師し匠しようの下もとで訓練に明け暮れていた頃ころも、両者の腕は拮きつ抗こうしていた。ただし、現在に比べるとはるかに低いレベルで、である。あっさり殴なぐったり殴られたり、投げたり投げられたりしていたものだ。

　しかしそれから数年の修練を経て、両者ともに技術を向上させていた。達人の域に入っていると言っても過言ではないだろう。ここまで来ると、そう簡単には攻こう撃げきが届かない。返し技わざ、返し技の返し技、返し技の返し技の返し技……という連れん鎖さが発生し、勝負はつけ難がたくなる。

「とはいえ、こちとらおまえと延々踊おどってる場合じゃねえんだ」

　再度、リデルは天動説の構えを取った。

「さっさとケリつけなきゃなんねえんだよ」

「それはこっちも同感だ。一気に決めてやる……！」

　対して、ツバキは奇きみ妙ような構えを取った。基本的には地動説の構え、両腕を高く掲かかげる格好だが、右足を前にして、いわゆる半身になる。

「……！　それは、まさか……!?」

　リデルは息を吞のんだ。

「その通り。地動説奥おう義ぎ、『ガリレオ・ガリレイの鉄球』の構えさ」

「おまえ、いつの間に伝授されてたんだ!?」

「我がり流ゆうよ、我流」ツバキはニッと口の端はしを吊つり上げる。「伝授される前に破門されたけど、その前に師匠は何度か見せてくれたからな。見よう見まねの大技さ」

　対照的に、リデルは顔をしかめた。

「……しかしてめえ、俺にその技が通用すると思ってんのか？　何も知らねえ相手ならともかくよお」

　口伝によれば、遠い昔にガリレオ・ガリレイなるチキュウ空手の名手がおり、彼の名が冠かんされた奥義は彼の開発になるものだという。その技の要よう諦ていは、相手の力を利用して自らの身体を宙へ投げ出し、頭上という死角から相手に痛撃を食くらわせるというものである。重力を味方につけて破は壊かい力を増す、というまさに一撃必殺の代物しろものである。

　だが、この技は基本的に、相手の一いつ瞬しゆんの隙すきをつく技だ。つい先ほどまで戦っていた相手が突とつ如じよ視界から消えれば、戸と惑まどわずにはいられないだろう──奥義の正体を知らない人間であれば。しかしリデルは、技の正体を知っている。知ってさえいれば、回かい避ひは容易だ。というかそもそも、ツバキを真上に投げなければいい。

　それとも、地動説奥義を使うと見せかけて、なにか別のことをやらかそうとしているのか。リデルとしては、そう勘かんぐらざるを得ない。

「通用するかどうかは、やってみなきゃわかんねえだろうが」

　ツバキの笑みは、少しも変わらない。

「それに我流つったろ？　まあ、てめえの心配するこっちゃねえ」

「そりゃ道理だ」

　腰こしを落とし、リデルはツバキの動きを待つ。

　程なくして、ツバキは仕し掛かけた。

　大きく一歩踏ふみ出して瞬時に間合いを詰つめ切り、手刀でリデルの頭部を狙ねらう。

　リデルは身体をねじって、手刀に自分の腕うでを巻き付けた。真横に投げ飛ばそうと身体を動かすが──

「……召コン喚タクト！」

　突然、ツバキがデスドレッドデーモンを召しよ喚うかんした。

「なに!?」

　驚おどろくリデルの腕を悪あく魔まの腕わん力りよくで払はらいのけ、逆に捕つかまえる。

　そしてツバキは、リデルを回した。

　真上に投げられたのはリデルの方だった。巨きよ体たいがふわりと宙に浮く。悪魔の膂りよ力りよくは、彼の身体を数メートルという高さにまで飛ばした。

「チキュウ空手地動説奥義──！」

　すぐさまツバキはリデルを追って真上に飛ぶ。放物線の頂点に達し、一瞬空中に静止したリデルの高度に追いつくと、

「ガリレオ・ガリレイの──ッ！」

　リデルの腕と足をがっちりつかみ、真下に投げ落とした。

「ブゲッ」

　数メートルの距きよ離りを瞬またたく間まに落下、リデルはうつぶせの格好で地面に叩たたきつけられる。

　その直後、

「鉄球、ただし我流ッ!!」

　組んだ拳こぶしを真下に向けたデスドレッドデーモンが、リデルの背中に垂直に激突した。

「がぁ……ッ!?」

　勢いで、リデルの身体からだが弓なりに反る──が、すぐに力を失い、手も足もぱたんと地面に落ちる。

　しばしの間、ツバキは倒とう立りつ状態を維い持じしていたが、やがて肘ひじをたわめて飛び、足から地面に着地する。

「ふう……」

　息を吐はき出しながら、ツバキは悪魔を解放した。その顔には、満足の笑えみがある。

「どうよ。あたしの方が上だってこと、これで決まりだろ。……って、聞いちゃいねえか」

　肩かたを揺ゆらして大笑いを始めた。しかし、その声はすぐに止やむ。

「……いいや……聞こえてるぜ……」

　リデルの身体がうごめいた。

　腕と足で地面を捕とらえ、リデルは慎しん重ちように立ち上がった。その苦しげな表情、ゆったりとした動きは、かなりの大ダメージを被こうむっていることを示している。が、彼の闘とう志しはまだ失われてはいない。

「……運のいい奴やつ。今まで、これを食らって生きてた奴はいねえんだけど」

「俺が初めてってわけか」リデルはにやりと笑った。「まさか、あのタイミングで悪魔を喚よぶとはな。ちょいと意表をつかれたが──見切ったぜ。てめえが俺より上だって証明してえなら、もう一回決めてみな」

「よしとけよ」ツバキは手を振ふった。「もう一発ねじ込んだら、間ま違ちがいなく背骨が砕くだけるぜ？　生きるチャンスを捨てることはねえ」

「上等だ。負けを認めるくれえなら、死んだ方がマシだ」

　制止を一いつ切さい気にせず、リデルはもう一度天動説の構えを取った。

　渋しぶい表情でツバキはリデルの姿を見つめていたが、

「……いいだろ」

　ついに覚かく悟ごを決めると、我流奥おう義ぎの構えを取った。

「だったら望み通りにしてやる！　死んでも文句は言うんじゃねえぜッ!!」

　地を駆かけ、リデルに襲おそいかかる。

「来いやァァ──ッ!!」

　ツバキが動いた瞬しゆん間かん、リデルは地動説の構えに切り替かえた。迎げい撃げきの手刀を放つ。

　意外な動きだったが、ツバキに動どう揺ようをもたらすには至らない。

「焦あせったか!?　リデルよぉ──ッ!!」

　ツバキは天動説に切り替え、リデルを回す。今度は、デスドレッドデーモンを喚ぶまでもなかった。リデルの身体はあっさりと舞まい上がった。

「あばよッ」

　空中で追いついて、リデルを捕まえ、地面に放ほうり投げる。

　リデルは地面に激げき突とつし、それで勝負は決まる──はずだったが、

「召喚！」

　空中で投げられ地面に叩きつけられる間、わずかなタイミングで、リデルはデスドレッドデーモンを召喚した。

　先ほど通り、リデルはうつぶせに地面に叩きつけられた。しかしその時点で、デスドレッドデーモンの召喚は終しゆう了りようしている。

　デスドレッドデーモンの膂力を利用し、リデルはうつぶせの格好のままに再度宙へと跳はね上がった。

「な!?」

　ツバキの反射神経ですら追いつけない早はや業わざだった。

　リデルは空中で体勢を立て直し、落ちてくるツバキを捕つかまえる。

　そして、リデルはツバキを回した。

　今度は、ツバキが舞い上げられる番だった。ただし、先ほどツバキがリデルを投げたような、きれいな投げ方ではない。リデルがねじりを加えたため、ツバキの身体は回転しながら上じよう昇しようする。その軌き道どうも垂直ではない。

　放物線の頂点まで達すると、あとは落下する一方だが──

「奥義を使えるのはてめえだけじゃねえ──！」

　落下地点には、リデルが待っていた。

　投げ飛ばした瞬間に着地点を計算し、先回りしたのである。デスドレッドデーモンのパワーがあるからこそできる真ま似ねだ。

　リデルは落ちてきたツバキを回し、再度空中へ撥ね上げる。

「かあ……ッ!?」

　ツバキの回転はさらに加速する。二度も立て続けに投げられるという未知の体験に、ツバキは平常心を失った。

　リデルはさらに三度四度とツバキを撥ね上げた。彼女の上下感覚を完全に破は壊かいしたところで、

「チキュウ空手天動説奥義──！」

　自ら地を蹴けり、空中でツバキを捕まえる。頭を下にしたツバキの首の付け根を自分の膝ひざの上に載のせると、ツバキの背が丸まるように抱だきしめて──

「アルマゲスト・バスタァァ──ッッ!!」

　リデルは垂直落下、地上に激突した。

「…………!!」

　ツバキは悲鳴すら上げられなかった。首の付け根で、着地の衝しよう撃げきを全すべて受け止めたのである。リデルがぱっと手を離はなすと、

「…………」

　何の受け身も取れず、ツバキは不気味な格好で地面に崩くずれた。

「…………」

　無言のまま、リデルは立ち上がった。

「ま、俺も師し匠しようの見よう見まねでやってみたんだが──」

　ツバキの様子を確かめる。少なくとも、死んではいないようだ。

「こりゃ恐おそろしい威いり力よくだな。我ながら寒気がするぜ」

　自分の身体からだを抱き、リデルはぶるっと身体を震ふるわせた。

「リデル──」

　自分の名を呼ぶ声に、リデルは振り向く。

　見れば、そこにはクラヴリーとサクラが立っていた。

「おっ。大将も、勝ったんですかい。それに、お嬢じようちゃんも」

「ええ、おかげさまで」

　にっこり笑って、サクラは軽く頭を下げた。

「大した怪け我がも無かったようだな」とクラヴリー。「私は腕うでをちょっとやってしまったが」

「俺も、背中が痛くて仕方ねえんですがねえ」

「私も結構頭が痛いです」

　リデルとサクラも口々に言う。

「フム。泣き言を言っている場合ではないな。エルバ達に追いつかねば……」

　クラヴリーは空を見上げた。その視線の先には、しろがねの悪あく竜りゆうがいる。悪竜は頭をもたげ、またもブレスを吐はき出すかと見えた。ところが、

「……おや」

　悪竜は頭をもたげた格好で静止した。少しして、叫さけび声を上げ始める。

　咆ほう吼こう、というのとは違ちがう。かなり甲かん高だかい、ガラスが震え出しそうな音だった。

　何が始まったのか、とぼんやり空を見上げる三人だったが──

「……これは」

　最初に血相を変えたのは、クラヴリーだった。

「円盤レンズを外せ！」

　自らの目に指を突つっ込みながら、リデルとサクラに叫ぶ。

　突とつ然ぜんのことに二人は戸と惑まどったが、

「早く！」

　尋じん常じようでない言い方に、黙だまって従い円盤を取り出す。

「どうしたんですかい」

　リデルの質問に、

「……同調現象だ」

　クラヴリーは真しん剣けんな表情で答える。

「十年前、リの一族の居住地で、悪竜がこんな鳴き声を上げたことがあった。それからだった──真の地じ獄ごくが始まったのは」

「……真の地獄……？」

　サクラは問い返したが、

「急いでエルバに追いつくぞ。できるだけ早く悪竜を排はい除じよしないと、大変なことになる！」

　答えることもなく、クラヴリーは駆かけ出した。

「ちょっと！　どういうことですかい！」

　リデルも声を投げたが、クラヴリーは止まらない。

「詳くわしいことは行きながら話す！」

　サクラとリデルは顔を見合わせたが、結局クラヴリーを追う以外に選せん択たく肢しはないらしい。二人は白はく髪はつの男の背中を見失わないよう走り始めた。







　三十八区と東番外地の境目あたりで、二人のオーラン人が竜の姿を見上げていた。

「間違いないのう。ありゃ間違いなく、しろがねの悪竜じゃな」

　見た目に反して老人めいた口調で喋しやべったのはミカル・ナガサカ、つい先日オーラン州からブルティエールにやってきたばかりの少女である。

「いきなり悪竜がお出で迎むかえとは、冗じよう談だんにも程ほどがある」

　吐き捨てたのはその連れ、マモル・デュバリエだった。見た目は二十代半ばの青年、頭に白いタオルを被かぶっている。

「たしかに、シャレにならんな」ミカルは言った。「誰だれが喚よんだか知らんが、ほっといたらリの一族の二にの舞まいになるぞ」
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「……今の俺達に、何ができる？」マモルは自問する。「魔ま神じんの円盤さえあれば、すぐに特とく殊しゆ召しよう喚かんするんだが、──」

「今の魔神の契けい約やく者しや達に期待するしかなかろうて」

　ミカルは苦い表情を浮うかべた。

「わしらにできることと言ったら、避ひ難なん民みんを誘ゆう導どうすることくらいかのう」

「そうだろうな……」

　答えてマモルは円盤を取り出したが、そこではっと気づく。

「……いや、悪魔は喚べないか」

「何な故ぜ？」

「同調現象を忘れたか」

「あ、言われてみれば」ミカルはポンと手を打った。「おまえ、よく覚えておったな」

「おまえこそ、もう忘れたのか。変態の上に健けん忘ぼう症しようか」

「まあ気にするな。……しかし、ということは、──」

　ミカルは東番外地の方に視線を投げる。

　路地の向こう側から、悪魔が姿を現した。別の悪魔に殴なぐられて吹ふき飛ばされたらしい。ほどなくして、吹き飛ばした方の悪魔が現れ、さらにその悪魔を後ろから蹴け飛とばす悪魔が現れ──気がついたら六体ほどになっていた。

　どの悪魔も、狂きよう乱らんの体ていだった。理性などどこかに落としてきたかのように暴れ、本能のままに殴り合っている。

　やがて、一匹ぴきがミカル達に気づく。すると悪魔達は、なだれのように生身の二人に襲おそいかかってきた。

「これはまずい」ミカルが身を震ふるわせた。「悪魔無しで悪魔に対たい抗こうしろとな」

「それはおまえの得意技わざだろうが。とにかく、やるしかねえな」

　マモルが腕うでを一ひと振ふりすると、袖そでの中から折りたたまれた鞭むちが出てきた。握にぎりを持って一振り、地面を鋭するどく打つ。

「そのようじゃな」

　ミカルは同意した。そして、両の腕を斜ななめ下四十五度に伸のばした。







　力ちから一いつ杯ぱい振り下ろしたペンチは、ワータイガーの肩かた口ぐちに突き刺ささった。

「……ぬううううんッ」

　しかしワータイガーはそれを無視、鋭い爪つめの一いち撃げきをサンダーランドアヌビスモドキに放つ。

「くうッ!?」

　犬頭の悪魔は身を引いたが、完全にはかわせなかった。爪は胸むな板いたを浅く抉えぐり、傷を付ける。

「せえええッ！」

　真横からアームドミノタウロスが滑すべり込み、犬頭の悪魔の足あし下もとを襲った。

　アヌビスモドキは足を取られて転てん倒とうする。アームドミノタウロスはそのまま寝ね技わざに持ち込もうとするが、犬頭の悪魔は素す早ばやく立ち直った。牛頭の悪魔を蹴飛ばして飛び、距きよ離りを取り直す。

　フィールディング対ボンダーマン、スパーキンの死し闘とうはなお続いていた。

　三者ともに満まん身しん創そう痍いに近い。一対二という不利な状じよう況きようにあって、フィールディングは健闘していた。家族の仇かたきを討うつ、という覚かく悟ごが、彼に百二十パーセント以上の力を発揮させている。逆に、数の優勢を保っていながら、ボンダーマン、スパーキンは劣れつ勢せいを強しいられていた。

　すぐそばでは、木造の建物が炎ほのおを上げている。どこからか飛び火して、これ以上ないという勢いで炎えん上じようしていた。いつ大崩ほう落らくを起こしても不思議ではない状態になっているが、三人とも逃にげる気はない。逃げようとすれば、背中から襲われる。

「クソッ」ボンダーマンが毒づく。「しぶとい野や郎ろうだ、ったくよォ──ッ」

「貴様らを地じ獄ごくに堕おとすまで、手をゆるめるつもりはない」

　炎の熱気を背に、冷たくフィールディングは言い捨てる。

「いいや……」

　スパーキンはゆっくり立ち上がった。あらぬ方向に視線を投げながら言う。

「地獄に堕ちるのは、あなたの方みたいですよ」

　スパーキンの眺ながめる方向から、軍警察の制服を着た男が、悪魔の群れを引き連れてやってくる。おそらくは、ここでの異常に気づいて援えん軍ぐんにやってきた面々だった。

「お、おーい！」

　ボンダーマンは一いつ旦たんワータイガーを解放した。自分が軍警察の制服を着ていることを見せてから、助けを求める。

「手伝ってくれ！　頭のおかしい奴やつが暴れてんだ！」

　そして、アヌビスモドキを指さす。

「わかった！」

　応じて、警官隊は素早く展開してフィールディングを囲い込む。

「……へっへっへっ」

　勝負あった、と確信して、ボンダーマンは下げ卑びた笑い声を上げた。

「どうやら、ここまでだな。これ以上の抵てい抗こうはやめといた方がいいんじゃねえのか？」

「貴様、──」

　フィールディングが何かを言い返そうとした時。

　悪あく竜りゆうの甲かん高だかい叫さけび声が、東番外地中に響ひびき渡わたった。音に反応したのか、周囲の炎が妙みような揺ゆれ具合を見せる。

　反応して、誰だれもが空を見上げる。

　今だ、とフィールディングは奇きし襲ゆうをかけようとしたが──

「…………!?」

　異常な感覚に襲われて、フィールディングは頭を押さえた。

「なんだ……？　これはッ」

　初めは弱々しかったが──だんだんとはっきりし始める。

　自分の目からも、高音が発せられている。

　円盤レンズそのものが、叫び声を上げているのだ。まるで、悪竜の叫びに共鳴しているかのように。

　脳をかき乱す声は、フィールディングの意識そのものを責め立てる。激痛のごとき感覚、意識が消えゆくような感覚に、フィールディングは身をよじった。

　見やれば、周囲の面々も似たような現象に襲われていた。頭を押さえ、誰もが身体からだをのたくらせている。

「てめえら、何をして……うううッ!?」

　ただ一人悪あく魔まを解放していたボンダーマンも、遅おくれて現象に襲われ始めた。周囲の塵ちりが輝かがやき始めると、虚きよ体たいが形成される。当人の意思とは関かかわりなしに、ワータイガーが再召しよ喚うかんされた。

　円盤の叫びは、悪魔の本能の叫びだ──薄うすれ行く意識の中で、フィールディングは悟さとった。悪魔が自分の意識を乗っ取り、虚体を動かす権利を奪うばい返そうとしている。

　駄だ目めだ!!

　フィールディングは強く念じる。無む惨ざんな死体を目まの当たりにしたあの瞬しゆん間かんを思いだし、どうにか自意識を保とうと努力する。ヘンリエッタ達をあんな目に遭あわせた奴らをもう一息で殺せるというのに、ここで自じ我がを失うわけにはいかない。

　他ほかの警官達は既すでに意識を無くし、悪魔に乗っ取られていた。そばにいる悪魔に対して、無差別に攻こう撃げきを仕し掛かける。仕掛けられた方も黙だまっているはずはなく、反撃を繰くり出す。さらに第三者が、獣けものの声を轟とどろかせながら割って入る。そこにはもはや、人間の理性の欠片かけらもない。

　悪魔同士による殺しあいが始まっていた。

　ボンダーマンとスパーキンも例外ではなく、人の言葉を失って、ただ無む秩ちつ序じよな暴力を振ふるっている。

　最後のチャンスだ、とフィールディングは手を伸のばす。今なら奴らをブチ殺せる──と、内からわき出る悪魔の声に逆らいながら、ワータイガーににじり寄った。

　ワータイガーは別の悪魔に馬乗りになり、爪つめで顔と胸とを抉えぐることに夢中になっていた。フィールディングの接近には気づいてもいないようだ。

　息を殺して、フィールディングはワータイガーの背後に立つ。声に抗あらがいつつ、ペンチを振り上げて、ワータイガーの首の裏を狙ねらい──




　次の瞬間、青い炎が全すべてを包み込んだ。




「……あれ？」

　視界に何か妙なものが見えたような、と気づいて、ネアは急停止した。

　塵ストラ器イカーにまたがったまま、首を巡めぐらして後方を顧かえりみる。

　見やれば、数体の悪魔が青い炎ほのおに巻かれて、もがき苦しんでいた。

「同調中の悪魔か」ネアはつまらなそうに言う。「ま、ネアさんの行く道に立ってた不幸を呪のろうこったね」

　悪魔達の燃え具合は様々だった。あぶられた程度で済んだ者もいれば、全身を火になめられ、もがき苦しんでいる者もいる。

　もちろん、ネアに彼らを救う気はない。それよりネアの目は、一体の黒い悪魔に吸い寄せられていた。炎に焼かれながらも、何な故ぜか片手にペンチを持ち、何かを捜さがすようにさまよっている。ただ一体だけ、目的を果たそうとしている姿がネアの目を引いたのだ。

　しかし、その目的はネアには知られずに終わる。

　突とつ然ぜん、崩ほう落らく音が轟く。そばで燃え続けていた木造建築が、ついに大崩落を始めたのだ。それはバリケードをもついでに巻き込み、赤い雪崩なだれを発生させた。

「…………!!」

　焼かれてもがき苦しむ悪魔達は──黒い悪魔も含ふくめて──ほとんどが雪崩の下した敷じきとなった。赤い炎と青い炎が入り交じり、一瞬紫むらさき色いろの炎が大きな舌を伸ばした──が、すぐに青い炎の勢いがまさり、周囲は青い光に包まれる。

「あーあ。かわいそうに」

　ネアはのんきな声を出した。

　よく見れば、下敷きから逃のがれた者もいるようだ。雪崩を泳ぎ切り、外へ出た者が。服装から察するに、警察官らしい。巨きよ漢かんと瘦やせた男の二人が、運良く生き残っている。虚体が解放されているということは、気絶しているらしい。だが、それはそれで幸運だったろう──悪あく竜りゆうとの同調から逃れることができたのだから。

「運のいいことで。ま、これ以上生き延びたかったら、自助努力してもらおうか。まだ半分ほどしか東番外地を囲い込めていないんでね」

　ネアは再び塵器に火をつけ、飛び去っていった。
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「どうなってやがるんだ、一体よお！」

　五体目の悪あく魔まを投げ飛ばしつつ、エルバは叫さけんだ。

　投げ飛ばされた悪魔、オウルヘッドは頭から壁かべに激突した。召しよ喚うか主んしゆは気絶して虚きよ体たいは消え去り、その下から生身の姿が露あらわになる。

　そのすぐそばには、四人の意識を失った召喚者がぐったりとしている。ルナとカエデとで、倒たおした男達だ。

　彼らはエルバ達の行く手で、殴なぐり合いを展開していた。「おまえら、こんなところで何をしている！」と止めにかかったところ、聞く耳持たずに襲おそいかかってきたのである。もちろん、エルバ達にとって大した脅きよう威いではなかったが、彼らの狂きよう乱らんぶりには寒気を感じずにはいられなかった。

「ったく。ブレスが止やんだと思ったら、今度は悪魔に憑つかれた奴やつらか。何が起きている？」

　ホワイトワーウルフを解放して、エルバは吐はき捨てた。

「……同調現象かな」

　ルナの言葉に、エルバとカエデは同時に視線を集める。

「どういうことだ」

　カエデの問いに、ルナは無表情で答えた。

「悪竜の力だよ。悪竜は、周囲の悪魔に声を投げかけることで、悪魔の意志を呼び覚ますことができるのさ」

「意志、だと？」

「そう。悪魔は悪魔で意志を持っているけど、それは人間の意志よりは弱い。だから人間が悪魔を召喚すると、人間の意志が悪魔の意志を乗っ取る。故ゆえに、人間は悪魔の虚体を自在に操あやつることができる。でも悪竜の叫び声は、悪魔の意志の力を増ぞう幅ふくするんだよ。結果として悪魔は人間の意志を乗っ取り、野の良らの悪魔みたいな所作を始める、というわけさ」

「野良の悪魔は、ここまですごい勢いで同士討うちをしないだろう」

　カエデが指し摘てきする。

「無理な増幅だからね。混乱してるんじゃないのかな」

「……おそらくは、そうだろう」

　突然、クラヴリーの声が割り込んできた。見やれば、瓦が礫れきの山の向こうからクラヴリーが頭を出している。クラヴリーが山から飛び降りると、その後ろからリデル、サクラがついてきた。

「十年前も、こんな光景を見かけた……」

　歩み寄りながら、クラヴリーが言う。するとカエデが顔色を変え、

「十年前？　私達の故郷でも、こんなことが起きたというのか……!?」

　クラヴリーに詰つめ寄った。

「……君は見ていないのか？」

　不思議そうな顔をして、クラヴリーが問い返す。

　カエデは一いつし瞬ゆん言葉に詰まり、視線を落とした。

「私はあの時、人に連れられて居住地から逃にげ出したんだ。あの悪竜のことは、遠目にしか見ていなかった」

　逃げ出したことを悔くいている調子で、カエデは語る。

　カエデを力づけるべく、クラヴリーはポンと肩かたを叩たたいてやった。

「誰だれだか知らないが、賢けん明めいな人物に手を引いてもらったようだな。同調の力は、遠ざかれば弱くなるらしいから」

「そうみたいだね」ルナが口を挟はさむ。「有効範はん囲いは──おおよそ、東番外地と同規模と見ていいと思う」

「同調してしまった者達は、悪魔の本能に従って破は壊かいを行う」

　サクラとカエデを交こう互ごに見つめながら、クラヴリーは言った。

「あの地で死んだ人々の半分は、悪あく竜りゆうに直接殺された。だが残り半分は、同士討ちで死んでいったのさ。いや、同士討ちの方が多かったかもしれない」

「…………」

　サクラとカエデは同時に息を吞のむ。

「勇気あるオーランの人々は、悪竜を倒すべく自ら悪魔を喚よび、──そして同調現象に吞まれていった。私の部下達も同様だった──彼らは私の命令に従って悪魔をまとい、そしてお互たがい殺し合いながら死んでいった。生き残ったのは、魔神の円盤レンズを身につけていた私だけだった、というわけさ」

　自じ嘲ちよう気味に語り、クラヴリーは自分の右目をつついた。そこには、魔神の円盤──虚こ空くうの魔神、ミナの円盤がはまっている。ミナはすでに倒され、八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくしてはいたが、クラヴリーはいまだにその円盤を肌はだ身み離はなさず持っていた。

「あの悲劇を繰くり返すわけにはいかない。なんとしても、悪竜を止めなければ」

「同感だ」

　クラヴリーの決意に、エルバは同意を示す。言葉を続けようとしたが、あることに気づいて左右を見回す。

「……ところで、テッキはどこだ？」

「……あれ」クラヴリーも周囲を見み渡わたす。「まだ合流していないのか？　マロと一いつ緒しよに先に行ったはずなんだが」

「はぐれたのか」カエデが舌打ちをする。「マロの奴、何をしているんだ。方向感覚には自信があるとか言ってたくせに」

「目のない奴に方向感覚を期待するのはどうかと思うぜ」

　エルバが控ひかえめに指摘する。

「……ここでしたか！」

　ちょうどその時、テッキの声が降ってきた。見やると、クラヴリー達がやって来たのと全く同じ場所から、テッキ、マロ、そしてデイジーが姿を現す。

「……何やってたんだよ」

　エルバの問いに、テッキは息を切らせながら答えた。

「迂う回かいしてきたんですよ！　ブレスの直ちよく撃げきを食くらわないようにッ」

「なるほどな」リデルが納なつ得とくの声を上げる。「俺達はブレスがやんだ後に来たからな。考え無しにまっすぐ来ちまった」

「言われてみれば」クラヴリーがポンと手を叩く。「悪竜がブレス攻こう撃げきに切り替かえていたら、私達はかなりひどい目に遭あっていたな」

「ま、結果オーライでいいんじゃね？　悪竜さんは同調の方にご執しゆう心しんみたいだしよおーッ」

　テッキの袖そで口ぐちから、ボルがぬるりと飛び出した。

「そうですね。今ワタクシ達が為なすべきことは、悪竜を倒たおすことです。しかし──」

　テッキは空を見上げた。悪竜の姿は一本の巨きよ木ぼくのようだった。雲にまで届きそうな背せ丈たけと、地上を広く覆おおい隠かくす枝葉とを持った巨木。あまりに巨大、あまりに魁かい偉い。

「どうやって倒せばいいのでしょうか──？」

　それは、悪竜の姿を見た瞬間から、誰もが疑問に抱いだいていたことだった。悪竜のサイズは規格外に過ぎる。ちっぽけな人間の姿で、悪竜を打ち倒すことがそもそも可能なのか？

　誰もが黙だまり込む──が、

「いや、ちょっと待て」エルバが声を上げた。「ここに、十年前悪竜を倒したって実績の持ち主がいるじゃねえか」

　そして、クラヴリーを手で示す。

　言われてみれば、とその場にいる全員が、クラヴリーに視線を集める。

　クラヴリーの表情は、浮うかない様子だった。全員の視線を受けて、明らかに戸と惑まどっている。

「その……」

「僕も聞きたいね。どうやってあの悪竜を倒したの」

　ルナも尋たずねる。十年前、ルナもまた悪竜の復活に居合わせている。テッキの父、ベルトラン・バベルハイズに召しよ喚うかんされ、悪竜と戦ったのだ。だが、ベルトランは悪竜に倒されて命を失い、その際ルナも強制的に解放された。つまり、ルナは悪竜とは戦ったものの、悪竜との決着を見てはいないのである。

　何かを言わねばならないようだ、と悟さとって、慎しん重ちようにクラヴリーは切り出した。

「今まで黙っていたが──悪竜を滅ほろぼすには、依より代しろを殺すしかない」







「……っとお、一ひと巡めぐりしてきたか」

　自分の進路の先に青い炎ほのおを見み出いだして、ネアは呟つぶやいた。

　片足を地面について減速、塵ストラ器イカーの先を思い切り撥はね上げる。噴ふん射しや口こうを前方に向け、反動で急停止した。地をなめる青い炎は速度を落とさずに前進、そのまま前方の青い炎と一つにつながり、かくして東番外地を覆う炎の輪は完成された。

「早かったな！」

　開始地点で待っていたバルヒーヨが、ポンポンと二度手を叩たたく。

「何か、変わったことはなかったか？」

「変わったこと？　ちょっと悪いことが起こったみたいだねえ」

　ネアは顎あごで後方を示した。

「……これは……！」

　そこには、三人の税ぜい騎き士しが気絶した姿で折り重なっていた。

「途と中ちゆうで見つけたんで、塵器の後ろに乗せて来たのさ」

　つい先ほどネアが豪ごう快かいなブレーキをかけたせいで、三人は振ふり落とされ、無様な格好で地面に這はっていた。

「クソッ！　クラヴリーどもか!?　役に立たない奴やつらだ……！」

　怒いかりの表情を、バルヒーヨは閃ひらめかせた。しかしすぐに感情を押し殺し、

「……まあ、いいだろう。魔ま神じんどもがここに来ている、ってことだな」

　周囲を見渡した。竜りゆうの破は壊かいの爪つめ痕あとは、広こう範はん囲いに広がっていた。建物はあらかた崩くずされ、原形を留とどめている物は無きに等しい。瓦が礫れきの山がそちらこちらにできている。

「悪竜のおかげで視界も広がったし、捜さがすのは苦労しないだろ……」

　瓦礫の山へ踏ふみ出すバルヒーヨ。

　ちょうどその時、

「そこの人……！」

　瓦礫の陰かげから、二人の男女がふらりとさまよい出てきた。

「た……助けて……！」

　ともに服は破れ、手傷を負っている。しかし、

「帰れ帰れ」

　ネアは追い払はらうように手を振った。

「ネアさん達には大事な用事があるんだ。あんたらに構ってる暇ひまはねえよ」

「……まあ待て」

　ところが、バルヒーヨは怪け我が人にん達に興味を示した。

「よく見ろ。この服、フォングが連れてきた被ひ検けん体たいじゃないか」

　被検体第六号と第七号、サンシールとスルトだった。

　被検体、という言葉に二人はぴくりと反応し、本能的に身をすくめた。

「そんなに怖こわがることはないじゃないか」

　バルヒーヨは笑えみを浮かべた。演説の際、聴ちよう衆しゆうを虜とりこにする、魅み惑わく的な笑みを。

「俺はサイクス・バルヒーヨ。フォング所長から、君らのことは聞いている」

「あ……あんたが……」

　スルトは複雑な表情を見せる。スルト達が研究所に閉じこめられることになったのも、もとを辿たどればこの男の指示である。しかし一方で、スルト達のこれからの自由を保障するのもこの男だ──エイジを売ったことに対する対価としての自由を。

「教えてくれ」バルヒーヨは問いかけた。「見かけなかったか？　金きん髪ぱつの少年と、隻せき眼がんの男のコンビを」

「見かけた……」サンシールは力無く答えた。「私達をあっという間にやっつけて、どこかに行ってしまった……。それより今、一体何が起こってるの」

「そうだ」スルトが声を荒あららげる。「円盤レンズを装着している奴が、悪魔に意識を乗っ取られている！　俺達は気づいて円盤を取ったから助かったが、ディアスの奴が取り込まれて──」

「助けて、お願い！　私達は命令をこなしたのよ……！」

　血に汚よごれた手で、サンシールはバルヒーヨの袖そで口ぐちをつかんだ。途と端たん、

「汚きたない手で触さわるなァァ──ッ!!」

　血相を変えて、バルヒーヨはサンシールをはり倒たおした。

「むぐッ!?」

　いきなりのことに、反応する暇もない。サンシールはべたりと地面に這いつくばった。素す早ばやくバルヒーヨはサンシールの背を全力で踏みつける。

「てめえ！　いきなりなにしやがる！」

　スルトは大声で叫さけんだが、

「うるせェェ──ッ!!」

　バルヒーヨはさらに大きな声で叫び返した。

「てめえらがどんな目に遭あったかだなんてこっちの知ったこっちゃねえ！　てめえらが魔神どもの行方ゆくえを知らねえんなら、用はねえんだよ！　とっとと失うせやがれ！」

「な……！」

　烈はげしい言葉に、スルトは一いつし瞬ゆん声を失った。

「あんた……俺達は、命令を果たしたんだぞ！　今度はあんたが約束を守る番だろうが！」

「知ったことか！　この俺に、庶しよ民みんとの約束を守る義務なんざあるわけねえだろうが！　政治家なんぞの口約束を信じる方がアホなんだよ！」

　何の臆おく面めんもなく、バルヒーヨは言い切った。

　再びスルトは言葉を失った。もはや話し合いは通じない、と悟さとるとみるみる表情を険しくし、

「てめえ──！」

　拳こぶしを固めてバルヒーヨに殴なぐりかかった。

　傷を負っているとはいえ、スルトは数年もの間研究所で鍛きたえた肉体の持ち主だった。鋭するどいパンチを繰くり出す。

「……フン！」

　が、あっさりバルヒーヨは拳を受け止めた。

　先ほどまでの烈れつ火かのごとき怒りは既すでに鳴りを潜ひそめ、バルヒーヨは余よ裕ゆうの笑みを浮うかべている。

「宇宙大将軍様の前でこのような愚ぐ挙きよに至るとは、不ふ遜そん極きわまりないな」

　次の瞬間、拳を握にぎり止めた手のひらから、青い炎ほのおが噴ふき出した。

「なああッ!?」

　すぐさまスルトは手を離はなした。しかし時遅おそく、青い炎はあっという間にスルトの衣服に飛び移った。スルトは地面に身を投げて左右に転がり、炎を消そうとするが──

「ハッハッ！」バルヒーヨは乾かわいた笑い声を上げた。「魔ま神じんの獄ごく炎えんが、その程度のことで消せるものかね！」

　バルヒーヨの言った通りだった。炎は消えるどころかますます盛さかんになっていった。青い炎の中で蠢うごめく黒い影かげは、やがて力を失い、動きを止める。

「あ……ああ……」

　スルトが焼かれていく様を、サンシールは背を押さえつけられたままの格好で目まの当たりにしていた。恐きよう怖ふにその表情はひきつり、青ざめる。

「さあて、──」

　バルヒーヨは足あし下もとのサンシールに視線を落とした。

「自由になりたいよなあ？」

　サンシールは必死に何度も頷うなずいた。

「だったら──牛の物もの真ま似ねでもしてもらおうか！」

　バルヒーヨは笑いながら命令した。

　サンシールは戸と惑まどわずにはいられなかった。助命条件にしてはあまりにおかしな要求である。しかし、今のサンシールには四の五の言ってられる余裕はない。やや逡しゆん巡じゆんした後に覚かく悟ごを決めると、

「も、も～……」

　と鳴いた。気き恥はずかしさのあまり、声は小さかったが。

「最近耳の調子が悪くてねえ！」

　バルヒーヨはサンシールを押さえる足に力を込こめた。

「もう少し大きな声で鳴いてくれねえかなあ！」

「もー！　もおおー！」

　ここまで来ると恥はじも外聞もない。サンシールは半ば叫ぶように鳴いた。

　すると、バルヒーヨは満足の笑えみを浮かべた。

「それでいい。似ている似ている……」

　サンシールの背から足をのける。サンシールは身を起こして、少し咳せき込んだ。すぐに頭をもたげて、

「言う通りにしました！　助けて下さい……！」

　胸の前で手を組み、懇こん願がんした。

　バルヒーヨは、よく聞こえなかったというように耳に手を当てた。

「ああん？　牛の言葉は人間様にはわかんねえなあ！」

「そんな、──！」

　さらに言葉を投げようとサンシールが身を乗り出したところへ、

「牛は死ね！」

　バルヒーヨは蹴けりを重ねた。つま先がサンシールの顔面にクリーンヒットした瞬間、青い炎が燃え上がる。サンシールを包み込む。

「ああああッ!?」

　炎はあっという間にサンシールを吞のみこんだ。サンシールはスルトと同じく地を転がった。

「ハッハァ！　牛はステーキになるのがお似合いよ！」

　バルヒーヨは仁に王おう立だちして、サンシールがもがくのをひたすらに眺ながめる。しかし、そのうち醒さめたような表情になると、

「……っと、こんなことして楽しんでいる場合じゃなかった」

　ぷいと背を向け、悪あく竜りゆうに向かって歩き出した。

「人を焼くと水が飲みたくなる。だが、さすがにこの辺に生きている水道はないだろうな」

「今いま更さら言うことじゃないけど、趣しゆ味み悪いね」

　呆あきれたように呟つぶやきながら、ネアはその後に続く。

　誰だれもいなくなった後も、サンシールは死から免まぬかれるための努力を続けた──が、それはあまりにむなしい努力だった。やがてサンシールは力ちか尽らつき、その動きを止める。

　青い炎は、その後もしばらく燃え続けた。







「どういう意味だ、クラヴリー！」

　嚙かみつくような勢いで、エルバはクラヴリーに問いかけた。

「十年前のあの時……」クラヴリーは説明する。「私はミナを使し役えきして、悪竜の紋様クリプトを読み、紋様アンチクリプト破壊ストライクを打ち放った。ところが、悪竜は消え去らなかった。正しく紋様を読んでいたにもかかわらず」

「それは、なんでだ」

「私の知ったことか。悪竜自身がそういう性質を持っているんだろう、としか言いようがない。まあ、あの時は困った。なにしろ、私はその時初めてミナと出会ったんだ。紋様クリプト解析アナライズだの紋様破壊だのといったことをすごい勢いで説明されて、言われるままにやってみたが何な故ぜか言われる通りにならなかったわけだからな。今思い出しても、よく生き残れたもんだと思う」

「大事なことを飛ばしたぜ」とエルバ。「結局、どうやって悪竜を倒たおしたんだ」

「結論を言うと」クラヴリーは言った。「悪竜の虚きよ体たいを切り裂さいて身体からだの中に潜もぐり込み、直接依より代しろを殺すしかなかった」

「直接、だと？」

「ああ。紋様解析を行った結果、竜の内側に黒い影が浮うかんだ。虚体の内側に埋うもれている依代の影が、だ。そこまで強ごう引いんに割り込んで、依代にサーベルを突つき立てた。そうしたら悪竜の身体が自然と崩くずれ始めたんで、改めて紋様破壊を打ち込んだら、やっと消し飛ばすことができた。というわけだ」

「じゃあ──ちょっと、待って下さい──」

　サクラが口を挟はさむ。見やれば、サクラの顔はすっかり青ざめていた。

「ということは、エイジさんを殺さない限り、悪竜は止められないってことですか──？」

　わずかに、クラヴリーは困こん惑わくの色を見せた。しかしすぐに表情を押し隠かくすと、

「そういうことになる」

　静かに、見識を述べた。

「そ──そんな！　だめです、そんなの！　何か、エイジさんを救う方法はないのですか？」

「悪いが、無理だと思うぜえ」

　ボルがまじめな表情で言った。

「一度悪竜の依代として取り込まれたら、次に外の空気を吸えるのは死んだ時だけだ。そいつは、魔ま王おう戦争のはるか以前から続いてきたことだぜ」

「ま、死んだら空気は吸えないけど」

　ルナが淡たん々たんと付け加えた。

「エイジさんを気絶させれば、悪竜は勝手に解放されるんじゃないんですか!?」

「それも無理だ」ルナが言う。「悪竜は、僕達と同じく、悪魔の上位存在だ。現れようは異なるけど、本質的には僕達と似たようなものだと思っていい。例えば、今エルバを殴なぐって気絶させたとして、僕が解放されると思うかい」

　サクラは答えに窮きゆうした。

　魔神は、召しよ喚うか主んしゆの意識の有う無むにかかわらず、虚体を保ち続けることができる。エルバが睡すい眠みん中であっても、ルナは活動が可能なのだ。そんな光景をよく見ているだけに、サクラは反論できなかった。

「──カエデ！」

　サクラはエイジの許いい嫁なずけに話の矛ほこ先さきを向ける。

「エイジさんを助けなきゃ、……！」

「……サクラ……」

　顔を伏ふせたまま、カエデはサクラの肩かたに手を置いた。

　見やると、カエデは地面のある一点に、氷り切った視線を投げかけていた。己おのれの心を押し殺した、決意の視線を。

「私は……エイジと約束した。エイジが悪竜に取り込まれ、どうしようもなくなった時は、必ず私がエイジを殺す、と」

「カエデ、そんな……！」

　サクラは叫さけんだが、すぐに顔をしかめた。

　肩に置かれたカエデの手に、すごい力が込こめられたのだ。

「わかっている」

　突とつ然ぜん、カエデの声に感情がこもった。

「私だって、エイジを助けたい、救ってやりたいと思っている！　だが、もうどうしようもないんだ！　エイジを殺さなければ、もっとたくさんの命が滅ほろぼされる！　私達の生まれ育った場所がどうなったか、わかっているだろ!?　そして、もはやあいつを生せい還かんさせてやれない以上は、死による救いをもたらしてやるのが──私の務めだ……！」

　サクラは口を閉とざした。ただ目を大きく見開いた表情で、数歩放心したように退き、がくりと肩を落とす。

　どうしようもなく心が痛むのを、エルバは感じた。できることならば、「俺がエイジを救ってやる！　安心しな！」とサクラを励はげましてやりたかった。

　しかしそれは、安やす請うけ合いというものだ。

　今、できることは何なのか。

　短時間で、しかし十分に考えた後、エルバは心を決めた。

「おまえだけが一人で気負う必要はねえさ」

　神しん妙みような面おも持もちで、エルバは進み出た。

「三人で始末をつける。なあ、テッキ」

「……そうですね」

　遅おくれて、テッキも言い返す。

「魔神の力をもって、悪あく竜りゆうを鎮しずめる。それが、ワタクシ達の義務──なのでしょうね」

「エルバ君……」

　弱々しく、サクラは呟つぶやく。

　エルバはサクラを見つめ返した。

「請け合うことはできない。でも、万に一つ、エイジを呼び戻もどせる可能性があるとすれば、俺はあきらめねえ」

　サクラの顔に、わずかな光が差した。

「エルバ！」

　対照的に、カエデは厳しい顔で声を投げる。

　エルバは、決意の表情でその声を受け止めた。

「わかってる、状じよう況きようが厳しいのは。だが、ハナからあきらめてかかるってえのは、俺の性しようには合わねえな」

　二人の間ににらみ合いが発生する。しかし、

「今は、言い争っている場合ではありません」

　テッキが割り込んだ。クラヴリーらに顔を向け、言う。

「ここからは、魔神の契けい約やく者しやたるワタクシ達の仕事です。皆みなさんは、安全な場所に下がっていて下さい」

「そうだな」クラヴリーはすぐに承しよう諾だくした。「私達のようなただの人間がいても、邪じや魔まなだけだ、さ、退ひくぞ諸君」

　さりげなくサクラの肩に手をかける。サクラは少しためらっていたが、

「…………」

　無言のままに頷うなずいて、クラヴリーとともに引き下がっていく。

「死ぬんじゃねえぜ、全員な！」

「吉きつ報ぽうを待っているでありますよ～」

　リデル、デイジーも口々に言い、東番外地の闇やみの中へと消えていく。

「……安請け合いは、サクラを傷つけるだけだろうが」

　クラヴリーが去った後、カエデは改めてエルバに言った。

「おまえこそ、サクラにあんな冷たい言葉を投げかけるのはどうかと思うがな」

　エルバも喧けん嘩か腰ごしで言い返す。

「冷たいかもしれないが、現実から目を背そむけるのはもっとよくない」

「いや、俺は実際にエイジを救えるかもしれない、と信じているんだがね」

「え……？」テッキが口を挟はさんだ。「今のは、サクラを納なつ得とくさせるための方便ではなかったのですか？」

　エルバはテッキを見て、失望のため息を漏もらした。

「方便なものか。というか、おまえまでそんなことを言うのか」

「そうそう」ルナが言う。「方便を言えるほど、エルバが賢かしこい人間だと思うのかい」

「……てめえは黙だまってろ」

　エルバはルナを睨にらむ。

　ふう、とテッキはため息をつき返した。

「ワタクシも、カエデに賛成ですね。現実を突つきつけることは、たしかにサクラを傷つけるでしょう。でも、できないことを約束してぬか喜びさせるのは、サクラを裏切ることになる。どちらも罪深いことであるならば、より罪の軽い方を選ぶべきだと思いますが」

「おまえら……なんでそんなことを言うんだ？　道は二本しかないとは限らないだろうが。第三の道があるかもしれないだろ──」

　エルバの反論は、しかし徐じよ々じよに語気が弱まる。カエデ、テッキの主張もよくわかるからだ。けれども、その主張を受け入れるということは、エイジの死を不ふ可か避ひの事じ項こうとして受け入れるということである。

　まだ、認めるわけにはいかなかった──たとえ、実際に不可避であるとしても。

「言い合いはその辺にしておいた方が良さそうでおじゃるよ」

　マロが言った。

「悪竜が、こっちに気づいたようでおじゃる」

　いつの間にか、竜の金切り声は止やんでいた。竜は口を閉とざし、高くもたげたその頭を、エルバ達のいる方向へと向けている。

　二つの目で、エルバ達をじっと見つめていた。

「殺やるか殺られるか、だぜ。こうなったらよおーッ」

　ボルが大口を開け、ぺたりとテッキの身体からだに張り付いた。

「僕達のやるべきことは、エイジの居場所を探さぐり当てること」

　ルナはエルバの身体に腕うでを突っ込み、塵ストラ器イカーを取り出した。軽く振ふって手て応ごたえを確かめた後、サーベルの切っ先を悪竜に向ける。

「あの悪竜の巨きよ体たいのどこかに、エイジの身体は埋うまっている。まずは場所を特定するんだ。紋様クリプト解析アナライズを行えば、きっとわかる」

「つまり、塵器で悪竜にダメージを与あたえろ、ということでおじゃるな」

　マロも自らの塵器、一組の鉄てつ鞭べんを手にしていた。

「あれだけでかいと、紋様解析にも時間がかかりそうでおじゃるが」

「ま、やるしかねーなあ」とボル。「で、エイジの居場所をみつけたら、どうするよ？」

「エイジの身体を直接引きずり出せるかどうか、やってみる。ただ、その望みは薄うすいだろう。その時は──」

「──その時は？」

「覚かく悟ごを決めるしかない」

　言って、ルナはエルバを見つめる。

「覚悟か──」

　すなわち、エイジを殺して悪竜を鎮しずめる、ということ。

　たしかに、エルバはエイジと約束した。いざとなればエイジを殺す、と。

　エルバの表情を窺うかがいつつ、ルナは一同に指示を下す。

「始めよう。ボルは遠えん距きよ離りから竜に射かけて。僕とマロは接近して、左右から竜を叩たたく──」

「ちょおっと待ったァァ──ッ！」

　何の前まえ触ぶれもなく、青い閃せん光こうがエルバ達を襲おそった。

「……!?」

　反射的に、一同は四方に飛び散った。一いつ拍ぱく遅おくれて青い閃光は地面を打ち、直後に青い炎ほのおとなって地を焼き始める。

　青い炎の光に照らされて、二つの人ひと影かげが浮うかび上がった。

「ネア！　それにバルヒーヨか！」

　エルバが叫さけぶ。

　魔ま神じんとその契けい約やく者しやは横に並んで立ち、戦せん闘とう態勢を整えていた。

　バルヒーヨは長い大たい砲ほう型の塵器を腕にはめ、その砲口をエルバに向けている。

　ネアは眼帯をまくって眼がん窩かの奥で燃えさかる炎を晒さらし、右手にはサーベル、左手にはカタナを握にぎっていた。

「やはり、悪竜を鎮めるべくこの場に出てきていたな──魔神諸君に契約者諸君！」

　よく通る声で、バルヒーヨは言った。

「実にご苦労──俺に殺されるために、わざわざ出向いてきてくれるとはな！」

　直後、緑色の矢がバルヒーヨの胸むな板いたを襲った。無言でテッキが塵器をぶっ放したのである。

　すぐに反応して、バルヒーヨは大砲をかざし、矢を弾はじいた。矢は砲身の表面を滑すべり、あらぬ方へと飛んでいく。

「……！　てめえ、人の演説中に何しやがる！」

　バルヒーヨは目を剝むいてテッキに怒ど鳴なりつける。

　テッキは臆おくすることなくにらみ返した。

「邪じや魔ま！　ワタクシ達には悪竜を鎮めるという仕事があるのです！　引っ込んでなさい！」

「悪竜を鎮められちゃあ困るんだよ」バルヒーヨは言い返す。「悪竜には、東番外地を焼いてもらうっていう仕事があるんだからよ！」

「東番外地を焼く……」カエデが声を投げる。「どういうつもりだ！　何が目的だ!?」

「どういうつもりもなにも、東番外地を焼くこと自体が目的よ。悪の温おん床しようを賤せん民みんもろとも焼き払はらって、ブルティエールに平へい穏おんをもたらそうってんだ。立派な政治活動だ」

　胸を張って、バルヒーヨは堂々と自説を展開した。

「ふざけるな！」エルバは反論する。「東番外地を生きる場所としている人達がどれだけいるのか知らないのか!?　おまえは、そんな人達の居場所を全部潰つぶすつもりかッ」

「その通りだとも！　こんな場所に住んでいる連中は、ゴミ同然だ。市内でまじめに働いている人々にとっては、恐きよう怖ふの対象であり、文化的生活の発展を妨さまたげる障害でしかない。おまえらこそ、なんで犯罪者どもの擁よう護ごをするのかね」

「東番外地の住人をすべて犯罪者と信じ込むのは、賢けん明めいな人のすることではありませんよ」

　テッキが言い返した。

「たしかにここに住んでいるのは貧しい方々ですし、貧しさ故ゆえに犯罪に手を染める人々もいるでしょう。しかし、あなたの主張は、『東番外地の住人は全すべて邪悪である』ということでしょう？　その主張は、受け入れられませんね」

「おまえのような人間が将来の総そう督とく候補とは、この国の将来が思いやられるな」

　嵩かさにかかって、カエデもバルヒーヨをけなす。

　三人から一いつ斉せいに論難されたものの、バルヒーヨはただ肩かたをすくめただけだった。この程度のヤジは議会で何度も受けている、と言いたげに。

「諸君のような小しよ人うじんには目先のことしか見えないから、俺のような視界の広い人間が人々を導いてやる必要があるんだよ」

「視界が広いだと？　おまえこそ、自分の色いろ眼鏡めがねでしか世界を見ていないように思えるがな」

　エルバが言い返したが、バルヒーヨは鼻を鳴らして退ける。

「これだから、小人どもと来たら。おまえらに、俺の偉い大だいなる目的は理解できまい。この、悪あく竜りゆうを使し役えきすることの真の意味もな」

「真の意味、だと？」

「そうだ。先人達は、来きたるべき大いなる戦いの日に備え、様々な手段を講じている。俺もこの悪竜の力をもって、大いなる戦いに立ち向かおうってわけだ」

　突とつ然ぜん、理解できない話をバルヒーヨはしはじめた。エルバ、テッキ、カエデとも戸と惑まどいの表情を浮かべる。

　それを見て、バルヒーヨは呆あきれたような顔を見せる。

「おまえ達は、考えたことがないのか？　八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜ぬいた後に待っているものを」

「……どういう意味だ」

　大きく間が空いたあとで、やっとエルバが尋たずね返す。

　バルヒーヨは失望のため息を吐はき出した。

「これだから、おまえらは目先のことしか見えてないと言ったんだ。理解できない話をした俺が悪かったようだな」

　腕うでに構えた大砲を、反対の腕で支えて固定する。

　その砲口の奥に、青い輝かがやきが灯ともった。

「とにかく、おまえらに悪竜を鎮しずめさせるわけにはいかん。ここで死ね！」

　塵ストラ器イカーが、青い光を吐き出した。

「クソ……！」

　反射的にエルバは身体からだを投げ出した。青い光は、わずかに遅おくれてエルバのいた場所をなめる。

　横手に転がり、素す早ばやく身を起こす。するとその眼前に、

「しゃああ──ッ！」

　ネアのカタナの刃は先さきが待っていた。

「グ……！」

　咄とつ嗟さにツインハンマーを差し出し、エルバはカタナを受け止める。刃は槌つちの部分に当たり、乾かわいた音を立てる。

「へえ！」感心の声を、ネアは上げた。「そんな重い武器でネアさんの攻こう撃げきを止めるとは、なかなかやるね」

「博物館を落とされてから、おまえらに逆ぎやく襲しゆうするために特訓してたからな……！」

　槌を持つ腕に力を込こめ、エルバはネアを押し返す。得物の重量の差を利用して、一歩二歩とエルバは前進していった。

　押されているネアは、しかし余よ裕ゆうの表情を変えない。

「それはそれは、大したことで。でも、これはどうよ!?」

　大きく一歩退いて、ネアは腕を一ひと振ふりする。

　青い炎ほのおが、二人の間に燃え上がった。

　すぐさまエルバは赤い霧きりを放ち、炎から自らを守ろうとする。

　しかし、すぐにエルバは理解した──その炎は、エルバを焼くために放たれたのではないと。

「せェいッ」

　突然炎の陰かげから、サーベルの先せん端たんが飛び出した。

　青い炎は、視界を塞ふさぐ壁かべだった。遮しや蔽へいを作り、その後ろから奇きし襲ゆうを仕し掛かけたのである。

　鋭するどい切っ先は、エルバの胴どうを襲おそう。ハンマーという重い武器では、うまくその切っ先を払はらうことができず──

「エルバ！」

　横からルナが身体を割り込ませ、サーベルで切っ先を受け流した。

　横からの体当たりを受けたエルバは三歩ほどよろけ、どうにか転てん倒とうせずに踏ふみとどまる。

「はいそこッ！」

　そこへバルヒーヨが光線を放った。エルバは大きく飛んで、どうにか直撃を回かい避ひする。

　さすがに強つええ、とエルバは内心で冷や汗あせをかいた。なによりも、塵器が飛び道具というのが強い。連射はできないようだが、それでも遠えん距きよ離りから一方的に狙ねらわれるというのはかなりの不利だ。狙われる側とすれば、光が見えた瞬しゆん間かんに、砲ほう口こうの向きから光線の進路を予測して逃のがれるしかない。

　近づこうとすれば、二刀をブン回すネアが立ち塞がる。面めん倒どうなことこの上ない。

　けれども、こいつらを倒たおさなければ、何もできないのだ。博物館を取り戻もどすことも、父の仇かたきを見つけ出すことも。

「テッキ！　カエデ！」

　エルバは叫さけんだ。

「ここは俺が抑おさえる！　おまえらは悪竜を止めろ！」

　エルバに加勢しようとしていたテッキとカエデが、同時に足を止めた。

「……任せていいのですか!?」

　問い返すテッキにエルバはもう一度怒ど鳴なる。

「心配すんな！　こんな奴やつら、俺一人で十分だ！」

　大口に、一瞬テッキとカエデは不安の表情を覗のぞかせる。しかしすぐに、エルバ流の物言いだと理解すると、

「任せる！」

　ネアへの視線を切り、二人は悪竜へと向かっていった。

「……なかなか、言ってくれるじゃないのさ」

　ルナと剣けんを嚙かみ合わせながら、ネアは声を絞しぼり出す。

「一人で十分だって？　だったら、証明してもらおうじゃないかッ！」

　力任せに押してルナを突つき放し、ネアはサーベルを振った。青い炎が放たれて地を這はい、少し離はなれていたエルバを襲う。

「大口を叩たたいて、後こう悔かいしないことだな！」

　同時に、バルヒーヨもエルバを狙って光の帯を放つ。左右からエルバを襲う、十字砲火だ。

「よおっとお！」

　咄嗟に退いて、エルバは直撃から逃れた。直後、彼の眼前を二条の炎が左右に流れていく。

「言葉は正確に使った方がいいね」

　ルナがエルバのそばに寄り、腕を一振りして赤い霧を放つ。赤い霧が入り交じると、青い炎はその勢いを減じる。

「僕と君とで、ネアとバルヒーヨを叩く。さすがに、君一人であの二人を相手にするのは荷が重いと思うけど」

「わかってる。言葉の綾あやってやつだ」

　言い返しつつ、エルバは鉄球を振り回し始めた。反撃の機会をうかがいながら、じりじりと移動を始める。

　不意に視界が開けて、悪あく竜りゆうの全身が姿を現す。

「これは……！」

　何の遮蔽も障害もない場所から悪竜に相あい対たいして、改めてカエデは驚おどろきの声を上げた。

　圧倒的な大きさだった。これだけの巨きよ大だいな悪あく魔まが存在するなどとは、到とう底てい信じられないことだった──現に悪竜を目まの当たりにしているにもかかわらず、である。

　しかし、これは現実だ。十年前、一族の人間をあらかた根絶やしにした悪魔だ──そして今、東番外地を炎の海に埋うずめようとしている。

　止めなければならない。どんな手段を使ってでも。

「エイジ……！」

　気がつくと、カエデは呼びかけていた。声が届くはずもないとわかっているのに。

「こんなこと、おまえの望んだことじゃないだろう！　わからないのか!?」

　声にあわせて、竜が頭を動かし、カエデを見た。

　言葉が通じたのか、とカエデが一瞬希望を持ったのもつかの間。

「…………！」

　悪竜は一歩を踏み出した。大きく上半身をせり出し、太い腕うででカエデを払おうとする。

　カエデは飛び退のき、腕から逃れた。かぎ爪づめの生えた腕は地面を豪ごう快かいに抉えぐり、土と瓦が礫れきとをまとめて撥はね上げた。岩に砕くだける波のごとく土つち煙けむりが立ち、カエデの頭上に降り注ぐ。

「く……くそっ！」

　顔を守りながら、カエデは竜から離れる。

「ぼーっとしている場合ではありませんよ！」

　離れた位置からテッキが声をかける。

「……わかっている！」

　カエデは叫び返した。そして、唇くちびるを嚙みしめる。エイジを殺す、と割り切ったつもりなのに、いざ悪竜と対決する段となっては、心が揺ゆらぐ。

　だが、命を懸かける場においては、わずかな動どう揺ようが生死を分ける、ということをカエデはよく理解していた。エイジに情けをかけるようなことがあれば、死ぬのは自分だ。

「落ち着くでおじゃるよ」

　そばに立つマロが声をかける。

「心中察するでおじゃるが、結局のところは殺やるか殺られるかという話でおじゃるからな。契けい約やく者しやを守るためなら、マロは悪竜を滅ほろぼすことをためらわないでおじゃるよ？」

　それは、確かく認にんという形を取った、マロの励はげましだ──とカエデは捉とらえた。

　小さくカエデは笑えみを漏もらした。

「私の命でエイジが助かるというのなら、喜んで命を捧ささげるさ」

「……カエデ？」

　マロが不ふ審しんの言葉を口にする。

　けれども、カエデはすぐに表情を殺した。

「でも、世の中、そんな保証をしてくれる人などどこにもいないからな──」

　もう一度、決意を固める。もはや、エイジを殺す以外にエイジを救う手だてはないのだ、と。

「行け、マロ！　私は地上で悪竜を引きつける！」

　言って、カエデは駆かけ出した。

「任せるでおじゃるよ」
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　答えて、マロは鉄てつ鞭べんを握にぎったまま両腕をまくりあげた。そしてふわりと宙に浮うく。橙だいだい色いろの霧きりを後に引きながら、悪竜の後背に回るべく徐じよ々じよに速度を上げていく。

　逆方向に動き出したカエデとマロを見て、悪竜は一いつし瞬ゆん戸と惑まどったようだ。だが、まずはカエデに標的を絞って動き始めた。高く足を上げると、そのまま踏ふみ潰つぶそうと試みる。

「ヌ……！」

　竜の足の裏を横目に見ながら、カエデは懸けん命めいに走った。飛んで逃にげる、とカエデが膝ひざをたわめた瞬間、

「そこッ！」

　一本の矢が地面すれすれを走り、竜の足の裏に突き刺ささった。

　カエデが退いた直後、竜りゆうの足は地面をつかむ。痛みのためか、竜は小さな鳴き声を上げた。

「……テッキか！」

　カエデは矢の飛んできた方向を見やり、そこにテッキの姿を見み出いだす。テッキは瓦礫の小さな山の上に立ち、緑色の弓を構えていた。その弓の正体は、ボルが身体からだを変形させた姿である。

　少し遅おくれて、竜の足が緑色の輝かがやきを放った。刺さった矢が、悪竜の虚きよ体たいを紋様クリプト解析アナライズしているあかしである。しかし、光る以外にこれという反応はない。

「つまり、エイジは竜の左足の中にはいねえってわけだ」

　弓の形状のままにボルが言う。

「まあ、左足の中にいたら驚きですけどね……」

　では、エイジはどのあたりにいるのか？　普ふ通つうに考えれば、背骨が通るあたり、中心線のどこかだろう。頭か、長い首か、胸か、胴どうか。頭か首ならともかく、竜の胴体は太い。

「胴体の中を探さぐるには、かなりの本数を叩たたき込まねばならないでしょうね」

「そうみてえだな！　片かたっ端ぱしから射うって射って射ちまくるぜえ！」

　テッキは集中して、左手の上に緑色の霧を集めた。霧は形をなして一本の矢、ボルの塵ストラ器イカーとなる。弓につがえようと弦つるをつまみ、──

「おいテッキ！」

　ボルが声を上げる。見上げると、悪竜が頭をもたげていた。ブレスを吐はく予備動作だった。

「ま……マジですか!?」

　テッキは激しく動揺した。が、すぐに我に返り、全力で真横に駆け出す。ブレスが来るであろう範はん囲いから、全力で脱だつ出しゆつするために。

　肺一いつ杯ぱいに空気を吸い込んだ後、悪竜は頭を勢いよく下ろし、息を吐き出す。白い粒りゆう子しがきらきらと輝くブレスが、地上に吹ふき下ろされた。

　力一杯、テッキは飛んだ。そのすぐ後背で瓦が礫れきが爆ばく発はつしたかのように巻き上がり、飛び散る。数すう片へんの欠片かけらがテッキの背中に当たり、テッキは姿勢を崩くずした。

「あつっ」

　無様な格好で、テッキは着地する。すぐに姿勢を立て直し、握り続けていた矢をつがえて放つ。目標は、地面近くまで降りてきている悪竜の頭だ。

　ヒュンと風切り音を立て、矢は悪竜の頭に命中、虚体の中に潜もぐり込んで紋様解析を始める。竜の横顔が緑色に染まる──が、やはり何の反応も見られない。

「頭でもないみたいですね……！」

　苛いらつきを隠かくさないテッキに、ボルは陽気な声を投げかける。

「気長にいこうや！　五、六本まとめてブチこんでやろうじゃねえか！」

「……それはいい案ですけど、塵器をひねり出すワタクシの身にもなって頂けませんこと？　集中するのは結構疲つかれるんですよッ」

　と言いつつ、テッキは不敵な笑みを浮かべた。射しや撃げきに適した場所を探すため、大おお股またに走り始める。




「テッキ!?」

　テッキの姿がブレスに巻かれたように見え、エルバは叫さけんだ。

　白いブレスで瓦礫が巻き上がり、視界が塞ふさがる。少ししてブレスが収まった後、改めてその場を見やる──が、テッキの姿を確認することはできなかった。

「あっちはあっちに任せるんだ！」ルナが厳しい声を投げかける。「テッキちゃんがそう簡単に死ぬものかッ」

　力任せのネアの一撃を、ルナは塵器で受け流す。しかしネアは二刀で構え、カタナを受けられたらサーベルを、サーベルを止められたらカタナを打ち込んでくる。力任せの豪ごう快かいな切りつけに、ルナは防戦を強しいられていた。

「さて、それはどうかね！」

　打ちかかりながら、ネアは言い返す。

「悪竜の前には、人間一人なんてちっぽけなもんさ！　今ので跡あと形かたなく消し飛んでたとしても、ネアさんは驚おどろかないねえ！」

「うるせえ、黙だまれ！」

　怒ど鳴なって、エルバはネアに鉄球を投げつける。

　ネアはルナに視線を注いでいたにもかかわらず、あたかも横に目がついているかのように鉄球をかわした。姿勢を低くして大きく踏ふみ込み、下から伸のび上がるようにしてルナを襲おそう。

　しかし、それはエルバの目算通りだった。

「これでどうよ！」

　直後、あらぬ方向に向かおうとしていた鉄球が、急激にカーブし、ネアの方へと戻もどってきた。

　鉄球の軌き道どうの先に、赤い霧きりでカーブする壁かべを作っておいた。被ひ検けん体たい達を捕とらえたのと同じ手である。弧こを描えがいて戻ってきた鉄球と鎖くさりは、ネアの足を絡からめ取る──と思われたが、

「ハ！」

　よく反応して、ネアはルナに切りつけるのを止やめるとともに、鉄球を蹴けって飛び、足を取られるのを回かい避ひした。

「逃がすか！」

　追いかけてルナが切りつけるが、ネアは空中でカタナを一ひと振ふり、ルナの攻こう撃げきを受け止める。そのまま大きく後方に飛んで、ネアは間合いを取り直した。

「なかなかやるねえ！　だが、ネアさんの反射神経をなめてもらっちゃ困るなあ！」

　カタナを担かつぎながら、勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべる。

　この程度で勝ったと思うな、とエルバは一歩踏み出したが──

「エルバ、後ろ！」

　ルナの声に、エルバは反射的に横手に身を投げた。

　直後、エルバのいた場所を、青い光の帯が飛んでいった。

　すぐさま身を起こし、エルバは光の帯の飛んできた方向を見やる。

　遠くの瓦礫の陰かげに、ふらふらと揺ゆれる砲ほう口こうが見えた。が、それはすぐに引っ込み、見えなくなる。

「あの野や郎ろう……徹てつ底てい的に遠えん距きよ離り戦でやるつもりか！」

　怒いかりにまかせてエルバは地面を叩たたく。

「ま、耐たえるこったね」

　素す早ばやくルナが身を寄せ、小さい声で呟つぶやく。

「遠くから一方的に撃うてるのに、わざわざ接近戦をしたがるバカはいない。あの塵器を持っていたら、君だってそうするだろう？」

「だろうな。だが、むかつくモンはむかつくんだよ！　正々堂々勝負するって言葉は、てめえの辞書にはねえのか！」

　エルバは叫んだ。直後、

「あるかボケェェ──ッ!!」

　背後からの絶ぜつ叫きよう。

　振り向くと、いつの間にか回り込んできたバルヒーヨが、砲身でエルバを殴なぐりつけようとしていた。

「なに!?」

　エルバは本能的に身体からだを転がし、砲身に空を切らせる。

　続けざまに、バルヒーヨは逆の手に握にぎったサーベルで──ネアが腰こしに差していたのを借りたのだろう──切りつける。目にも留まらない斬ざん撃げきは、エルバの腕うでをわずかにかすめた。

　大きく逃にげて、エルバは間合いを離はなそうとした。が、最後に飛んできたのは砲撃だった。

「ぬおおっ」

　身体をねじって、どうにか青い光の帯から逃のがれる。やっとのことで立ち上がり、反撃態勢を整えた時には、バルヒーヨははるか彼方かなたに離れていた。バルヒーヨはバルヒーヨで、砲撃の反動を利用して後方に飛んだらしい。

「ハ！」バルヒーヨは鼻を鳴らした。「生き延びるための戦いに『正々堂々』なんて言葉を持ち出すとは、まだまだ子供だな！　そんな心構えで世の中を渡わたっていけると思っているのか？」

「よけいなお世話だ！」

　エルバは怒鳴り返した。たしかに、生死を分ける戦いで「正々堂々」などとは言っていられない──が、卑ひ怯きような戦い方をされれば腹が立つのもまた事実。

　冷静にならなければならない、と心の中で繰くり返す。

　それを見み越こしたのか、バルヒーヨは挑ちよ発うはつの言葉を投げてきた。

「おまえの力はその程度か？　立ち回り、腕わん力りよく、戦せん闘とう勘かん、どれもこの俺には及およばねえようだな、少年！」

「ああん？」エルバは言い返す。「見くびってもらっちゃ困るぜ。ここまではウォーミングアップだ、こっから本気でやってやる！」

　もちろん、大おお噓うそだった。

　エルバはハナから本気でやっていた──しかし、バルヒーヨの力は明らかにエルバを上回っている。言う通り、立ち回り、腕力、戦闘勘、どれもこれもバルヒーヨの方が上っぽい、と短い交戦の間にエルバは痛感させられていた。やはり、軍で鍛きたえた人間という奴やつはひと味違ちがうようだ。クラヴリーと違って、バルヒーヨは長いこと政治家として活動しているから身体が鈍なまっているだろう、と踏んでいたが、どうやらそうでもないらしい。

「だったら本気を見せてみろォォ──ッ！」

　ネアがサーベルでエルバの脳天に打ちかかる。

「簡単にはやらせないよ……！」

　ルナが割り込んで、塵ストラ器イカーでサーベルを受け止める。続けざまに飛んできたカタナの突つきは、身体をねじりつつ後方に退いて、どうにかかわす。

「ええい！　埒らちがあかねえ！」

　毒づきつつ、エルバは打算を巡めぐらせた。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイにおける勝利の方法は二つ。契けい約やく者しやを倒たおすか、魔ま神じんを紋様アンチクリプト破壊ストライクで消し飛ばすか。現在の状じよう況きようを鑑かんがみるに、そのいずれも非常な難事と思える。バルヒーヨとネア、このコンビは間違いなく強敵だ。ともすると、クラヴリーとミナのコンビよりも強いかもしれない。

　エルバがクラヴリーに勝てたのは、幸運以外の何物でもなかった。バルヒーヨに勝ちを収めるためには、あの時以上の幸運に恵めぐまれる必要があるってことか？

　勝ちの形が見えてこねえ──心中に迷いを抱いだきつつ、エルバは地を蹴けった。




「そいやあァァ──ッ!!」

　悪あく竜りゆうの背に張り付いたマロが、鉄てつ鞭べんを逆手に持って、白い鱗うろこに叩きつける。

　叩いた場所を中心に、橙だいだい色いろの波は紋もんが、悪竜の身体に広がっていく。塵器を叩き込んで、虚きよ体たいの内部を探さぐっているのだ──が、召しよ喚うか主んしゆの存在を感じ取ることはできない。

「なかなか見つからぬでおじゃるな……！」

　別の場所を探るべく、マロは悪竜の背中を滑すべり降りようとした。

　その時、悪竜は大きく身体を振ふって、マロを振り落とそうと試みた。

「フホ!?」

　マロの足が、悪竜の鱗から離れた。次の瞬しゆん間かん、竜が身体をねじり腕を振り抜ぬいてくる。

　マロは胸の前で鉄鞭を交差させて身を守った。直後、巨きよ大だいな腕がマロに激げき突とつする。

「ヌク……！」

　吹ふき飛ばされて、マロは霧きりの尾おを引きながら宙を流れた。

　続けざまに、竜はマロを地面にはたき落とすべく手を振り下ろす。しかし、

「そうはいかんでおじゃるよッ」

　今度は回かい避ひするだけの余よ裕ゆうがあった。ひょいと空気をかいて真後ろに移動、指と指の間をすり抜ける。風圧で吹き飛ばされかけるも手の甲こうに追いつき、

「フンッ」

　逆手に握った鉄鞭を手の甲に叩たたきつける。竜はすぐさま手を鋭するどく振り上げたが、その時にはマロは別方向に逃にげ去っていた。

　視界の外へ外へと回り込みながら、マロは額の汗あせを拭ぬぐうようなふりをする。

「これだけの巨大な敵ともなると、体力無む尽じん蔵ぞうでおじゃるな。攻こう撃げきが通じておるのやら」

　右へ左へと飛び回りながら、マロは悪竜のあちらこちらを紋様クリプト解析アナライズしていた。そのたびに、鉄鞭による容よう赦しやない攻撃を加えているつもりだが、竜はダメージを負っている素振りを全く見せない。

「能力逆流スピンオフでズバーンとケリをつけたいところでおじゃるがな……」

　電光の魔神、マロ・マロの能力逆流は電撃である。雷いかずちを放出することにより、対象を黒くろ焦こげにする力だ──が、今は撃うちにくい状況だ。

　電光の能力逆流は、連射することが不可能なのだ。一度撃ち出された雷は一撃必殺の威いり力よくを誇ほこるが、二射目を撃つのにかなりのチャージタイムを必要とする。カエデが被ひ検けん体たいに対してやったように、電撃を小出しにすることはできるが、しかし人間ですら感電死には至らない程度の威力である。悪竜の巨大な身体からだに効くとは考えにくい。

　悪竜とネアとバルヒーヨ、三つの敵が健在である今、切り札をやすやすと放出するわけにはいかない。三つの敵のいずれかが潰つぶれるか、あるいは間違いなく敵を潰せると確信できる時まで、雷を撃つことはできなかった。

　今は、能力逆流抜きで悪竜を相手にするより他ほかにない。

　改めて竜の全身を見やる。白く輝かがやいていた竜の姿は今、背は橙色に、手足は緑色に、それぞれ薄うすく染まっていた。それはすなわち、紋様解析が済んだ範はん囲いを示す。つまりエイジは胴どう体たい部のどこかに埋うもれている、ということだ。

「マロ！」

　地上から、カエデの叫さけび声が轟とどろいた。

「もっと悪竜の目の前を飛べ！　テッキに胸を射うたせるんだ！」

　マロ自身が悪竜の懐ふところに飛び込むのは、あまりにも危険だ。となれば、遠えん距きよ離りからボルの塵器を射たせて紋様解析するしかない。その理り屈くつを、マロは一瞬で吞のみ込んだ。

　しかし、悪竜の目の前を飛び漂ただようことも危険ではある──懐に飛び込むよりはマシにせよ。

「まったく、無茶なことを言ってくれるでおじゃるな……！」

　文句を言いながら、マロは勇気を出して悪竜の前面に回り込んだ。

　ぎろり、と瞳ひとみを持たない悪竜の眼球がマロの姿を追って動いた。




「はああ……！」

　宙に手をかざし、テッキは集中する。

　緑色の霧が集まると、三本の矢が手の内に現れた。

　テッキは三本を縦に並べて矢や筈はずを押さえて、まとめて弓につがえ、狙ねらいをつけてすぐさま射ちはなった。矢はヒュンと飛んで、マロに気を取られている悪竜の胸に突き立つ。適度にばらけた矢は、それぞれ刺ささった場所の紋様解析を開始した。

「いいぞいいぞ！　さすがテッキ、吞み込みが早はええじゃねえか！　ゲハハ！」

　マロが褒ほめ言葉を口にする。

「この程度のこと、楽勝ですよ！」

　テッキは言い返した。が、満足はしていない。出たとこ勝負なため、油断すると弦つるを引き損そこねたり、あらぬ方向に射ったりする。こんなことならチキュウ空手の訓練ではなく、塵ストラ器イカーを素す早ばやく放つ訓練をすべきだった、とテッキは考える。いかにチキュウ空手が優すぐれた武術であろうとも、この巨大な悪あく魔まを投げ飛ばすのはさすがに不可能だ。

　矢を突き立てられた悪あく竜りゆうが、今度はテッキを注視し、一歩を踏ふみ出す。

　テッキは真横に走り出した。走りながらテッキは集中し、またも矢を三本生み出す。

　矢をつがえようとして、テッキは竜への視線を切る。だから、竜の前進に対して、反応が一瞬遅おくれた。

　悪竜が大きく踏み出して、瓦が礫れきの山を蹴けり飛ばした。瓦礫が舞まい上がり、数十片ぺんがテッキへと襲おそいかかった。

「テッキ！」

　ボルの声にテッキは顔を上げる。うち数片は、テッキを射い貫ぬくかのごとき高速ではね飛んできていた。

　避よけられない、とテッキの足がすくみ──

「せやッ！」

　横からカエデが割り込んできた。

　カタナを二に閃せん三閃し、飛礫つぶてを片かたっ端ぱしから叩き落とす。完全には防ぎきれず、カエデは数発身体で受け止める羽目になる──が、致ち命めい的な攻こう撃げきは受けずに済んだ。

「……カエデ!?」

　テッキの声に、カエデは悪竜に視線を向けたまま叫ぶ。

「おまえは塵器を射つことに集中しろ！　私が守る！」

「わ……わかりました！」

　頷うなずいて、テッキは矢を構えて放ち、また走り始める。その姿を見て、カエデも後を追う。

　悪竜は逆の足でもう一歩踏み出そうとしたが、

「こっちも忘れてもらっては困るでおじゃるよーッ！」

　思い切って接近したマロが、悪竜の顔面を力ちから一いつ杯ぱい殴なぐりつけた。

　悪竜は怒いかりの咆ほう吼こうを漏もらし、牙きばを剝むいてマロに嚙かみつこうとする──が、その時にはマロは届かないところにまで逃にげていた。

　直後、下からまたも三本の矢が飛来し、悪竜の腹部を緑色に染め上げた。




　ガキン、と金属同士が嚙み合う音が響ひびく。

　右手からルナが、左手からエルバが、同時に攻撃を仕し掛かけたにもかかわらず──

「この程度の攻撃で、ネアさんを倒たおせるとでも思ってんのかあ!?」

　両手の二刀で、ネアは左右からの攻撃を防ぎきっていた。

　直後、バルヒーヨによる砲ほう撃げきがその場を襲った。青い光の帯が直撃する寸前、ルナ、エルバ、そしてネアは散り散りに飛び去る。

　それぞれ、距きよ離りを離はなす格好になった。正三角形の立ち位置を確かく認にんして、得物を構え直す。

「バァァルヒィィヨォォ！」ネアが叫さけぶ。「しっかり狙え！　ネアさんだって、炙あぶられたら熱いんだからさァ──ッ！」

「んんん～？　聞こえんなあ～！」

　耳に手を当て、聞き返す素そ振ぶりを見せる。実際、悪竜の咆吼、東番外地の各地で上がっている小こ競ぜり合いの音に紛まぎれ、足音すら聞こえない状じよう況きようだった。

　バルヒーヨという砲撃手の存在は、想像以上にエルバ達の動きを制限していた。視界内にバルヒーヨを捉とらえている間はまだいい。が、ずっとバルヒーヨばかりを見ているわけにもいかない。死角から砲撃されれば、エルバはルナの、ルナはエルバの声を頼たよりに逃げるしかない。いつ背を撃うたれるかわからない、という恐きよう怖ふが、足に見えない枷かせをつけていた。

　もちろん、ネアの存在もある。二刀による攻撃は素早く、予想外の方向から飛んでくる。手て練だれの剣けん豪ごうを相手にしているかのようだ。

「目が一つしかねえくせに、三つも四つも持ってるような動きしやがって……！」

　悪態をつきながら、エルバは頰ほおを拭ぬぐう。ふと気づいて手の甲こうを見やると、べっとり血にまみれていた。驚おどろいて頰を指でさぐるが、血で濡ぬれているだけで傷が開いている様子はない。つまり、頰以外のどこかを切りつけられ、盛せい大だいに出血しているらしい、と悟さとる。

　問題は、どこかを切られているはずなのに、それらしい感覚が身体からだのどこにもないということだ。気づかないうちに体力を失ってるってことかよ、とエルバは焦あせりを覚える。

　なお悪いことに、バルヒーヨの持つ塵器は徐じよ々じよに青い輝かがやきを増していた。それはすなわち、ルナに対する紋様クリプト解析アナライズが進んでいるということである。

　これまでの砲撃を、完全にかわしきっているわけではない。死角からの攻撃がルナの身体をかすめたことは再三ならずあった。直撃を避さけても、地面に着ちや弾くだんした炎ほのおが予想以上に燃え上がって、ルナを炙りもした。そういったチマチマとした積み重ねで、徐々にルナの紋クリ様プト防ウオ御ールを一枚一枚剝はいでいるのだろう。

　ルナのサーベルも、刀身は赤い輝きを増し、ネアに対する紋様解析も進んでいる。しかし砲身の光と刀身の光、いずれがより輝いているかと問われれば、砲身の側と言わざるを得ない。少なくとも、エルバの目にはそう見える。

　輝きが満ちた時、すなわち紋様解析が終しゆう了りようした時、紋様アンチクリプト破壊ストライクは放たれる。紋様破壊を食くらった魔神は塵ちりとなり消え去って──契けい約やく者しやは八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくすることとなる。

「あきらめたらどうだ？」

　バルヒーヨはエルバに語りかけてきた。

「おまえに勝ち目はない。だが、降こう伏ふく宣言はいつでも受け入れる。どうよ、今からでも？」

　キッとエルバは無言でにらみ返した。

「怖こわい怖い」バルヒーヨは笑った。「……だが、その程度で俺が怯ひるむとでも思うのか？　俺はそういう目を今まで何度も見てきたぜ。内乱の真っ最中でも、連れん邦ぽう議会の中でもな。慣れたもんだ。……そして、そういう奴やつのその後は二種類に分かれる。賢けん明めいな奴と、愚おろかな奴とに」

「……二種類だと？」

「そう。賢明な人間は、俺に敵かなわないことを悟って、俺の言うことを聞くようになる。愚かな人間は、俺に敵わないことを悟れずに無益な抵てい抗こうを続けて、結果ひどい目に遭あう。君はどっちだね？　賢明な人間であってほしい、と俺は思うがね」

　バルヒーヨを睨にらみつけたまま、エルバは姿勢を正した。少し間をおいて、考えをまとめた後、口を開く。

「俺は、父親の仇かたきを討うつという願いを叶えるために、八眼争覇に参加した。俺の父親は、前回の八眼争覇に参加して、殺されている」

「ほほお。それはなかなか興味深い」

　合いの手を入れるバルヒーヨ。言葉通り、興味を引かれたような顔をしてはいる。実際に内心でどう思っているのか、知れたものではないが。

「誰だれが父親を殺したのか、そんなことすら俺は知らねえ。だから、氷結の魔ま神じんと契約したんだ。戦い続ければ、いつか父親を殺した相手に会わせてやる、とブラナに言われてな」

「なるほどなるほど。つまり君はこう言いたいのか？」

　バルヒーヨは先回りして言った。

「降伏する条件として、俺に父親の仇を捜さがすのを手伝え、と。そういうことなんだろう」

「違ちがう」

　エルバは再び頰の血を拭った。

「たった今──いいか、たった今だぞ──なんでこんなつらい思いをしてまでてめえと戦ってるのか、改めて自問してみた。で、気づいたんだよ」

　バルヒーヨ、ネア、そしてルナも、エルバの言葉を待って黙だまり込む。

「さしあたり、父さんの仇討ちなんてどうでもいい──」

「ちょっとちょっと」ルナが口を挟はさんだ。「いきなり何を言い出すの」

「さしあたり、たった今の話だ」エルバはルナを見返す。「もちろん、仇討ちは大事なことだ。俺の生きる目的だ。だが、たった今の瞬しゆん間かんには、それよりも大事なことがある」

　す、とエルバはバルヒーヨに視線を戻もどした。

「てめえは、劇場で出会った時から、もうむかついてむかついて仕方がねえんだよ。それだけじゃねえ、ファルナを半殺しにする、脱税の言いがかりをつけて俺達を博物館から追い出す、俺達が東番外地に潜せん伏ぷくしたら東番外地を丸ごと焼きにかかる、おまけにエイジをとっ捕つかまえて悪あく竜りゆうの依より代しろにする、ときたもんだ。てめえのようなクソ野や郎ろうに頭を下げるなんて、論外だ。絶対に受け入れられねえ。だから、てめえのそのにやけたツラをブッ潰つぶす！　それが今、一番大事なことだ」

　言い切って、エルバはバルヒーヨの反応を待った。

　無表情で、バルヒーヨはエルバの長なが台詞ぜりふを聞いていた。一段落ついたと判断すると、バルヒーヨは短く息を吐はき出した。

「要約すると、君は愚かな人間の一員だったってことか。ま、別にどうとも思わんがね──愚かな人間は、その愚かさに見合った報むくいを受ける。それだけのことだ」

「それも違う」

　エルバはまた否定した。

「賢明な人間と愚かな人間の二種類だと？　俺はどっちでもねえ。俺は、おまえをブチのめす人間だ」

　今度は、バルヒーヨは噴ふき出した。

「愚かな人間の中でも、ひときわ愚かな部類の人間ってことか。これ以上、言葉を交かわすだけ無む駄だのようだな……！」

　一歩踏ふみ出すと同時に、ネアが声を上げた。

「話は飽あきた！　とにかく死ね！」

　片手を下手投げで振ふり抜ぬき、玉を転がすようなしぐさを見せる。その手から出たのは玉ではなく、青い炎ほのおだ。青い炎は地をまっすぐに走ってエルバを襲おそう。

　エルバは逃にげながら得物を構え直した。右手でぶら下げた鉄球を回転させる。

「どりゃああ──ッ！」

　一声吠ほえて、エルバは鉄球をネアへと放ほうり投げた。

「……ンなモンが通用するかよ！」

　退くどころか、ネアは突つっ込んできた。恐おそれることなく鉄球とすれ違い、一気に間合いを詰つめて、エルバに斬きりかかる。

「く……！」

　鎖くさりを伸のばして、エルバは斬ざん撃げきを受け止めた。わずかにたわめてからもう一度引っ張り、カタナを撥はね返す。

　その時、破は砕さい音がはっきりと聞こえた。

「なに……!?」

　鎖の輪の一つに、亀き裂れつが走っていた。ネアの斬撃が引き起こしたのだろう。

　もちろん、ネアもそれを見み逃のがさなかった。

「せいやッ！」

　もう一度、正確に同じ場所にネアはカタナを振り下ろす。と、鎖は左右に千切れた。

「……！」

　すぐさまエルバは鉄球の方を捨てて飛び退のき、ハンマーを構え直した。ハンマーの柄えの末まつ端たんに、断たち切られた短い鎖が力無く揺ゆれる。

「エルバ！」

　ルナが横から飛び込もうとする。が、

「無視してもらっちゃ困るなあ！」

　ルナの踏み出した足を狙ねらって、バルヒーヨが青い光を撃うち込んだ。

　すぐさまルナが足を引っ込めたので、砲ほう撃げきは地を撃つのみに留とどまった。地面がえぐれて、土つち煙けむりとともに青い炎が立ち上る。

　青い炎を隠かくれ蓑みのにバルヒーヨは一挙に接近、砲身を横よこ薙なぎにしてルナに殴なぐりかかる。

「くうッ!?」

　重く、なおかつ素す早ばやい一撃に、塵ストラ器イカーで受け止めるより他ほかになかった。勢いに乗ってバルヒーヨは砲身で乱打、ルナは受け身に回ることを強しいられる。

　ルナを尻しり目めに、エルバは姿勢を低く構えた。

「おおおお──ッ」

　絶ぜつ叫きようとともに、突とつ撃げきをかける。両りよう腕うででハンマーを高く掲かかげ、凄すさまじい勢いで突っ込んだ。

「うぬ……!?」

　突然の反はん攻こうに、さしものネアも不意をつかれた。気がついた時には、ハンマーが頭上に振り下ろされようとしている。後ろに飛んで逃げるしかなかった。

　空を切ったハンマーは地面に激突、地面をえぐって無数の瓦が礫れきを巻き上げる。

「まだだッ！」

　続けざまにエルバは、ハンマーを横に振り抜いた。飛ぶ瓦礫を壁かべにして、ネアの脇わき腹ばらを狙う。

　剣けんで受けるわけにもいかず、ネアはさらなる後退を余よ儀ぎなくされた。エルバはさらに踏み込み、またもハンマーを振り下ろす。

　一方的な攻勢で、エルバはネアを押し始めた。

「エルバ、抑おさえて……！」

　その様子に、ルナは危き惧ぐを覚えて声を投げた。しかしエルバまでは届かない。

　エルバは明らかに無茶をしている──バルヒーヨもネアも、ともに看破していた。勢いよく見えるが、勢いだけのこけおどしに過ぎない、と。

　バルヒーヨは攻勢をかけつつも、ルナの動きをじっくりと観察している。うまくルナの防ぼう御ぎよ行動を操あやつって、隙すきあらば逆の手に持つサーベルを突き込んでやる、という二段構えの戦法だということが透すけて見える。それだけに、なかなかルナは反撃に出ることができなかった。迂う闊かつな動きを見せたら、至近から砲撃を叩たたき込まれかねない。

　一方で、エルバの突撃は単なる向こう見ずな突進だった。悪く言えば、だだっ子が怒いかりにまかせて腕を振り回しているようなものである。ただハンマーを振り回しても、体力をいたずらに消費するだけだ。クラヴリーとの特訓で筋力、持久力ともに向上はしているだろうが、しかし長いこともつはずがない。

「そうそう！　相棒の言う通りにしておいた方がいいんじゃないのお？」

　逃げながら、ネアは挑ちよう発はつ的な言葉を投げつけてくる。

　言いたいだけ言えばいい、とエルバは内心で呟つぶやく。まともに戦って勝てないのなら、うまいこと相手を引っかけるしかない。今は、俺が自殺行こう為いに突き進んでいると笑うがいいさ──！

　両腕に力を込こめ、エルバは突進する。ただひたすらに。




　テッキを追いながら、カエデはテッキを襲う飛礫つぶてを叩き落としていく。

　見上げる竜りゆうの姿、胸の内に、黒いかげりが現れていた。あれがエイジの影かげか、とカエデは気づく。しかしそのかげりはシーツにできた小さなシミのようなもので、形がはっきりしない。エイジの身体からだのどこの部位かすらよくわからない。エイジの輪りん郭かくを完全に浮うかび上がらせるには、もう少し紋様クリプト解析アナライズをする必要がありそうだ。あの周辺に二、三本、テッキの矢が立てば、おそらくわかるのだろうが、──

「……なあッ!?」

　不意にガクンと視界が揺れ、カエデはバランスを失った。

　飛礫が容よう赦しやなくカエデを襲おそい、彼女の身体に炸さく裂れつする。カエデは転てん倒とうを余儀なくされた。

「……カエデ!?」

　異常に気づいて、テッキが足を止める。

　カエデはすぐさま立ち上がろうとしたが、

「……ぐッ!?」

　足首に激痛が走った。捻ねん挫ざか、とカエデは顔をしかめる。段差でねじったらしい。

　痛いなどと言っている場合ではない、とカタナを杖つえ代わりに立ち上がろうとし──

「……！　カエデ！」

　頭上から、マロの声。

　見上げると、悪竜が頭を大きくもたげていた。

「…………な……！」

　カエデの顔が一いつ瞬しゆんで青ざめる。

　ブレスを吐はくための予備動作だ──そう悟さとった瞬間、カエデは転げるように来た道を引き返した。

　しかし、その足取りはあまりにもたどたどしい。瓦礫が生み出す起き伏ふくが、一歩一歩ごとにカエデに痛みを与あたえていた。顔をしかめながら、よたよたとブレスの範はん囲い外がいに逃のがれ出ようとする。

　その間にも、悪竜の胸きよ郭うかくはどんどんふくらんでいく。

　テッキはためらったが、それも一瞬のことだった。

「カエデ!!」

　気づいた時には、カエデ目がけて駆かけ戻もどっていた。

「来るなテッキ！　まとめて巻き込まれる……！」

　テッキの姿に気づいたカエデは制止の声を上げたが、テッキは足を止めなかった。脇目もふらずに、全力で突つっ込む。

　ほぼ同時だった──悪竜がもたげた頭を下ろすのと、テッキが肩かた口ぐちからカエデを突き飛ばしたのは。

「…………!!」

　遠ざかるテッキに向かってカエデは手を伸のばした──もちろん、届くはずもない。

　直後、視界が白い輝かがやきで覆おおいつくされる。

「うくっ……!?」

　足首をかばったため、カエデは無様な格好で転倒した。しかしそれでも、ブレスの直撃を避さけることはできたと直感した──

　そして、白い輝きの中に巻かれて消えていく、テッキの姿を目まの当たりにした。




　ごっ、と横手から突とつ風ぷうが吹ふきつけた。

「ブレスか……！」

　竜のいる方向を見やるまでもなく、エルバはすぐさま赤い霧きりによる防ぼう御ぎよ壁へきを展開した。飛んできた石いし礫つぶて、家の破は片へんといった瓦が礫れきは、赤い霧に接せつ触しよくするとそのまま貼はりついたかのように空中で静止する。

　さすがに、ハンマーを振ふり回すのをやめ、足を止めるしかなかった。その間に、ネアは遠くへ逃にげていく。ネアは突風に抵てい抗こうすることなく、むしろ自ら風に流されることで、姿勢を保っていた。時折飛んでくる瓦礫は、接触する前に青い炎ほのおで焼き尽つくす。

　突風が止やんだ時、ネアとの距きよ離りは大きく離はなれてしまっていた。

　エルバはハンマーを地面に下ろし、大きく肩で息をする。連続でハンマーを振り回してネアを追いつめようとしたものの、結局ろくな打だ撃げきを加えられないままに終わってしまった。余力を振り絞しぼっての突撃だっただけに、もうこれ以上続けることはできない。

「スタミナ切れかい？　アハハ！　だから無茶な攻こう撃げきはやめておけって言ったのに」

　勝利を確信した者の笑えみを浮かべながら、ネアは踏ふみ出した。カタナは肩に担かつぎ、サーベルを何度も振り回しながら。

「どうやら、ネアさん達の勝ちみたいだねえ……」

　その時、遠くでマロの声がした。

「……カエデ、どうしたでおじゃるか……!?」

　ついうっかり、エルバは声の飛んできた方に視線を投げてしまった。カエデがブレスに巻かれたのか、と思って。

「よそ見してんじゃねえェェ──ッ!!」

　突然ネアが踏み込み、一飛びで間合いを詰つめ切る。

　咄とつ嗟さにエルバはハンマーを持ち上げて受け止めたが、勢いまでは止められない。身体からだごとはじき飛ばされ、尻しりもちをついた。

　一瞬恐きよう怖ふの表情を閃ひらめかせたエルバは、たまたま手のそばにあった石礫をつかんで、ネアに投げつけた。

「ハ！　まるで子供だねえ……！」

　石礫を、ネアはサーベルであっさりと叩たたき落とした──が。

　次の瞬間、エルバは意外な行動を見せた。

　瓦礫の中に手を突っ込み、埋うもれていた鉄の鎖くさり──ネアが叩き切ったものだ──を取り出すと、力ちから一いつ杯ぱい引っ張った。

　と同時に、ネアは右足がすごい力で前に引っ張られるのを感じた。

「なにぃ……!?」

　転てん倒とうを余よ儀ぎなくされた。仰あお向むけに倒たおれ、視界が転じる。その視界の片かた隅すみに、自分の右足が見えた──鉄の鎖が巻き付けられた右足首が。

　ネアの悲鳴と同時に、ルナがバルヒーヨに背を向けた。

「な……！」

　予想外の動きに、バルヒーヨは一瞬反応が遅おくれた。ルナの背中に砲ほう撃げきを叩き込もうとする──が、ルナは勘かんで身体をねじり、避よける。

　短い助走をつけて地を蹴けり、ルナは塵ストラ器イカーを振り上げた──ターゲットは転倒したネアだ。

「冗じよう談だんじゃねえ……！」

　はじめて、ネアの顔に焦あせりの色が閃いた。

　捕とらえられた足は、天に向かって伸びている。下ろそうとしても下ろせない。足首を鎖から外そうとするが、鎖はぎりぎりと足首を締しめ上げていた。よく見れば、鎖には赤い霧がまとわりついている。氷結の能力逆流スピンオフによって固定されているのだ。

　その足の向こう側から、ルナは飛んでくる。ネアが反撃するには、ネア自身の足が邪じや魔まになる方向から。

「これで終わりだ……！」

　逆手に持った塵器を、ルナは振り下ろす。

「……かあああ──ッ！」

　ネアは吠ほえた。右の眼がん窩かから立ち上る炎の勢いを強めると、力任せにカタナを振り抜ぬいた──




　数秒の間、その場は沈ちん黙もくに包まれた。

　エルバもバルヒーヨも、思わず固かた唾ずを吞のんで、二柱の魔神を見守っている。

　ネアの上に覆おおい被かぶさるような体勢で立つルナは、両手で握にぎった塵器を力一杯突つき立てていた──

　ネアの肩かた口ぐちに。

「なんだと!?」

　それを視し認にんした瞬間、エルバは声を上げていた。ルナは塵器をネアの胸に突き立てるだろう、と信じて疑いもしなかったからだ。魔神の胸のうちには核紋様コアクリプトが存在し、その紋様クリプトを読むことで、百パーセントの紋様クリプト解析アナライズはなる。

　つまり、胸への一撃で勝負は決まる──はずなのに、ルナは攻撃を外した。

　なんでだ、とエルバが思った次の瞬間、

「バルヒーヨ!!」

　ルナの下でネアが身体をくるりと回した。自由な方の足で、ルナの胸むな板いたを蹴飛ばす。

「……おう！」

　すぐに応じて、バルヒーヨは光線を撃うち放つ。

「…………!!」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべたルナは、光線を避けようと試みた──が、遅おそかった。左ひだり腕うでがまるごと青い光の中に吞まれ、ルナの身体は枯かれ葉のように吹ふき飛ばされた。

「ルナ!?」

　エルバも、自分の目を疑うような思いだった。今のネアの動きは、足首を押さえられながらできるものではない──

「……フゥーッ」

　そんなことを考えている間に、ネアはややふらつきながら立ち上がってみせた。

　エルバは、能力逆流を解除してはいなかった。だから、鎖はまだ空中にぴんと張られていた。

　そして、鎖はまだきっちりとネアの足首を押さえていた。

「……マジか……!?」

　それを見て、エルバは息を吞んだ。

　字義通りの足首だったからである──すなわち、足首から上がない。

　叩き斬きられたネアの足首だけを、鎖は固定していた。

　その足首は青い炎ほのおを放ち、自らを焼いた。塵ちりに戻もどり、あとは輪っかになった鎖だけが残る。

「……痛いてえなあ……」

　睨にらんだだけで人を殺せそうな視線を、ネアはエルバに向けていた。

「魔神だって、痛みは感じるんだ。……おまえ、足首を切るのがどれだけ痛いか、わかってんのか……？」

　そういうことか、とエルバはやっと理解した。

　足首が邪魔なら、足首を切り離はなせばいい。

　だから、ルナの必殺の一撃は外れてしまった。

「……ルナ！」

　エルバはルナのもとに駆かけ寄った。

　ルナはうずくまっていた。左腕が、きれいさっぱり無くなっている。

「……大だい丈じよう夫ぶ……」

　苦しげな表情を、ルナは覗のぞかせた。

「まだ塵ストラ器イカーは生きている……！」

　それでも、右手には塵器が握られていた。狙ねらいを外したとはいえネアの身体からだを傷つけたのは事実であり、サーベルの刀身の赤い輝かがやきはより増していた。

　しかし、バルヒーヨの担かつぐ塵器の輝きは、より鮮せん烈れつだった。今すぐにでも紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃てる、というくらいに光を放っている。

「なるほど……そういうことか」

　バルヒーヨは勝者の余よ裕ゆうを漂ただよわせている。ルナが塵器を振ふり下ろした瞬間には、さしもの彼も色をなしていたのだが。

「アホみたいにハンマーを振り回してみせたのは、ネアを罠わなに誘さそい込むための前フリだったのか。なるほど、愚おろかな人間にふさわしい、セコいやり口だ。その上失敗とは、目も当てられねえなあ！」

　大声でバルヒーヨは笑い始めた。

　エルバは何も言い返すことができなかった。まさか、ネアが自分の足を切り落とすなどという思い切った真ま似ねをするなど、予想すらしていなかった。

　だが──とエルバは自分の見通しの甘さを悔くいる。人の姿こそしているが、魔ま神じんは魔神、人間とは別種の存在なのだ。自分の足を切り落としたところで、周囲の塵をかき集めれば元通りになる。新たな虚きよ体たいとなって、再び五体を取り戻せるのだ。

　無意識のうちに、人間に対しているつもりで算段を立ててしまった。小さな──しかし、致ち命めい的てきな読み違ちがいだった。

「瓦が礫れきを使って鎖くさりを隠かくす真似までしたのに、残念だったねえ？」

　塵を集めて、ネアは断面に足を生やした。痛みは残るらしく、サーベルを杖つえ代わりにしながら、ネアは瓦礫の上を歩む。その瓦礫群は、赤い霧きりに包まれ、実は地面からわずかに浮いている。エルバはハンマーで地面を何度も叩たたいて瓦礫を飛び散らせ、周辺一帯を瓦礫の層で覆おおったのだ。地面と瓦礫の間の隙すき間まに、鎖の罠を隠すためである。

　罠はうまく発動した。だが、ネアは発想と思い切りでその上を行ったのだ。

「とどめはおまえに任せよう」

　バルヒーヨは塵器を腕から引っこ抜ぬき、ネアに放ほうり投げた。

　ネアはカタナを鞘さやに収め、空いた手で塵器を受け止めた。腰こしだめに構えて、砲ほう口こうをルナにまっすぐ向ける。

「今回はネアさんの勝ちだよ。ルゥナルナァァ」

　そして、うっとりとした恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「相打つのが宿命とはいえ、またしばらく会えなくなるのは残念だねえ。何か、言い残したいことはある？」

　ルナはしばしの沈ちん黙もくの後に、

「……特にない」

　と答えた。

　ネアの笑え顔がおは一瞬で引っ込んだ。

「なんだよ、つまんねえなあ。六年ぶりの再会だったってのに、つれないねえ」

「そういうことじゃない」ルナは言い返す。「まだ勝負が決まってない以上、言葉を残す必要はない。そう思ったまでさ」

　返答に意表をつかれたのか、ネアは目を丸くした。が、すぐに腹を抱かかえて笑い出す。

「おいおい、ルゥナルナァァァ、トチ狂くるったか!?　ネアさんが構えている塵器が見えねえのか？　まさか、左ひだり腕うでに目がついてたわけでもねえだろうに。状じよう況きようをわきまえな」

　軽く砲口を上下させ、存在を誇こ示じして見せた。

　しかし、ルナの不敵な笑みが消えることはなかった。

「状況をわきまえていないのはどっちかな」

「……なに？」

「この状況を逆転する切り札を、僕が持っているとしたら、どうかな？」

　ネアの顔に、不ふ審しんの色が灯ともった。

　それを見て、ルナは続ける。

「氷結の魔神としての真の力──そんなものを、隠し持っているとしたら……？」
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　突とつ然ぜん何を言い出すんだ、と内心でエルバは呟つぶやいた。そんな話は初耳だった。どう考えてもハッタリである。が、今の状況を切り抜けるためであれば、藁わらにでもすがりたい気分だ。こりゃ話に乗るしかねえ、と決心する。

「マジかルナ──アレをこの場で発動するのか!?」

　半ばヤケクソ気味に、エルバは叫さけんだ。

　ネアの疑念の表情はますます深くなる──一方で、ルナは「その調子」とでも言いたげな視線を返してきた。

　どうやらこの線で演技すればいいらしい、と思う一方で、エルバ自身も不審にとらわれる。こんなハッタリを続けて、どうするつもりだ？

　まさか──「真の力」とやらが本当に存在するのか？

「……いいや、ありえねえ！」

　ネアは吐はき捨てた。

「お互たがい、百年の間に何度も刃やいばを交えてきたんだ。でも、一度たりとそんなものなど見たことないし、話に聞いたこともねえ！」

「そりゃそうさ」ルナの笑みは揺ゆるがない。「切り札の存在を、誰だれが口にするものか。たしかに君とは何度も戦ってきたけど──僕は君とだけ戦っていたわけじゃないよ」

　他ほかの魔神との戦いの時に、「真の力」を使った──言外にそうほのめかしているのだ。

　戸と惑まどいの気配を、ネアは隠し切れていなかった。「真の力」などありえない、と信じているのだろうが、万に一つの可能性を完全には無視できないものと見える。

　しかし、ついに迷いを振り切るように頭を振ると、大きく踏ふみ出してルナの眼前に砲口をつきつけた。

「だったら、その『真の力』とやらを使って、切り抜けてみせるこったな！」

　砲口の奥に、青い光が灯る。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ──」

　常じよう套とうの文句を、ネアは口にする。

　風がネアを中心に集まり始めた。その風は砲口に吸い込まれていき、輝かがやきをより増していく。その奥に、ルナを吹ふき飛ばし、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいするための力が蓄たくわえられていくのを、エルバは感じた。

　一方、ルナはほとんど無表情で、力が溜たまっていくのを見つめ続けていた。どうという動きも見せず、ただ青い輝きを見つめている。

「ハハッ！　結局、ハッタリだったみたいだな！」

　勝利を確信して、ネアは正確に照準を定めた。間ま違ちがいなくルナを吹き飛ばせるよう、腕を巻き付けて砲身を固定する。

「飛び散れ！　紋様クリプト──」

　紋様アンチクリプト破壊ストライクが放たれる、その寸前──

「──かはあッ!?」

　突然、ネアの口から悲鳴が漏もれた。

　至近距きよ離りから放たれた三本の矢が、ネアの身体からだの右側面に突つき立った──肋あばら骨ぼね付近に、脇わき腹ばらに、太ももに。

　衝しよう撃げきで砲口があらぬ方を向き、紋様破壊も中断される。

　地面を蹴けって飛び上がると、ルナはサーベルを大きく突き出し、ネアの胸の真ん中を貫つらぬいた。




　同時に六本の矢が放たれていた。

　ネアの身体を外れた残り三本の矢は風を裂さいて飛び、ネアの遥はるか向こう側にいる悪あくり竜ゆうの胸きよう郭かくへと突き刺ささった。

　緑色の矢はすぐに虚きよ体たいの中へ染しみこんでいく。そして──

「……！　あそこか……!?」

　カエデが声を上げた。

　緑色に染まった悪竜の胸に、完全な黒い人型が浮うかび上がった。両りよう腕うでを天に、両足を地に伸のばした人物の、全身を表す影かげが。

「エイジ……そこにいるのか……！」

　間違いない。悪竜の胸の内、首の直下の箇か所しよに、エイジがいる。

　悪竜は手を開いて叩たたき下ろし、カエデを潰つぶそうとする。

「エイジ、今行く……！」

　カエデは指と指の間に入って、ぎりぎりで潰されるのを回かい避ひすると、その手の甲こうに乗り、腕を伝って登り始めた。

「何するでおじゃるか!?　カエデ！」

　悪竜の首の裏側あたりに浮かんだマロが叫ぶ。しかし制止の声など無視して、カエデは必死に駆かけた。

　悪竜は腕を勢いよく上げ、カエデを振ふり落とそうとした。が、カエデはよく反応して、手をつきながらも上じよう腕わん部まで登る。

　さらに肩かた口ぐちに取り付こうとしたが、悪竜は今度は強く腕を振り下ろした。

「ヌ……！」

　突とつ然ぜん地面が無くなったような感覚を、カエデは全身で味わった。けれども完全に浮いてしまう寸前、強ごう引いんに悪竜の腕を蹴り、直接悪竜の胸郭へと飛びついた。左手で隠かくし持った短刀を抜ぬいて胸に刺し込み、胸にはりつくための手がかりとする。

　カエデの背後に悪竜の手が迫せまった。直接捕つかまえて払はらい落とそうと、巨きよ大だいな手の平が来る。

　こんな体勢では抵てい抗こうできない、とカエデは焦あせったが──

「やらせんでおじゃるよッ」

　寸前、マロが鉄てつ鞭べんを振り抜いて、竜の手を叩き落とした。

「マロ！」

「背中はマロに任せるでおじゃるよ！」

　カエデに背を向けたまま、マロは叫さけび返す。鉄鞭を握にぎった両腕を大きく広げ、竜の手からカエデを守る構えだ。

　今は、感謝の言葉を投げる暇いとまもない。背中をマロに任せ、カエデは前を向いた。

　つま先で悪竜の体表の鱗うろこを撫なで、足がかりを探す。鱗と鱗の隙すき間まは小さく、何度も滑すべったが、それでも無理矢理深く足をねじ込んで、踏ふん張ばれる場所を作った。

　ほとんど左腕一本でぶら下がった状態で、カエデは右手のカタナを振り上げ、

「はああああッ」

　真一文字に悪竜の虚体を切り開いた。

　悪竜は声を上げて身をよじる。カエデは裂け目の縁ふちに足をかけて足がかりを得、カタナでさらに虚体を裂いた。虚体の奥に潜ひそむ影目がけて。あるところまで行くと、切り裂いた虚体が自然に弾はじけて、自ら核かくをさらけ出した。

　果たして、その奥にエイジは埋うもれていた。

　カエデの前に姿を見せたのは、鎖さ骨こつから上の部分だけだった。腕、胴どう、ともに強固にとらわれている。この部分だけ虚体の性質が異なるのか、さらにエイジを抉えぐり出そうとカタナを突きこんでも、まるで弾だん力りよくに優すぐれたゴムを相手にしているかのごとき手て応ごたえが返ってくるばかり、切り裂くことは叶かなわなかった。

「エイジ！　エイジ!!」

　エイジに向かって、カエデは呼びかける。目を閉とざしたエイジは、思いの外苦しそうではなかった。むしろ暖かさに包まれて幸せな夢を見ているようでもある。

　それでもカエデは何度も呼びかける──すると、ついにエイジの目ま蓋ぶたがうっすらと開いた。

「エイジ！　私がわかるか!?」

　エイジは、何も答えられなかった。

　エイジの瞳ひとみの奥に、カエデは争いを見み出いだした──悪竜そのものの意志と、エイジの意志のせめぎ合いを。彼の目は、悪あく竜りゆうの意志をたたえていた──が、ほんのわずかに、エイジの意志の色が灯ともっていた。悪竜の意志に押し潰されそうになっている、弱々しい意志の色が。けれどもその目は、カエデに明確なメッセージを送っていた──

　約束を果たして欲しい、と。

　一いつ瞬しゆん、泣き出しそうな顔を、カエデはした。が、すぐに表情を包つつみ隠すと、悄しよう然ぜんとして呟つぶやく。

「……やるしか、ないんだな……？」

　その声に応えるかのように、エイジは目を閉じた。

　カエデはカタナを持ち替かえ、その切っ先をエイジの胸むな元もとにぴたりとつける。手が震ふるえるのを感じた──が、無理矢理抑おさえ込んで振り上げ、

「さよなら、エイジ──」

　渾こん身しんの力を込こめて、エイジの胸を突つき刺さした。

　そして、絶ぜつ叫きようする。

「マロ！　紋様アンチクリプト破壊ストライクだ！　悪竜を滅ほろぼせェェ──ッ!!」




「何が……起きた……!?」

　ネアの背を、ルナの塵ストラ器イカーが貫つらぬいている。

　はっきりした感覚があった──核紋様コアクリプトを読まれた、と。

　視線を地上に、矢の飛んできた方に下ろす。

　すぐそこに、テッキが寝ね転ころがっていた。弓の形となったボルを右手にまとい、矢を射うち放ったばかりのテッキが。

「何な故ぜ……そんな場所にいる……!?」

　ルナをどつき、ネアは塵器を無理矢理引き抜いた。数歩よろけて、がくりと膝ひざをつく。

「無形の魔ま神じんの能力逆流スピンオフ……ですよ」

　腕を地につき、テッキは立ち上がった。背に手を回して土つち埃ぼこりをはたき落とす。

「つい先ほど、悪竜のブレスに巻き込まれそうになったので、能力逆流を発揮して、瓦が礫れきの下に潜もぐり込んだのです」

　無形の魔神、ボルの能力逆流は、契けい約やく者しやの身体からだを粘ねん体たい状にすること。形を失った契約者は、隙間さえあればあらゆる場所に入り込めるようになる。

「安全な場所で元の姿に戻もどろう、と悪竜の周囲を大回りしていたら、こちらの様子が見えましたので、粘体のままこっそり、あなたの背後から接近したというわけですよ。エルバが瓦礫の層を作っていてくれたので、気取られないようにするのは非常に簡単でしたよ」

「でも、僕にはテッキちゃんの接近が見えていた」ルナが言う。「だから、適当なハッタリを言い立てて君の注意を惹ひいて、時間を稼かせいだのさ──テッキちゃんが、いい位置から塵器を射てるように、ね」

「って、ことは……」ネアは歯を食いしばる。「『真の力』云うん々ぬんというのは……！」

「もちろん、出任せ」ルナはあっさり言い切った。「そんなものがあるなら、最初から使っているに決まっている。たしかに、僕の能力逆流は、君のに比べたら地味だけど、でも殺傷能力の高低が勝負を決めるわけじゃないんだよ」

「……そういうことだったのか」

　得心いった、という声を上げたのはエルバだった。

「今の説明でやっとわかったぜ」

「そういうこと。……って、わかってなかったの？　僕のハッタリにつきあってくれたじゃないか」

　ルナは目を丸くした。

「その場のノリでなんとなく話を合わせただけだ。いやー、テッキが来てたとは知らなかった。どうやら、また助けられたみてえだな」

「ま、そういうことよ。ゲハハー！」

　触しよく手しゆを伸のばして、ボルがぺちんとエルバの腕うでを叩たたいた。

「……結果オーライということにしておこうか」

　ヒュンと音を立ててルナは塵器を振ふり、切っ先をネアに向けた。サーベルの刀身は、完全なる真しん紅くに輝かがやいている。

「逆転勝利をおさめられそうだし、ね」

「冗じよう談だんではない……！」

　バルヒーヨが声を上げる。

　見やると、バルヒーヨは顔面蒼そう白はく、愕がく然ぜんとした表情を浮うかべていた。傲ごう岸がんなる政治家の顔は、どこかに消え失うせてしまっている。

「まだだ！　こっちだって紋様破壊を放つ準備はできている！　貴様に先に撃うたせさえしなければ──！」

　握にぎったサーベルを横に構え、バルヒーヨは突とつ進しんする。

「貴様らごときに！　宇宙大将軍への道を閉ざされてたまるかァァ──ッ!!」

　目指す先はルナ。だが──

「いい顔だな、先生よお！」

　ハンマーを抱かかえて、エルバが割り込んだ。横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを柄えで受け止める。バルヒーヨは体重をかけて身体ごとはね飛ばそうとするが、エルバも両足で踏ふん張ばって押し返す。

「のけぇぇいッ！」

　必死の形相で叫さけぶバルヒーヨ。

　エルバは口元を吊つり上げ、笑ってみせた。つい先ほどまで、バルヒーヨが浮かべていたような笑みを。

「言っただろ？　俺はてめえをぶちのめす人間だ、ってよ！」

「ぬううううッ」

　ヤケになって、バルヒーヨは狂くるったように打ちかかる。しかしエルバは冷静にハンマーを振り、正確にサーベルを受けては撥はね返した。

　その間に、小さな竜たつ巻まきが立ち上り始めていた。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ──」

　ルナが決まり文句を唱え始めると同時に、構えた塵ストラ器イカーが風を集め始めた。周囲の塵を取り込んで、竜巻は徐じよ々じよにその勢いを増す。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ──！」

　ネアも、もう一度紋様アンチクリプト破壊ストライクを放とうと構え直した。風は塵器の砲ほう口こうに吸い込まれ、風が集まるほどに砲口の奥の輝きは増していく。

　サーベルの赤い輝きと、砲内の青い輝き。二つの光が最高に燃え上がったその時、

「──紋様破壊!!」

　ルナとネア、二柱の魔ま神じんは同時に紋様破壊を放った。




「任されたでおじゃるよッ！」

　悪あく竜りゆうの紋クリ様プト防ウオ御ールを読んで、マロの鉄てつ鞭べんは既すでに臨界状態、橙だいだい色いろに輝いていた。両の鉄鞭を高く構えて、決まり文句を唱え始める。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ──」

　風が巻き始めるとともに、マロの周囲にバチバチと小さな火花が散り始めた。

　カエデは悪竜の身体からだを滑すべり降りた。鱗うろこがガリガリとカエデの身体をやすりのようにこする──が、逆にそれがちょうどいい減速になった。どうにか地上に着地すると、悪竜に背を向けてまっしぐらに逃にげる。

　ただ消し去られてなるものか、と悪竜は息を吸い込んだ。肺の容量が百パーセントになるのを待たず、マロ目がけてブレスを吐はき出す。

　その時には、マロの予備動作は完かん了りようしていた。

「紋様破壊──!!」

　鉄鞭を振り下ろすと同時に、風が逆巻いた。

　橙色の暴風と同時に、電撃が悪竜の頭部を襲おそった。紋様破壊の暴風は悪竜のブレスと拮きつ抗こうしたが、雷いかずちから身を守る方法はない。直撃を食くらって、悪竜の首が揺ゆれた。途と端たんにブレスは勢いを失って、橙色に輝く光の粒つぶに押されて塗ぬりつぶされていく。

　悪竜の身体が、端はしから崩くずれ始める。すぐにその巨きよ体たいを支えきれなくなり、がくりと膝ひざが崩れた。地じ響ひびきが上がり、そのまま悪竜の身体は沈しずんでいった。風、土つち煙けむり、塵が舞まい上がって、視界を覆おおう。

　吹ふきつける土煙から身を守りながら、カエデは悪竜が沈んでいく様子を凝ぎよう視しする。

　そして、発見した──力無く地上に落ちてくる、オーラン先住民の青年の姿を。

「……エイジ！」

　叫んで、カエデは土煙の中へと突進していった。




　風が逆巻く──と同時に、二つの奔ほん流りゆうが正面から激突した。

「これは……！」

　思わずエルバは声を上げ、バルヒーヨは目を剝むいた──二つの紋様破壊が、真っ向からぶつかり合って拮抗するという光景に。

　赤い奔流を放つルナ、青い奔流を放つネア。奔流の境目では二つの粒りゆう子しが混じり合い、ぶつかり合って、より激しい光を放っている。

　一進一退、両者の勢いは互ご角かくとも見えたが──

「……僕の勝ちだ……！」

　奔流を放ち、振しん動どうする塵器を両手で押さえながら、ルナは勝利宣言する。

「僕はネアの核紋様コアクリプトを読んだけど、ネアは僕の核紋様を読んではいない……！　ならば、紋様防御破りの速度が違ちがう……！」

　じりじりとルナが前進を始めた。その歩みは蝸かた牛つむりにも似てあまりに遅おそい──けれども、はっきりと前に進んでいる。

「ぬ……ぐうう……！」

　ひるがえって、ネアは苦く悶もんの声を上げている。

　やがて、目に見えて赤い奔流が青い奔流を押し始めた。赤い奔流の面積が徐々に広がっていき、対して青い奔流の面積は狭せばまっていく。

「クソ……なぜだ……!?」

　ネアの抱える塵器は、ガクガクと揺れている。ルナの紋様破壊を、もはやこれ以上抑えられないのだ。

「なんでネアさんが負けるんだよ……!?」

「簡単なことじゃないか」

　紋様破壊のぶつかり合いの場にあって、ルナはあっけらかんとした声を出した。

「たしかに君は、八柱の魔神の中でもっとも殺傷能力の高い能力逆流スピンオフを操あやつる。一番強いと言っても差し支つかえないだろう。でも、さすがに三対一では、不利は否いなめない」

　そう言いつつ、ルナはネアに笑え顔がおを向けた。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイの戦いにあっては、契けい約やく者しやの能力だけじゃなく、資質もものを言う。僕の契約者は、友情と団結の力を信じていたけど、君の契約者はそうではなかった。たったそれだけ、簡単なことだろ？」

　そしてついに、赤い奔流は完全に青い奔流を吞のみ込んだ。

「……クソ……ぬああああァァ……！」

　絶ぜつ叫きようとともに、ネアの身体そのものが赤い光に包まれる。

　まばゆい光が放たれた。エルバは思わず顔を覆った。だが目を閉とざす寸前、指の隙すき間まからはっきりと見た──紋様破壊を食らって、ネアの虚きよ体たいが崩ほう壊かいしていく様を。




「……エイジさん！」

　悪竜の身体が沈み、消しよう滅めつが決定的と見えた瞬しゆん間かんに、サクラは瓦が礫れきの陰かげから飛び出していた。

　もうもうと立ち上る粉ふん塵じんの中、サクラは悪竜のいた方向目がけてまっしぐらに走る。

　が、ある地点で、その足はピタリと止まった。

「……カエデ……」

　粉塵の中に、サクラはカエデの姿を見み出いだした。両りよう腕うでにエイジを抱だきかかえたカエデを。

　エイジの胸には、カエデのカタナが突つき立ち、背にまで貫かん通つうしていた。

「……エイジさん！　エイジさん……!?」

　カエデはその場にエイジを下ろし、サクラはそばに膝をついてエイジの顔をのぞき込む。

「…………!!」

　そしてそこで、覚かく悟ごしていたものに直面した──死相に。

　エイジは薄うす目めを開けていた。が、顔色は真っ白で、おおよそ生気というものが感じられなかった。

「これでいい……」

　血の気を失った唇くちびるが、わずかに動く。

「ありがとう、カエデ……約束を果たしてくれて……」

「しゃべるな！　すぐに手当てすれば、助かる！」

　カエデの口を、そんな言葉がついて出る。もはやエイジは助からない、とカエデ自身がわかっているにもかかわらず。

　わずかに、エイジの目元がゆるんだ。

「気にすることはないんだ……これは、君達の言うことを聞かずに飛び出した、罰ばつだ……」

　その目が、空へと向かう。粉塵はやや晴れ、頭上には夜空が見えた。相変わらず、厚い雲に覆おおわれた闇やみの空が。

「最さい期ごまで、星を見られなかったか……エルバの言う通り、天気予報を聞いてから脱だつ走そうすべきだったな……」

　フッと笑うと、カエデの袖そでを力無く引っ張り、注意を惹ひく。

「今の言葉、墓ぼ碑ひに刻んで欲しい……どうかな……」

　今にも泣き出してしまいそうなのをこらえながら、それでもカエデは笑顔を見せた。

「辞世の言葉にしては、センスの欠片かけらもないじゃないか……。でも、それがエイジの望みなら、そうする」

「……ありがとう……」

　感謝の言葉を述べて、エイジは視線をサクラに向けた。既すでにサクラは肩かたを震ふるわせ、無言で涙なみだを流している。

「もう一つ……」声を絞しぼり出し、語りかける。「言っておかなくちゃ……シローのこと……」

　不意に出た兄の名に、サクラは一瞬呼吸を止めた。




「…………ん……」

　瓦礫の山に寄りかかって腰こしを下ろしていることに、エルバは気づいた。

　驚おどろいて、ひょいと起きあがる。どうやらほんのわずかな間、気絶していたらしい。

　紋様アンチクリプト破壊ストライク同士がぶつかりあった際に蓄ちく積せきされたエネルギーが、ネアの消滅と同時に爆ばく発はつして衝しよう撃げきを放った。場に居合わせた者は衝撃波をまともに食くらって、気絶するほどのショックを受けたようだ。

　すぐそばに、うつぶせに倒たおれたテッキがいる。程ほどなくして意識を取り戻もどすと、

「……おや……」

　ぽつりと呟つぶやいた。エルバの存在に気づいてぱっと起きあがり、

「……何か変なこと、してないでしょうね」

　キッと睨にらみつけた。

「そんな暇ひまあるかよ」

　エルバは言い返したが、すぐに真顔になって、

「……バルヒーヨの野や郎ろうはどこだ」

　周囲を見回した。言われてテッキも気づき、エルバに倣ならう。

「あそこだよ」

　と指し摘てきしたのは、少し離はなれた所に立つルナだった。既に左腕は復元しており、その指である一角を指す。

　瓦が礫れきに半ば埋うもれる格好で、バルヒーヨはうつぶせに倒れていた。気絶しているかのように見えたが、

「……納なつ得とくいかん……」

　倒れた姿勢のまま、バルヒーヨは言葉を発した。ガッと瓦礫をはねのけて一挙に立ち上がり、吠ほえる。

「俺はまだ敗れちゃいねえ！　まだだ、まだ……！」

　度を失って慌あわてるバルヒーヨの姿に、ルナは思わず鼻を鳴らした。

「ま、あきらめが悪いってのは、成功者に欠かせない資質の一つだと思うけど……新進気き鋭えいの青年政治家たるバルヒーヨ先生が、こうもみっともない姿を晒さらすとは、失望したね」

　ギッ、とバルヒーヨは無言でものすごい視線をルナに投げつける。

「ネアは吹ふっ飛ばした。あんたは負けたんだよ、受け入れろって」

　エルバの言葉に、バルヒーヨははっと気づいたような顔をした。円盤レンズをはめた目に手を当て、

「ネア！　召コン喚タクト！　召喚だ！　ええい、なぜ出てこない!?」

　召喚を試みる。当然、魔ま神じんの円盤が反応するはずもない。不思議に静まりかえった東番外地に、バルヒーヨの声はむなしく響ひびいた。

「出てくるわけがないだろう……」

　声は、エルバ達の背後から飛んできた。

　二人の男が、闇の中から現れた。白はく髪はつの男と、筋骨隆りゆう々りゆうの大男。

「クラヴリー……！」

　忌いま々いましげに、バルヒーヨはその名を吐はき捨てる。

　クラヴリーとリデルの二人が堂々とした歩調で歩み寄り、エルバ達の前に出た。

「待たせたな！」

　クラヴリーは元気いっぱい呼びかけた。

「前に約束した通り、復ふく讐しゆうを果たしにやって来た！」

　そう言って、両手の指をボキボキと鳴らす。

「……き……貴様ら……！」

　苦しげにバルヒーヨはうめく。クラヴリー、リデル、エルバにテッキにルナにボル。四人二柱の敵に囲まれて、さしものバルヒーヨもうろたえるしかなかった。

「あなたが有能な人物であることは認めますよ」テッキが言う。「実行力のある、豪ごう腕わんの人であることはね。でも、あまりに強ごう引いんすぎるのが、致ち命めい的な欠点ですよ。だからこの通り、多くの敵を作るのです。ワタクシにあなたほどの行動力はありませんけれども、少なくとも、敵を作ることを極力避さけるという点においては、あなたよりはるかに賢けん明めいでしてよ」

　視線を周囲に振ふりまくだけで十人の敵を作っているような気がするんだが、とエルバは思ったが、口に出しては言わなかった。

「卑ひ劣れつな凡ぼん人じんどもが……！」バルヒーヨは獣けもののごとく唸うなる。「貴様らのような凡人は、俺のような天才を理解できないが故ゆえに恐おそれて、多数で寄ってたかって排はい除じよしようとする！　おまえらは、自分達の愚おろかさに気づかないくらい愚かな人間どもだ！　何な故ぜわからない!?」

「わからんね」クラヴリーは気軽に答えた。「おまえのような天才様の考えることは。ただ、多数決で事を決められるのはイヤだ、ってのはもっともだと思う」

　エルバに顔を向けて、問いかける。

「ここは、私一人に任せてくれんかね」

「……というと」

　クラヴリーはバルヒーヨに向き直り、胸の前に両りよう拳こぶしを構えた。

「私とバルヒーヨで、素す手でによる一いつ騎き打うちを行う。もしバルヒーヨが勝ったら、この場から大手を振って帰ってもらう……というのは、どうかね」

「…………！」

　驚きの表情を、エルバは表した。しかしすぐにニッと笑って、

「任せる。思う存分復讐を果たしてくれ」

　承しよう諾だくを与あたえた。テッキも無言で頷うなずき返す。

「……フ……フフ！」バルヒーヨはにわかに生気を取り戻した。「なるほど……ならばいいだろう！　俺も、おまえとは決着をつけたいと思っていたところだ……！」

　肩かたを大きく回して、身体からだのこりをほぐし、顎あごの高さに拳を構える。

「念のため聞いておきたいのですけど」テッキがクラヴリーに語りかける。「あなたが勝った場合は、バルヒーヨをどうするおつもりなのですか」

「どうするもなにもない。私にとっての勝利とは、バルヒーヨを殴なぐり殺すということだ。君の問いに敢あえて答えるなら、彼を丁てい重ちように地下深くに葬ほうむって差し上げる──ということかな」

「ハ！」バルヒーヨは鼻で笑った。「葬られるのはどっちかね!?」

「それは、やってみてのお楽しみだ」

　クラヴリーも笑い返した。ただし、普ふ段だんの陽気な笑えみではない。肉食獣じゆうが獲え物ものを見つけた時の笑みだった。

　それを受けて立つバルヒーヨも、似たような笑いを浮うかべる。彼の目は、クラヴリーの腕うでの不調をきっちりと捉とらえていた。なんともないふりこそしているが、筋を違ちがえるかなにかした右腕をかばっている。ということは、警けい戒かいすべきは左腕だ──と算段する。

　ほんのわずかなにらみ合いの後──

「どあああ──ッ！」

　猛たけり声を上げて、二人はお互たがいに向かって突とつ進しんする。

　両者ともに右拳を振り上げて、敵の顔面を狙ねらって正せい拳けん突づきを放った。

　ドグシャ、と爆ばく発はつ音がして、二人の頭が同時に揺ゆらぐ。

「クロスカウンターか……！」

　凄すさまじい激突に、エルバは目を剝むいた。

　お互いの拳を交差させたまま、わずかの間二人は静止する。しかし、先にぐらりとよろめいたのは──

　バルヒーヨだった。

「ぬおおおォォ──ッ!!」

　気合い一いつ閃せん、クラヴリーは渾こん身しんの回し蹴げりをバルヒーヨの側頭部にねじ込んだ。

「ぐああッ!?」

　直ちよく撃げきを食くらって、バルヒーヨは倒たおれるかに見えた──が、どうにか踏ふみとどまって、連打を防ぐべく両腕で頭を守る。

　しかし、クラヴリーはがら空きの胴どうにジャブをねじ込んだ。

「ぐふう……！」

　バルヒーヨは腰こしを折った。

「……貴様、右腕はフェイクか……!?」

「ん？　いや、実際に痛めているんだがね──腕一本など安いものだ」

　その右腕で、バルヒーヨの側頭部へのストレートを放つ。これにはさすがのバルヒーヨもたまらず、もんどり打って地面に倒れた。

　すかさずクラヴリーは馬乗りになって、バルヒーヨに容よう赦しやのない拳の雨を降らせ始めた。

「この拳には、虐ぎやく殺さつの地で死んでいった千人の魂たましいが宿っていると思え……！」

　鬼き気き迫せまる表情で、クラヴリーは拳を打ち下ろしていく。バルヒーヨは両腕を上げて顔面を守ろうとするが、そんなものお構いなしに、ただひたすらに連打する。

　エルバ達ですら、おののくしかなかった。常に肩かた肘ひじ張らない笑みをたたえ、負の感情を滅めつ多たに表すことの無かったクラヴリーが、生の悪意、怒いかりをむき出しにして、バルヒーヨを殴り殺しにかかっているのである。言葉を失って、ただ推移を見守るだけしかできなかった。

「おまえを殺す前に、十年前に言い忘れていたことを教えてやる。エリスを覚えているよな」

　クラヴリーは妻の名を持ちだした。

「…………ッ、……！」

　何かを言い返そうとしているのか、ただ単に悲鳴も上げられないだけなのか、バルヒーヨの口からは妙みような音の吐と息いきが漏もれるばかり。

　一いつ旦たん手を止め、クラヴリーは話を続けた。

「十年前のあの日、エリスも悪あく竜りゆうの同調にやられた。悪あく魔まに意識を乗っ取られたエリスを、私はこの手にかけたんだ。おまえはそのエリスまでも、私に悪竜の円盤レンズの在処ありかを吐はかせるための材料として利用した。……他人の気持ちを一度たりと考えたことのないおまえでも、今の私がどんな気分か、わかるよな？」

　力を込こめた右みぎ拳こぶしを、クラヴリーは掲かかげた。そして、バルヒーヨの言葉を待つ。

「……エリスに謝れ、ってか？」

　恐おそる恐るバルヒーヨが言うと、クラヴリーは鼻で笑った。

「おまえにそんなことは期待していない。エリスの魂は天国にあるが、おまえの堕おちる先は地じ獄ごくだろうが……！」

　そして、拳を叩たたき込む。一発、二発と正確にバルヒーヨの顔面にブチ込み、最後にとどめを入れるべく、ひときわ高く拳を振ふり上げ──

「……大将!!」

　リデルが叫さけんだ。

　二発目と三発目の間、わずかに間が空いたタイミングに合わせて、バルヒーヨがブーツに隠かくし持っていたナイフを取り出していた。

　素す早ばやくバルヒーヨは腕を振り、クラヴリーの脇わきの下あたりへと刃やいばを刺さし込んだ。

「…………!!」

　反応して、クラヴリーは身体をひねり、急所を避さけた。しかしナイフは肉を抉えぐって、噴ふん血けつが飛び散る。

　バルヒーヨは全身のバネを使って、クラヴリーを撥はね上げた。思わず身を引いていたところだったため、クラヴリーの腰は浮ういて、後方へとよろける。

　その隙すきにバルヒーヨは立ち直った。顔は血まみれだったが、腕うでで目元を拭ぬぐう。そして、歯をむき出しにして笑った。

「ハッハァァ──ッ！　油断大敵ってぇ奴やつだッ!!」

　まだこれだけの体力が残っていたのか、という勢いで叫ぶ。

「貴様……！」

　傷口を押さえながら、クラヴリーは言い返す。指の隙すき間まから漏れ出る血は、止まる気配を見せない。

「刃は物ものたあ、卑ひ怯きような真ま似ねをしやがって！」

　怒りにまかせ、エルバは飛び出そうとした──が、

「来るなッ!!」

　制止したのはクラヴリーだった。凄せい絶ぜつな怒ど鳴なり声に、エルバの足はすくんで止まる。

「これは私の勝負だ！　手を出すんじゃないッ!!」

　そしてその表情のままに、バルヒーヨをねめつけ、手負いの獣けもののごとき迫はく力りよくを敵手に叩きつける。

「くだらんプライドが命取りだッ！　死ねッ!!」

　怯ひるむことなくバルヒーヨは突とつ進しんした。腰だめにナイフを構えて、体当たりを仕し掛かけてくる。確実にクラヴリーの腹部を抉ろうという攻こう撃げきだった。

「…………ッ！」

　クラヴリーは仁に王おう立だちのまま、バルヒーヨの体当たりを受け止めた。

　ナイフを持つバルヒーヨの手に、肉を裂さく感かん触しよくが伝わる。

　俺の勝ちだ、との確信を抱いだき、バルヒーヨは目線を上げ──

「……な!?」

　クラヴリーの顔つきがなんら変じていないことに気がついた。

　手元に視線を落とす。ナイフはたしかに刺ささっていた──

　クラヴリーの左手に。

　手の平を貫かん通つうし、甲こうの側にまで抜ぬけていたが、クラヴリーの胴どうにまでは届いていなかった。

「これッでもッ、」

　クラヴリーは右手で、ズボンの尻しりポケットに入れておいたフォークを取り出すと、

「食くらえッ!!」

　なんらためらうことなく、バルヒーヨの左目に突つき立てた。

「ぐあああああッ!?」

　絶ぜつ叫きようするバルヒーヨ。思わずナイフから手を離はなし、顔を押さえる。

　クラヴリーはバルヒーヨを押し倒たおし、再び馬乗りの体勢になる。

「痛いてぇぇ！」バルヒーヨは苦く悶もんの声を上げる。「目が痛ぇ！　てめえ、なんてことしやがる!?」

「先に武器を使ったのはそっちだからな……!!」

　歯を食いしばると、クラヴリーは左手からナイフを引き抜いて放ほうり投げ、右拳を固めた。

「もう一回、一発目からだ……!!」

「ヒ……」

　とうとうバルヒーヨは、

「ひぃぃぃぃ──ッ!?」

　恐きよう怖ふの悲鳴を上げた。

　一発、二発と殴なぐってクラヴリーはバルヒーヨの顔面を粉ふん砕さいし、そして最後に、拳に全身全ぜん霊れいをこめると──

「はあああ──ッ!!」

　三発目をねじこんだ。

「…………!!」

　バルヒーヨは末まつ期ごの吐と息いきを漏もらす。殴られた反動で両手が軽く持ち上がったが、すぐにぺたんと地面に落ちた。

　拳を叩きつけた格好のまま、しばらくの間クラヴリーは止とどまっていた。

　その胸に去来するのは、十年越ごしの復ふく讐しゆうを果たした充じゆう足そく感──

　──ではなかった。

「……なんだ……？」

　クラヴリーだけではない。エルバ達の耳にも届いていた──遠えん雷らいのような、低く響ひびく音が。

　その正体はほどなくして判明した。音がいきなり大きくなると、クラヴリーの居場所を中心として、地面が砕くだけたのである。

「なにぃぃ──ッ!?」

　こればかりは、予想外の出来事だった──よもや、地面が豪ごう快かいに陥かん没ぼつするとは。

　巨きよ大だいな闇やみの穴が、足あし下もとで突然に姿を現す。地面を覆おおっていた瓦が礫れきは、あっという間に奈な落らくに吞のみ込まれていった。バルヒーヨはむろんのこと、クラヴリーでも引力に抗あらがえるはずはない。地面がなくなって、クラヴリーは地の底へと落ちていく──

「……クラヴリー!!」

　エルバは咄とつ嗟さに鉄球を拾い上げ、奈落へと放り投げた。鉄球についた鎖くさりがじゃりじゃりと音を立てて引っ張られていくのを、テッキが飛びついて押さえる。

　赤い霧きりで鎖を空中に固定しながら、エルバは鎖の上を駆かけ抜けていく。鎖はやがて奈落の上で急激にカーブし、真下に向かって伸のびていく。エルバは直立していられるぎりぎりの場所までにじり寄り、奈落をのぞき込んだ。

「クラヴリー！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　しばらくして──呼びかけに対する答えが返ってきた。

「……早く……上げてくれ……！」

　クラヴリーは、鉄球に両りよう腕うででつかまってぶら下がっていた。ナイフの切り傷で出血はおびただしいが、致ち命めい的と呼ぶにはほど遠いように見えた。

　フーと息を吐はき出し、エルバは胸をなで下ろした。

「やれやれだ。あんたの怒いかりはわかるけど、地面に大穴を開けるのはやりすぎじゃねえの」

「フッ」クラヴリーは笑い返した。「我ながら、ちょっと興奮しすぎたようだ。……とにかく、早いとこ私を引き上げてくれないか？」

「はいは～い」

　返事をしたのは、空を漂ただよいながらやってきたルナだった。奈落の口に降りてクラヴリーを背中から抱だき、そのまま引き上げる。

「いやはや、助かった……」

　奈落のきわ、おそらくこれ以上崩ほう落らくはしないだろうという場所に足をついて、クラヴリーは安心のため息をついた。

「参った参った。バルヒーヨと心中なんて、冗じよう談だんではない」

「どうでもいいけど、えらい穴が開いちまったな」

　鎖の橋から戻もどってきたエルバが、奈落をのぞき込みながら言う。奈落の闇は深く、とうてい底まで見通せそうにはなかった。

「バルミダの英えい雄ゆうの墓穴としては、なかなか悪くないんじゃないのかね」

　冗談を言うクラヴリーだったが、その表情はすぐに引き締しまった。

「犠ぎ牲せい無しで済ませられれば、言うこと無しだったんだがね」

「犠牲……」

　その言葉にはっと息を吞み、エルバは周囲に視線を投げた。

　探しているものはすぐに見つかった。

　立ち尽つくすカエデ、仰あお向むけに倒れたエイジ、エイジにすがりついて泣いているサクラ。三人は、驚おどろくほどすぐそばにいた。

「エイジ……!?」

　エルバは呼びかけた。が、カエデが無言のままに首を左右に振ふる。

　勝利の喜びはすっと消え去り、全身の血が一気に引くような感覚に襲おそわれた。

　力無い足取りでエルバは歩み寄り、エイジのもとにひざまずいた。万に一つの奇き跡せきを信じて、顔をのぞき込む。

　だが、エイジの目は閉とざされていた。

　そして、再びその目ま蓋ぶたが開くことはなかった。
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　翌朝以降も、東番外地のバリケード封ふう鎖さは続いた。

　日の出とともに大挙して押し寄せてきた記者達から現場を守るため、バリケードはさしあたりそのまま放置されたのだった。警官らがバリケードを守って立ち塞ふさがる中、軍警察は東番外地のすぐ外側に緊きん急きゆうの対策本部を作り、そこで現場検証の指揮と記者会見とを行った。

　昼頃ごろに、現場指揮官が被ひ害がいの状じよう況きよう報告を記者に対して行った。軍警察は、晩に発生した東番外地における騒そう擾じようを、「暴動」と形容した。東番外地内の五割以上の建物が半はん壊かいもしくは全壊、現状判明している死者は八十名、怪け我が人にんはその十倍以上に上り、かつこの数字はさらに増える見込みである──等々。

　暴動の発生した原因はなんなのか、深夜に現れた竜りゆうのような巨大な悪あく魔まは何なのか、東番外地の一角で大陥没が発生したらしいが、──などと記者から様々な問いがなされたが、軍警察は「目下調査中」とだけ返答、明確な答えを避さけた。




　日が経たつに連れ、被害の全容は明らかになっていった。

　死者の数は二百人を超こえた。死因の半分は瓦礫に押し潰つぶされたことによるものだったが、残り半分は、どうやら悪魔同士で殺し合いを行った結果らしいと発表された。それは傍はたから聞くと疑わしい理由だったが、生き残った怪我人達はことごとく証言したのだ──ふと気づいたら悪魔を喚よび、本能に促うながされるままに戦っていた、と。

　殺し合いが起きていた、というのは動かし難がたい事実だとして、世間に受け入れられた。しかしそこで、別の疑問がクローズアップされた──殺し合いが発生したというのなら、その原因はなんなのか？　という疑問が。そもそも何な故ぜ暴動が発生したのか？

　怪我人達は、誰だれ一人としてその理由を説明することはできなかった。あおり立てる声が聞こえてきただの、何かに闘とう争そう本能をかき立てられただの、上がってくる証言は具体性に乏とぼしいものばかり。最終的に軍警察は、初めは小こ競ぜり合いだったが集団心理が殺し合いを誘ゆう発はつ、暴動に発展した、という根こん拠きよ薄はく弱じやくで理由にならない理由を打ち出した。

　ある程度裏社会の機き微びに通じる者は、最近政府がマーレボルジュに対して圧力をかけていることを知っていた。マーレボルジュをむやみに追いつめたことが暴発を招いたのではないか、という質問を投げる者もあったが、軍警察は圧力の存在そのものを否定した。

　結局のところ、真実が世間に対して明かされることはなかった。ある意味、当然といえば当然である。総そう督とく府ふも軍警察も、真実を知る者はほぼ皆かい無むだったのだから。




　死者、怪我人のみならず、行方ゆくえ不明者も多数発生していた。

　マーレボルジュに圧力をかけていた張本人、サイクス・バルヒーヨも行方不明者の一人だった。政界の大物、そしてバルミダの英雄が暴動に巻き込まれたらしい、というニュースは議会と世間とに小さからぬ衝しよう撃げきを与あたえた。

　なんと言っても、バルヒーヨは連れん邦ぽうを分ぶん裂れつから救った救国の英雄である。日が経つに連れ、バルヒーヨの暴動中における活動が捏ねつ造ぞうされていった。暴動が起きたと見るや、バルヒーヨは無む辜この民たみを助けるために混乱の渦か中ちゆうへ突とつ撃げきし、実際に何人かの人々を救ったものの、結局混乱のうちに吞のみ込まれていった──とかなんとか。やがて「危あやうく殺されるところだったのを、バルヒーヨさんに助けてもらった」などと主張する人物も出てきて、話はどんどん美化されていった。

　その後も、バルヒーヨが世間に姿を現すことはなかった。国こく葬そうを行おうという話が持ち上がりもしたが、死体が見つからない以上死んだとも言い切れず、棚たな上あげされることとなった。




　東番外地のバリケードは二日後に取り払はらわれたものの、一部については改めて封鎖が行われた。東寄り、ブルティエール市内との境界にかなり近い一角に巨きよ大だいな陥かん没ぼつが認められたので、進入禁止区域とした、と軍警察は発表した。

　封鎖はかなり厳重に行われた。外から見えないように完全に白い壁かべで囲まれ、常時複数のガードマンが警護に当たる、という態勢が敷しかれた。あまりにものものしい警備は、妙みような噂うわさを生んだ。つまり、その大穴は地じ獄ごくにつながっており、暴動の晩に現れた竜はそこから出てきた。そこは悪魔が無数に生息している場所で、総督府はそこに棲すむ悪魔を独どく占せんしようとしている、などと。

　陥没範はん囲いが広く深く危険なため厳重に取り囲んでいるに過ぎない、と総督府は主張し、根も葉もない噂をしばらく無視していたが、そのうち新聞社からの突つき上げに折れる形で内部公開を行った。

　ところが、各社の記者にのみ公開する、という形をとって封鎖内部に招き入れたところ、崩ほう落らくが起きて記者二名と警察官一名が巻き込まれて死亡するという事故が発生した。その後しばらく、軍警察と新聞社の間で責任のなすり合いが行われた。

　結局、あの奈な落らくは地獄に通じているのだ、という噂は絶えずにしばらく流れ続けた。




「みなさん、飲み物は行き渡わたりましたか……？」

　博物館ラウンジにて、テッキは声をかけて一同を見回した。

　博物館職員だけではない。クラヴリー一行、シェイファーら東番外地在住の協力者達を、テッキは博物館へと招き入れていた。

　テッキをはじめとする博物館員一同が仕事場に戻もどってきたのは、暴動からちょうど十日後のことだった。

　バベルハイズ家が昔から契けい約やくを交かわしている税理士アセンズ氏は、病びよう床しようから自分の仕事を息子に託たくしていた。同じく税理士資格を持つアセンズ・ジュニアは改めて税務局との折衝にあたり、昨年度の自然史博物館の税務申告は正当なものだったとの判定を勝ち取ったのだった。

　もとより、バルヒーヨが圧力をかけて、無理矢理に脱だつ税ぜいと認にん定ていしたのだ。バルヒーヨという重しがなくなると、税務局はあっさりとミスを認めた。すなわち、接収した博物館をテッキの手に返すと宣言したのである。

　幸い、二ヶ月の重傷を負ったアセンズ氏の容よう態だいは快方に向かい、アセンズ襲しゆう撃げきを調査しようとして返り討うちにあったカナティックも意識を取り戻した。一時期、博物館の前ぜん途とは永遠の闇やみに閉とざされたとも思えたのだが、バルヒーヨという黒雲が取り払われた結果、光が差し込んできたようである。

「パーティーしようぜ。博物館を取り返した、祝勝パーティーだ」

　それが、博物館に帰き還かんしたエルバの第一声だった。テッキはそのアイデアには賛意を示したものの、すぐには首を縦に振ふらなかった。

「基本的には賛成ですけど、名前を考える必要がありますね」

「……それもそうだ」

　エルバは認めた。

　テッキ達は勝利を収め、博物館を取り戻すことができた。しかし、代だい償しようとして大きな犠ぎ牲せいを払うこととなった。エイジの死という事実は、勝利を勝利として喜べない大きな黒い欠落として、エルバ達の心に影かげを落としていた。

　それだけではない。事件から数日後、暴動での行方ゆくえ不明者の中にフィールディングが含ふくまれている、というニュースが飛び込んできた。詳しよう細さいはほとんど知ることができなかったので、テッキは想像するより無かった──あの日の晩、東番外地の警護に出ていたところを、悪あく竜りゆうの同調にやられたのか──という風に。

　そもそも、東番外地全体であまりにも多くの命が失われたのである。それから日をおかずして「祝勝パーティー」を開くのはいかにも不ふ謹きん慎しんと思えた。しかし一方で、博物館奪だつ回かいのために戦ってくれた人々に謝意を示す場は必要だ。ということで、テッキはエルバやルナ達とさんざん議論を戦わせた末、会合の名を「慰い労ろう会」という極きわめて地味なものにすることで合意、関係者を呼んでちょっとしたパーティーを開かい催さいすることにしたのである。

　全員の手にグラスが行き渡ったのを確認して、テッキは乾かん杯ぱいの音おん頭どを取った。

「えー……このたびは、お集まり頂いてありがとうございます……」

　概がいしてこの手の演説にあっては「長話は後にしろ」などのヤジが飛ぶものであるが、場合が場合だけに、全員が厳げん粛しゆくな面おも持もちでテッキの話を聞いていた。

　そんな視線を一手に受け、テッキは背筋が引き締しまるのを感じた。一つ咳せき払ばらいして、話を続ける。

「みなさんの努力のおかげで、この通りワタクシどもは博物館を取り戻すことができました。本当にありがとうございます。感謝の意味も込こめて、本日はこのような会合を催もよおさせて頂きました。今日は楽しんでいって下さい……」

　話を短くまとめて、テッキは高く杯さかずきを掲かかげた。

「それでは、みなさんの今後の幸運と、博物館を守るために倒たおれたエイジ・タツミヤの魂たましいのために……乾杯」

　一同は厳おごそかに乾杯、と言い返し、杯を傾かたむける。慰労会は、妙みように重苦しい空気の中始まった。

　とはいえ、酒が入ればイヤでも場は陽気になる。時が経たつにつれ、会合の空気は和気あいあいとしたものになっていった。

「ところで……博物館長殿どの。折り入って話があるのでありますが」

　そんな中テッキに語りかけてくる者があった。ワイン片手にわずかに顔を赤くしているデイジーだった。

「……なんでしょう？」

「知っての通り、私は先日軍警察を辞めまして、無職なのであります。つきましては、ここの職員として雇やとって頂きたいのでありますが」

「……はあ」

　意外な申し出にテッキは目を丸くした。

　顔は赤いが、その口調は普ふ段だん通りに堅かた苦くるしく、まじめだった。酔よった勢いの言葉ではないだろう、とテッキは判断し、まじめに答えを返す。

「ご存じかとは思いますが、ワタクシの博物館は経営難でして、人一人雇うのも重大な負担になるのです。従って、博物館にとって有益であると判断できない限り、雇うことはできません。そこで、あなたが博物館職員となったら、ワタクシどもにどのようなメリットがあるのか、教えて頂けませんか」

「事務や経理の類たぐいはお手の物であります」デイジーは即そく答とうした。「税理士資格も持っておりますので、もし私が数ヶ月前に雇われておれば、博物館が税務局に接収されることはなかったでありますよ」

「あら」

　テッキの顔がほころぶ。脈ありとみてデイジーはさらに続けた。

「それに軍警察の勤務経験がありますので、服務には従順、なおかつ身体からだも頑がん丈じようであります。この通り身体は大きくはありませんが……リデル！」

　デイジーはリデルを呼びつけた。

「……なんだよ、デイジー？」

　言われるがままにリデルは歩み寄ってくる。既すでにかなり飲んでいるようで、足取りは少々おぼつかない。

「私の人生のために、ちょっと犠ぎ牲せいになってもらうであります」

　宣言すると、デイジーはリデルの身体を無造作につかみ、肩かた車ぐるまして持ち上げた。

「…………!!」

　目を丸くするテッキを尻しり目めに、デイジーは反対側へとリデルを放ほうり投げる。轟ごう音おんを立ててリデルは床ゆかに激げき突とつ、仰あお向むけになって伸のびてしまった。

　デイジーはぽんぽんと手を打ち払はらうと、

「どうでありますか！」

　リデルの胸に足を載のせ、誇ほこらしげに胸を張った。

　テッキは思わず笑い出してしまった。やっぱりデイジーは酔っているらしい。

「……わかりました、合格です」デイジーの肩を叩たたく。「博物館職員として迎むかえ入れましょう。なんなら、今からでも」

「ありがたくあります」

　笑えみを見せるデイジー。

　対照的に、寝ね転ころがったままのリデルはすごく不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

「おいおい。俺は踏ふみ台か？」

「いいじゃないの。踏み台にちょうどいい体型をしているし」

　と、ルナがあとから割り込んできて、デイジー同様リデルの胸を踏みつける。

「人を踏み台にすんじゃねえッ」

　丸太のような腕うでを振ふるって、リデルはデイジーとルナの足を払いのける。綺き麗れいに払われて、デイジーとルナは豪ごう快かいに転てん倒とうした。

「ったく、礼れい儀ぎのなってねえ奴やつらだな」

　と言いつつ、リデルは豪快に笑った。のしのしと音を立てて歩き、別テーブルについているクラヴリーのもとに寄る。

「大将、飲んでますかい？」

「もちろん。スクリュードライバーさ」

　オレンジ色の液体がたたえられたグラスを、クラヴリーは差し出す。

　リデルはそれを受け取り、一口飲んだ。そして妙な顔をする。

「全然アルコールの味がしねえんですが」

「そりゃそうだろう。正確にはスクリュードライバーのウォッカ抜ぬきだから」

「……それ、世間じゃオレンジジュースって言うんですぜ」

「私が酒を全然飲めないのは、おまえも知っているだろう。それに怪け我が人にんなんだし」

　手に巻いた包帯を見せつける。他ほかに脇わきの下も刺さされていたが、幸いにして後こう遺い症しようは残らなかった。完全に傷が塞ふさがれば、以前と変わらない身体能力を発揮できることだろう。

「俺も大好きだぜ。スクリュードライバーウォッカ抜き」

　隣りん席せきのエルバがクラヴリーの肩を持つ。リデルは頭を振った。

「これだからガキはいけねえ」

「ところで」エルバはクラヴリーに話しかけた。「クラヴリー、あんた、これからどうするつもりなんだ」

「と言うと」

「復ふく讐しゆうは果たしたんだろ。人生の目的を失って、急にしぼみやしないかと思って」

「バカなことを」クラヴリーは肩を揺ゆらす。「私にはまだまだ為なすべきことがある。ブルティエール地下迷めい宮きゆうの探たん索さくとか、ボードゲーム作りとか。復讐はたしかに大きな目的だったが、それが全すべてではないさ」

「ならいいんだが。……でも、軍警察から追われる身ってのは変わらないぜ」

「そこが問題だ。現実問題として、マーレボルジュの世話になるしかないかなと思っている」

「自分は反対であります」

　いきなりデイジーが割り込んできた。

「犯罪組織の世話になるなど、人としていかがなものかと思われます」

「それは俺に対する皮肉かよ」

　リデルがボツリと言ったが、デイジーはまるっきり無視した。

「とはいえ」クラヴリーが答える。「私は立派な犯罪者だからなあ。今日も、官憲に見つからないよう細心の注意を払いながらここまで来たわけだし。法の庇ひ護ごを受けられない以上は、裏社会の力に頼たよるしかない」

「まあ……それはそうでありますが」

「デスドレッド島にいた頃ころはマーレボルジュの幹部に色々便べん宜ぎを図ってもらったこともあったしな。なあに、きっといい人達ばかりだろうよ」

「いや、それはなかろうと思いますが……」

　と言いつつ、デイジーは肩を落とした。

「仕方ありませんか。私には少しよう佐さ殿どのを飼う余よ裕ゆうなどありませんし」

「こんなおっさんをペット代わりにしようってのか」

　エルバが突つっ込む。と、背後からテッキの声が割り込んできた。

「手間もかからなそうだし、なかなかいいペットになると思いますけど。……ところで」

　一いつ拍ぱくおいて、エルバの肩口を引っ張る。

「ちょっと、こっちに来なさい。大事な話があります」

　と言いながら、テッキは横手のテーブルを手で示す。そこにはサクラとカエデが揃そろってテーブルに着いていた。

「大事な話？　なんのこった」

「将来の話ですよ」

「……まさかカエデも博物館職員として迎むかえようってのか。俺の給料が圧あつ迫ぱくされるってんなら反対だぞ」

「違ちがいます。八眼デイアボリツク争覇パーテイの話です」

　さすがに、エルバは表情を改めた。席を立ち、カエデ達のテーブルに着き直す。

「フホホ！　陽気にやってるでおじゃるか？」

「いやー、こうもたくさん人がいると楽しいもんだな！　ゲハハー！」

　さらに隣となりのテーブルにはマロとボルがいた。先ほどリデルに転ばされたルナも着席して、ワインをグラスで飲んでいる。

「魔ま神じん隔かく離り席か」

「君は本当に失礼なことを言うなあ」

　エルバの言葉に、ルナがグラスを高く掲かかげた。

「テッキちゃんに言われて一時的に集まってるだけさ」

「本題に入りましょう」

　エルバの隣に着席し、テッキは正面のカエデを見つめた。

「提案があるのです」

「なんだ」

　陽気なパーティーの中にあって、カエデの表情は硬かたかった。当然ではあろう──自分の手でエイジを殺したという事実を、たったの十日で忘れることができるはずがない。

「あなたが八眼争覇で叶かなえたい望みは、オーラン虐ぎやく殺さつの真犯人に罰ばつを与あたえる──ということでしたよね」

「たしかに。この手でバルヒーヨを殺せなかったことが心残りだが、まあよしとしよう」

　そう答えて、カエデはちらりとクラヴリーに視線を投げた。

「あの男にも、復讐という大義があったのだからな。とにかく、望みは叶ってしまったということになる」

「そうです」テッキが身を乗り出す。「言うなれば、あなたの望みを叶えるために、ワタクシどもが協力して差し上げたことになるわけですよ」

「まあ……そうだが」

　見返りを要求するつもりか、とカエデは身構える。

「いえ、大したことはありません」テッキは手を振ふった。「ただ、ワタクシの望みを叶えるために、あなたに協力して頂けないかと思うのです」

「……望み次し第だいだ。望みを叶えるために戦って負けてくれ、と言うのなら断固拒きよ否ひするぞ」

「逆です。ワタクシどもと戦わないで頂きたいのです」

「逆？」

　思わずカエデは聞き返した。

「ワタクシの望みは、八眼争覇を止めることです」

「前に聞いた。そんなことを魔王に願おうとは、矛む盾じゆんしているような気もするが」

「仕方ないでしょう。魔王の力を借りずして魔神の力を止められますか」

「道理だ」カエデは認めた。「つまり……私達が争うことさえしなければ、八眼争覇は膠こう着ちやくし、最後の一人が決定することはなくなる、ということか」

「ええ」テッキは頷うなずく。「そのために、ワタクシはエルバと同盟を組んでいるのですから」

「俺達三人で同盟を組めば、」エルバが言葉を重ねる。「最後の一人が三人抜ぬきしない限り、八眼争覇は終わらない。これ以上の戦いは起きなくなるってわけだ。どうよ」

　背もたれに寄りかかって、カエデは考え込んだ。が、ほどなくしてフッと笑うと、

「……いいだろ」

　と答えた。

「今いま更さら、おまえらと真しん剣けんに戦えるとも思えないしな。その話、乗ろう」

「ふむ」横手で、マロがルナとボルに語りかけた。「どうやら、今回は戦わないことになりそうでおじゃるな、お互たがい」

「そのようだね」とルナ。「より長く地上に出ていられるってのは幸せなことだ」

「ちょいと残念な気もするがな」とボル。「今度はおまえに勝つつもりでいたからよ、マロ」

「フホホ。マロもなめられたものでおじゃるな」

　べえ、と舌を出し、舌の真ん中に鎮ちん座ざする目で、マロはボルを見つめ返した。

「やめろ、マロ」カエデが声を投げる。「もはや味方同士だ。無益な争いをするんじゃない」

「そういうことです」テッキは左手を差し出した。「さ、約束の握あく手しゆを」

「わかった」

　カエデも左手を伸のばし、握にぎり返す。

「オーケー。これで同盟成立だな」

　その上にエルバが手を乗せ、宣言した。

　これで、カエデと戦うことはなくなった。さぞかしサクラも喜ぶことだろう、とエルバは視線を投げたが──

　サクラの顔は、暗いままだった。




　夕刻の頃ころに慰い労ろう会は終しゆう了りよう、参加者一同は三々五々に博物館から去っていった。

　後かたづけを済ませた後、エルバは博物館の庭にぶらりと出た。

　博物館を取り戻もどしたとはいえ、やるべきことはたくさんある。税務局員連中が無神経に出入りしたおかげで庭は荒あれているし、叩たたき割られた大窓は新品と取り替かえなければならないようだ。それに、堀ほりの跳はね上げ橋も修理する必要がある。

　とはいえ、自分の帰る場所があるというのはいいものだ。博物館を追い出されたことで、エルバは改めて痛感した。一時的な隠かくれ家がに身を隠すという寂さびしさは、あまりに心をささくれさせる。

「ま、本格的な補修作業は明日からだな……と」

　呟つぶやいた時、エルバはサクラの姿を見つけた。

　サクラは庭の材木の山に腰こし掛かけ、空を見上げていた。日が没ぼつし、星が輝かがやき始めた空を。

　エルバはサクラのそばに歩み寄り、声をかけた。

「隣となり……いいかな？」

　サクラは顔を下ろしてエルバを見つめると、

「ええ……どうぞ」

　弱々しい笑えみを浮うかべた。

　エルバはサクラの隣に腰を下ろし、空を見上げた。

　皮肉なことに、長いこと曇どん天てんに包まれていたブルティエールの空は、暴動の翌日に晴れ上がった。それ以来、しばらく晴天の日ばかりが続いている。

「せめて……星をエイジさんに見て欲しかったですね……」

　そうだな、と答えつつ、エルバは言外によそよそしさを感じ取る。

　エイジの死以来、サクラはずっとこんな調子だった。よくない傾けい向こうだとわかってはいるが、一体どうすればサクラの心を覆おおう影かげを追い払はらえるのか、エルバはその方法を知らなかった。結局のところ時間に任せるしかないのか──そんな考えにとらわれる。

　エルバの迷いを見て取ったか、サクラは頭を下げた。

「すいません……その、なかなか心の整理がつかなくて……」

「気にすることはねえ。時間はいくらでもある。時間をかけて、折り合いをつければいい」

「……その……」

　何か言いかけて、サクラは口を閉とざす。

「ん？　どうかした？」

「いえ、何でもありません……」

　と口では言いつつ、なにか言いたそうな気配を見せている。

「言ってみてよ」エルバは促うながす。「気にすることはない」

　それでもしばらくサクラは黙だまっていたが、やがて心を決めると、エルバの目を見上げた。

「その……こんなことを聞くのは本当に失礼だと思うんですけどお……お父さんを亡なくした時、エルバ君はどうやって立ち直ったんですか……？」

　意外な質問に、エルバは胸をつかれた。

「それは……ええと……」

　サクラの目を見つめながら、エルバは己おのれの過去を思い出す。

　しかし、答えになりそうな記き憶おくは、さっぱり蘇よみがえってこなかった。覚えていることといえば、──

　父チェビアトが家の庭先で倒たおれている光景。ルナが父に何か声をかけた後、消しよう滅めつしたこと。

　チェビアトの葬そう儀ぎの光景。見知らぬ大人に囲まれて、ひどい疎そ外がい感を味わったこと。

　チェビアトが死んだ前後の記憶は、それ以外きれいさっぱり無くなっていた。

　父の死は、当時十二歳だったエルバにとって、重大なショックだった。そのショックからどうやって立ち直ったのか、と自問してみると──

「時間が経たったら、いつの間にか立ち直ってた……としか、言いようがないな」

「……そうですよね……」

　サクラは肩かたを落とした。

「すまん」エルバは謝った。「ファルナがいたら、なにか答えてくれたかもしれないんだが」

　父の死後、エルバは父の実家のエレイスン家に引き取られ、そこで従い姉と妹このファルナとともに育った。エルバのことを客観的に見ていたファルナなら、なにか別意見を述べてくれるかもしれなかった──が、彼女も今は意識不明のまま、実家で眠ねむり続けている。

「いえ、いいんです。……それより」

　うつむいたまま、サクラは別の話を切り出す。

「エルバ君に、言わなきゃならないことがあるんです」

「……へえ？」

　エルバは眉まゆを吊つり上げる。

　もう一度サクラはエルバの目をのぞき込み、そして言った。

「エイジさんの遺ゆい言ごんです。エイジさん、最さい期ごに教えてくれたんですよ……お兄ちゃんのこと」

「なんだって」

　エルバは身を乗り出した。




「言っておかなくちゃ……シローのこと……」

　最期の力を振ふり絞しぼって、エイジはサクラに語りかけた。

　息を吞のんで目をこらすサクラを見つめながら、エイジは必死に唇くちびるを動かした。

「シローは……十年前に死んだ……」

「…………!?」

　サクラとカエデ、二人はともに言葉を失った。

「あの日、シローは死んだんだ……サクラちゃん、君は、幻まぼろしを追ってはいけない……」

「エイジさん！」サクラが叫さけぶ。「それは本当なんですか!?」

「……ああ……」

　かすれる声で、エイジは呟つぶやく。

　その時、エイジの顔は妙みような表情に覆われた。今でもサクラは、その表情が何を意味していたのか、理解できずにいる。後こう悔かいの表情だったのか、己の宿命を嘆なげいたのか、あるいは──

　そして、エイジは両の目を閉ざした。

「エイジさん!?　エイジさん!!」

　サクラは何度も呼びかけた。が、エイジは二度と呼びかけに答えなかった。




「十年前に死んだ、だと……!?」

　エルバは心の底から驚おどろいた。

　驚くべき情報だった。十年前の虐ぎやく殺さつ事件の折、死体の山の中にサクラの兄、シローの姿はなかった。その事実のみを頼たよりとし、サクラは兄との再会を夢見て今日まで生きてきたのだ。

　まさか、エイジの臨終の言葉が、その夢を打ち砕くだくとは──

「エイジさんが噓うそをつくとも思えないし──私、どうしたらいいのか──」

　ここ数日、サクラが沈しずんでいた真の理由はこれだったのか、とエルバは悟さとった。エイジを失ったのみならず、さらに生きる目的を揺ゆるがす事態に出くわしていたのだ。

　このまま、サクラを失意のうちに放ほうっておいてはならない。そんな思いに駆かりたてられた瞬しゆん間かん、

「サクラ──」

　エルバはサクラの肩かたを抱だき寄せていた。

　思わぬ行こう為いにサクラは驚いたようだが、すぐに頭をエルバの肩に埋うずめた──角が邪じや魔まにならないように気をつけながら。

「エイジがなにか、思い違ちがいをしていたのかもしれない。エイジの遺言があったからといって、シローが死んだという決定的な証しよう拠こにはならないさ。それに、本当にエイジの言う通りだとしても、……俺達じゃ代わりにはならないか？」

「代わり……？」

「ここにはテッキがいる。それに俺もいる……入ってきて半年にもならない新参者だけどさ。家族みたいなもんだ……と思っているつもりだけど」

　言った瞬間に、エルバは後悔の思いにとらわれた。家族とはさすがに言いすぎ、厚かましすぎか──と思ったのだが、

「家族……そうですよね……」

　わずかながら、サクラの表情に明るさが戻もどった。

　エイジはサクラの肩を抱く手に力を込こめた。やるべきことはたくさんある。博物館整備だけじゃない、サクラの心の支えになってやることも大切なことだ──と思いながら。







　ブルティエール南東の海岸を、よろよろと歩く一人の男がいた。

　ひどく体力を消しよう耗もうしていた。カーキ色の上衣はボロボロ、その足取りはおぼつかず、砂すな浜はまには右へ左へと揺れる足そく跡せきが残っている。しかしそんな状態にもかかわらず、男は右手にしっかりとペンチを握にぎりしめていた。

　砂に足を取られ、男はべたりとうつぶせに倒たおれた。そのまま動かなくなる。

　しばしの間、波の音だけがその場を支配する。

　男は死んだように動かなかったが、やがて──

「ぐうう……！」

　右手を持ち上げて、力ちから一いつ杯ぱいペンチを砂に突つき立てた。ギリギリと力を込めて、己おのれの身体からだを引き寄せる。

　ゆっくりと男は立ち上がった。体中についた砂を払はらうこともなく、またも弱々しい足取りで歩き始める。

「……ヘンリエッタ……どこだ……？」

　低い声で呟きながら、男は歩いていった──自分にもわからない、どこかへと。







　遡さかのぼって、悪あく竜りゆうが鎮しずめられた直後、暁ぎよう暗あんの時間帯。

　東番外地の外れの低木林帯に、地を這はいずって進む一人の男がいた。

「……はあ……うう……」

　息も絶え絶えに、男はどこかを目指してゆっくりと、しかし確実に前進している。男の顔は誰だれかに殴なぐられたかのように腫はれ上がり、左目は潰つぶれて塞ふさがっている。

　サイクス・バルヒーヨ──将来の総そう督とく候補と言われた男の、惨みじめな姿だった。

「まだだ……命ある限り、俺は何度でも蘇よみがえる……！」

　ひどい姿になっていながらも、その意志はいまだに折れることを知らなかった。奈な落らくの底に落ちたにもかかわらず、とにかく生きるために這いずり始め、気がついたら地上に出ていた。ここがどこなのか、どこに向かっているのか、当人にもわからなかった──が、歩みを止めれば野の垂たれ死じにあるのみ。

　だから、バルヒーヨはひたすらに這い進んでいた。

　やがて、彼の目に二本の足が映る。

　見上げると──そこにルシアン・パラドールが立っていた。

　銀ぎん髪ぱつの青年は、いつも通りの笑え顔がおで、バルヒーヨを見下ろしていた。

「ルシアン……！」バルヒーヨはかすれた声を上げる。「手を貸してくれ……！」

　ルシアンに向かって手を伸のばす──が、ルシアンは反応しなかった。

「ルシアン！　俺の言うことが聞こえないのか!?」

「聞こえてますよ」穏おだやかな声でルシアンは答えた。「でも、もう聞けませんねえ、あなたの命令は」

「な……」

　伸びたバルヒーヨの手を、ルシアンは思い切り踏ふみつけた。

「ぐああああッ！　何をする、ルシアン!?」

「無能には無能に見合った扱あつかいをしてやるだけですよ」

　いつも通りの穏やかな口調で、ルシアンは語った。

「いやはや、もう少し頑がん張ばってくれると思っていたんですけど、敵を四人も残して八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくとは。期待はずれとはこのことですかね」

「な……何を言って……!?」

　バルヒーヨが目を白黒させるのもお構いなしに、ルシアンは続ける。

「東番外地も完全に潰しきれないし、何をしているんだか。個人的には、もう少し豪ごう快かいに掘ほり返して欲しかったのですが。ま、見込み違いをした僕自身が責を負うべきですかね」

　と言いつつ、バルヒーヨの手をぐりぐりと踏みにじる。

　悲鳴を上げながら、バルヒーヨは恐きよう怖ふにとらわれていた。今目の前にいるルシアンは、まるで別人のようだった。ルシアン本人には違ちがいないが、何かが違う──

「おまえ……何者だ……!?」

　胸にわいた疑問を、バルヒーヨはそのまま口にした。

「いやですねえ。僕はルシアン・パラドールですよ。ただ……あなたが知らない別の顔も持っている、というだけで」

　その時、音もなくルシアンの顔が変化していった。

　変化自体は、極きわめて地味なものだった。突とつ然ぜんに、急激な老化を始めたのである。せいぜいが二十代、ともすると十代にも見えるルシアンの肌はだが、みるみる老ふけ込んで、五十代くらいの顔つきになる。

　バルヒーヨにとってその顔は、非常になじみのあるものだった。

「総督閣下……！　何なに故ゆえに!?」

「いえね」ルシアンは答えた。「総督職というのは、それほどの激務でもないのですよ。優ゆう秀しゆうなスタッフさえいれば、総督府に出向くのは週三日で済む」

　何が起きたのか、バルヒーヨには理解できなかった。ただ目を大きく見開き、放心する。

「ま、どうでもいいことです。あなたは僕の期待に応こたえてくれませんでした……よって、死んで下さい」

　ルシアンは足をバルヒーヨの首にかけ、体重をかけた。げええ、とバルヒーヨは不気味な声を上げた。

「一つだけ言っておきたいことがあります」ルシアンは最後の言葉をかけた。「あなた、『宇宙大将軍になりたい』と公言していましたよね。いやはや、あなたがその言葉を口にするたびに、僕は笑いをこらえるのに必死だったんですよ？　実力に見合わない大口を叩たたく奴やつほど、見ていて滑こつ稽けいなことはありませんね」

　そして、ルシアンはバルヒーヨの首の骨を踏み折った。速すみやかに死が訪おとずれ、バルヒーヨの身体からだから力が失われていく。

「骨折り損のくたびれ儲もうけ、ってやつですね。ふう……」

　ルシアンは、特に感かん慨がい深げという風でもなかった。わずらわしげなため息をつきながら、見開かれたバルヒーヨの目に手をやり、獄ごく炎えんの魔ま神じんの円盤レンズを取り出す。

　さらに懐かい中ちゆうの円盤、博物館から回収した剛ごう力りきの魔神の円盤と二枚まとめると、ルシアンは横手に放ほうり投げた。

「お返ししますよ、あなたのものですから……」

　二枚の円盤は放物線を描えがく。その先にいるのは──ブラナ・ラ・モート、魔王の残ざん滓しだった。

「ありがとう、ルシアン君」

[image: ]

　ブラナは円盤を空中でキャッチすると、法衣のうちにしまいこんだ。

「おや」とルシアンは声を上げる。「あなたもおつとめご苦労様です、キングスリーさん」

　ブラナのすぐ背後に黒衣の男、グレン・ダール・キングスリーが控ひかえていた。無言のまま、鋭するどい瞳ひとみでルシアンとバルヒーヨを見つめている。

「なにかご感想はありませんか」

　ルシアンの問いに、やっと重々しい口を開く。

「卑ひ劣れつの輩やからにふさわしい死だ」

　面おも白しろくもなさそうに、短く言った。

「そうですか」ルシアンは言った。「それでは、バルヒーヨの遺体をその辺に埋うめなければなりませんので、失礼しますよ……それとも、手伝って頂けます？」

「まあ待ちたまえ」ブラナが言った。「人を呼んでいる」

「……人？」

　ほどなくして、近くの茂しげみががさがさといい始めた。

　見やると、そこから姿を現したのは──壮そう年ねんの男性だった。一見しがない事務員とも見えるその男の顔を、ルシアンは知っていた。

「アンテノラさんですか」

「いかにも」

　答えて、アンテノラはバルヒーヨを見下ろす。

「これが『バルミダの英えい雄ゆう』とまで言われた男の最さい期ごかね」

「何をしたパラドール！　こいつはおまえの部下じゃなかったのか!?」

　別方向から鋭い声が飛んでくる。アンテノラの反対方向からは、二人のオーラン人が姿を現していた。声を投げてきたのは男の方である。

「なんと、ミカル・ナガサカさんにマモル・デュバリエさんですか。これはこれは」

　笑え顔がおをもってルシアンは応じたが、マモルの険しい顔つきはゆるむことを知らない。

「答えろ！　おまえがバルヒーヨに悪あく竜りゆうを喚よばせたのか!?」

「落ち着け、マモル」

　いきり立つマモルをミカルが制する。

「こいつが質問にまともに答えるはずがあるまいて」

　マモルは長いことルシアンを睨にらんでいたが、やがて身を引いた──不承不承という感じではあったが。

　ルシアンはブラナに目を向けた。

「で、どういうおつもりなんですか。八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者を集めるとは。まさか、残り二人も来ているのですか？」

「いいや、アードレーとセブンデイはまだブルティエールには来ていないようだ。ただ、五人もこの街に揃そろっていたんで、せっかくだから集めてみたのさ」

　静かな声で、ブラナは答えた。

「いずれ、残る二人もこの地に戻もどって来ることだろう。来きたるべき大いなる戦いの日は近いのだから──現行の八眼争覇が滞とどこおりなく終しゆう了りようすれば、それはすぐに始まる」

「そうでしょうけど」ルシアンは言い返す。「今回の八眼争覇、本当に終了するのですか？　悪竜を倒たおしたあの三人の契けい約やく者しや、仲なか違たがいをするとは思えませんけどねえ」

　くっくっくっ、とブラナは声を潜ひそめて笑った。

「君の気にすることではないよ。八眼争覇は、最後の一人が生き残るまで続けられる。谷を転がる岩石は、谷底まで落ちる宿命にあるものだよ──斜しや面めんの途と中ちゆうで止まるだなんてことはありえないんだ。希望の実現、という商品を先に受け取ってもらった以上、後あと払ばらいで代金を支払ってもらわなくちゃならない」

　そう言って、星空の輝かがやく空を見上げる。

「君達も、もう少しの辛しん抱ぼうだ。来るべき日に備えて、準備でもしていたまえ」

　晴れ上がった夜空はどこまでも深く、どこまでも遠い。その遥はるか彼方かなたを見つめるかのごとく、ブラナは高く頭をもたげていた──閉とざされた両の目を、闇やみに晒さらしながら。
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『レンズと悪魔　Ⅵ魔神応報』をお届けします。

　バルヒーヨにやりこめられた前巻から一転、大だい逆ぎやく襲しゆうの時です。







　既すでに読どく了りようした方ならおわかりかと思いますが、このⅥ巻でこの物語は一段落を迎むかえたことになります。

　シリーズを開始した当初は、さしあたりこの巻で一区切りになるように、おおまかなプロットを組んでいたのですよ。何しろシリーズを長期展開するには読者の支持が不可欠であり、読者の支持が得られなければ泣く泣くシリーズを終わらせなければなりません。そんなわけで、この位置にバルヒーヨという強きよう敵てきを置き、こいつとの決着をつけることで「始末が着いた」感が醸かもし出されるようにしておいたのです。

　他ほかにも、もし仮に将来アニメ化されるようなことがあれば、ここまでを一区切り、アニメ一クール分の分量としてちょうどいいものにする、という取とらぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようもあったわけですが。まあそれはどうでもいいですね。







　幸さいわいにしてレンズと悪魔シリーズは読者の皆みな様さまの支持を得ることに成功し、よってもうしばらく続くことになりました。やったね。読者の皆様から編集者様からイラストレーター様まで、この本に関かかわる全すべての人間にありがとうと言いたいです。ハイ。







　というわけで、八眼デイアボリツク争覇パーテイはまだ続きます。ここまでが第一部なら、ここから先は第二部ですかね。

　この巻でバルヒーヨとの決着はつきましたが、これは八眼争覇の折り返し地点でしかありません。八人の契けい約やく者がここでやっと残り四人になりましたので。

　一見平和を取とり戻もどしたかに見える博物館ですが、これから先も様々な問題が次々とわき起こることになります。




　まずは何より、エルバの父チェビアトを殺し、テッキの右みぎ腕うでを奪うばった男の話。物語中におけるエルバの影かげが薄うすいなどという声をたまに聞くので、主人公としての存在感を存分に発はつ揮きしてもらいたいですね。




　サクラの生き別れの兄の話。今回の話でシローについてちょっと触ふれましたが……まあ、まだなんだかんだあります。今後の展開をお楽しみに。




　闇やみ照てらしの魔ま神じんヤミ・ヤタと八番目の契約者の話。これまでまったく姿を現していないのですが、ついに登場の時がやってきます。八眼争覇を加速させる役として、悪い意味で大活かつ躍やくの予定ですよ。




　本編未読の方のために一応名前は伏ふせますが、前巻とこの巻でかなりひどい目にあった男の話。彼が直面した運命については読者の皆様も色々と思うところがあるでしょうが、とにかく今後も彼の活躍の場はありますので、まあとにかくお待ち頂きたく。




　などなど、あまたの苦く難なんが、エルバをはじめとする博物館の面々に襲おそいかかります。彼らの目の前に分かれ道が現れることもあるでしょう。その時、エルバ、サクラ、テッキはそれぞれどの道を歩むことを選せん択たくするのか？　そして彼らの行く先には、何が待ちかまえているのか。

　これらのみならず、あんなことやらこんなことやら、あの人やこの人の再登場やら、そして八眼争覇の決着まで、イベント盛りだくさんで参ります。お見み逃のがしなきよう。







　次巻は近いうちにお届けしたいと思います。昨年は年に四冊出せたので、今年もそのペースを守りたいですね。

　お楽しみに！





六　塚　　光　　


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所










レンズと悪あく魔ま




Ⅵ魔ま神じん応おう報ほう








六むつ塚づか　光あきら
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